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要 旨 

 

 本論は，日本における結婚移住女性のメンタルヘルスについて，抱

えている心理的問題およびその背景を明らかにし，異文化ストレスお

よび精神的健康度を量的視点から分析し，異文化適応過程について質

的視点から考察をおこなった。これらのことから結婚移住女性のメン

タルヘルスにおけるソーシャルサポート，異文化適応における日本人

とのネットワークを含めた社会関係資本の重要性，日本語教育支援の

重要性と適応段階に応じたニーズに合わせた支援の必要性を指摘し

た。  

 第Ⅰ部では，日本における外国人の状況について，在留数の推移，

在留資格，外国人政策の側面から整理した（第 1 章）。第 2 章，結婚

移住女性のメンタルヘルス研究について概観した。はじめに移民研究

における女性移民のメンタルヘルス研究について，主に欧米の文献か

ら検討した。次に近年研究が盛んになってきている韓国，台湾におけ

る結婚移住女性のメンタルヘルス研究について概観した。最後に，日

本におけるメンタルヘルス研究を主に精神医学，心理，社会福祉，看

護の領域から整理した。第 3 章では，諸外国における結婚移住女性研

究と比較して，日本における結婚移住女性研究が少ないこと，原因追

及型の事例研究が多く，成功例や当事者の経験に着目した研究が少な

いこと，また長期的視点にたったプロセス研究が必要であることが先

行研究の課題として浮かび上がった。これらの点を踏まえ，目的１と

して結婚移住女性の抱える心理的問題とその背景を把握すること，目

的２として結婚移住女性の異文化ストレスと精神的健康を量的側面か

ら明らかにすること，目的３として結婚移住女性のライフストーリー

から異文化適応過程について考察を行ことを設定した。最後に，研究

の希少性，着眼点の独創性，および臨床への汎用性という点から，本

論の意義を述べた。  

第Ⅱ部では，結婚移住女性の抱える心理的問題とその背景を把握す

ること（目的１），結婚移住女性の異文化ストレスと精神的健康を量的
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側面から明らかにすること（目的２），結婚移住女性の異文化適応過程

を明らかにすること（目的３）という３つの目的に沿った５つの実証

研究をおこなった。  

目的１のために，外国人相談において研究Ⅰおよび研究Ⅱを実施し

た。外国人相談への相談傾向から，長期居住者で，30 代～40 代の女性

からの相談が比較的多く，心理的問題を抱える相談者が一定数いるこ

と，その背景として「異文化ストレス」，「配偶者との関係」，「経済的問

題」が想定されることが明らかとなった（第 4 章）。また事例の検討か

ら，心理的問題を抱える相談の 8 割が女性からの相談であり，日本人

の配偶者である外国人女性に多く，家庭内不和や離婚を背景とする問

題が多いことが明らかとなった。さらにいずれの問題にも異文化スト

レス関連していることが示唆された（第 5 章）。  

 目的２のために，研究Ⅲおよび研究Ⅳを実施した。その結果，結婚

移住女性の異文化ストレスは，社会文化ストレス，言語ストレス，離

郷ストレスであることが明らかとなり，滞在年数と学歴が日本語能力

に影響を及ぼし，日本語能力が言語ストレスに影響を及ぼすことが明

らかとなった（第６章）。さらに日本における結婚移住女性の精神的

健康状態は，諸外国における先行研究と大きく異なることはなかった

が，抑うつが疑われる人が約 4 割おり，結婚移住女性の精神的健康状

態が決して楽観視できる状態にないことが明らかとなった。また情緒

受領サポート，文化社会ストレス，母国の友人との交流，日本語能力

が精神的健康に影響する変数であることが明らかとなった（第７

章）。  

目的３のために，研究Ⅴを実施した。結婚移住女性の異文化適応過

程は，第Ⅰ期来日から結婚まで，第Ⅱ期結婚から出産まで，第Ⅲ期産後

から仕事・キャリア形成に注力するまで，第Ⅳ期仕事やキャリアに注

力するから老後について考えはじめるまでの 4 つに分けて検討した。

異文化適応過程において想定されるライフイベントおよび保護因子が

明らかとなった。また全体を通して，学業や仕事といった限定された

側面での適応から，第Ⅱ期以降結婚することによって，私的な領域に
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おいても公的な領域においても日本社会とより深い関係を築きながら

適応していく過程が浮かび上がった。保護因子は，同国人や家族によ

るサポートといった外的リソースだけでなく，内的リソースとして，

異文化性の一般化と強調があることが示された。また文化変容態度モ

デルと照らし合わせて，統合には，時間的なプロセスがあることが明

らかとなった（第 8 章）。  

第Ⅲ部では，第Ⅱ部の総括と考察を行った。最後に残された課題と

今後の方向性，本研究の意義，心理社会的支援への示唆について述べ

た（第 9 章）。  

本研究から、結婚移住女性のメンタルヘルスの全体像が明らかとな

り、ライフイベントや適応過程に応じた対応策や支援策の検討におい

て一知見を提供することができた。  
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第Ⅰ部 本論の目的 
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第 1 章 日本で暮らす外国人の状況  

 

 

第 1 節  在留外国人の推移と外国人政策  

 平成 27 年末現在，日本に在住する外国人は， 223 万 2189 人と過去

最高に達した（法務省， 2016b）。日本の総人口が減少傾向にある（総

務省統計局， 2015）一方で，日本で暮らす外国人は漸増傾向にあり，

中でもニューカマーである一般永住者は増加し続けている（図 1-1）。

さらに年間約 1 万人が日本に帰化している（法務省， 2016c）。彼・彼

女らは，在留外国人統計からは消えてしまうため，日本で暮らし外国

にルーツをもつ人は公表されている在留外国人数を大きく上回ること

が想定される。  

 

 

図 1-1 在留外国人数及び一般永住者数の推移  

（法務省（ 2006,2011,2016a）より筆者作成）  
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 このような外国人住民の増加および定住化を背景として，総務省は，

2005 年 6 月に「多文化共生の推進に関する研究会」を設置した。報告

書では，「外国人を観光客や一時的滞在者としてのみならず，生活者・

地域住民として認識する視点が日本社会には求められており，外国人

住民への支援を総合的に行うと同時に，地域社会の構成員として社会

参画を促す仕組みを構築することが重要である」（総務省，2006）とし

ている。生活者・地域住民として外国人を捉えることの重要性が指摘

されており，生活支援として，「定住化に伴う生活上の様々な課題に関

して，総合的な支援を行うことが求められる」（総務省，2006）として

いる。  

 異文化において外国人が様々ストレスや葛藤を抱えることは，先行

研究（桑山，1995a；賽漢卓娜，2011；鈴木，2012；武田 ,  2011）にお

いて指摘されているところであり，日常生活と密接に関連している。

したがって外国人の生活支援を考える上で，メンタルヘルスは重要な

要素であるといえる。  

 近年日本においては，少子高齢化に伴う生産労働人口の減少に関連

して，外国人労働者の受け入れが議論されている（法務省入国管理局，

2014）。2008 年からは EPA（経済連携協定）による外国人看護師・介

護者福祉士候補者の受け入れを行っている。2020 年には東京オリンピ

ックを控え，今後も日本に流入する外国人の増加が見込まれ，日本社

会の多文化化，日本社会における外国人の重要性がより一層高まって

いくことが想定される。  

 このように日本社会の少子高齢化，在住外国人の増加，外国人施策

の転換といった状況を踏まえると，在住外国人のメンタルヘルス研究

は日本社会にとって喫緊の課題であるといえる。  

 

第 2 節  定住外国人の特徴  

 日本で暮らす外国人を在留資格別に見ると，オールドカマーである

特別永住者を除き，一般永住者，定住者，日本人の配偶者といった帰国

を前提としない外国人が 45％，約半数を占める（図 1-2）。そのうち女
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性は 61％にのぼる。  

落合・カオ・石川（ 2007）によると，外国人単純労働者の長期滞在

を厳格に制限している日本では，新規流入外国人に占める婚姻移動の

割合が高いという。日本における国際結婚は，妻が外国人の婚姻件数

が約 71％を占めている（厚生労働省， 2016）。これらのことから，ニ

ューカマー定住外国人の特徴として，日本人男性と結婚した外国人女

性が浮かび上がってくる。そこで，本論では日本人男性と結婚した外

国人女性のメンタルヘルスに着目する。  

 

 

図 1-2 平成 27 年度末  在留資格別割合  

（法務省（ 2016b）より筆者作成）  

 

 

第 3 節  用語の定義―結婚移住女性  

 本論では，日本人男性と結婚した外国出身女性を結婚移住女性とし，

日 本 に 帰 化 し た 外 国 人 女 性 も 含 め る 。 結 婚 移 住 女 性 （ marriage 

immigrant women） ,  結婚移民（marriage immigrant）は，経済的に

豊かな国の男性と結婚する場合に用いられることもある。また日本で
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は，過疎高齢化の進む地方において，経済格差を背景として仲介型国

際結婚した外国人女性に用いられている場合もある。このような使用

例において，結婚移住女性は，「農村花嫁」，「外国人花嫁」，「外国人妻」

といったステレオタイプ化したイメージと結びついている 1。しかしな

がら，国の経済格差を根拠に結婚を経済目的と断定することも，自由

恋愛だからといって経済目的ではないと断定することも困難である。

また自由恋愛か経済目的かで結婚を分けることで，石井（ 2005）は，

「経済的な目的目当てで結婚した人を『不純な』『本来の形でない』結

婚として，周縁化する傾向を持っている」と指摘する。さらには，どの

ような経緯で結婚したかにかかわらず，異文化で生活することはスト

レスフルなことであるし，もし結婚経緯によってメンタルヘルスの状

態や適応が異なるのであれば，研究対象を限定したままでは，比較検

討を行うこともできない。したがって本論では，単に日本人男性と結

婚した外国出身女性という意味で用いることとする。  

  

                                                   
1  日本とアジア諸国との経済格差を利用して農村男性の結婚難を解消するため

に行われた「売買婚」であり，お金のために日本人と結婚した「かわいそうな

女性」と女性の人格を尊重しない日本人男性といった否定的な言説（武田，

2011）。  
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第 2 章 結婚移住女性のメンタルヘルス  

 

 

第 1 節  移民女性のメンタルヘルス  

 移民女性の健康についてレビューを行った Aroian（2001）によると，

90 年代に書かれた 292 の論文のうち，メンタルヘルスに関する研究は，

25.1％であった。レビューの結果，心理的問題の表出には，ジェンダー

差があるとしながらも，移民女性は，移民男性やホスト国のマイノリ

ティの女性よりも心理的問題を抱えるリスクがあると結論づけられて

いる。また移民の心理的問題に関連する変数は，収入，仕事，教育，文

化変容の程度と伝統的価値観の保持度合い，言語，年齢，一般的な生活

ストレス，健康，ソーシャルサポート，コーピング資源，移住以前のト

ラウマがあり，これらの変数は女性においてより影響があるとする。

一方で，これらの変数が男女によって質的に異なる事も指摘している。

エスニック集団などの集団間の比較については，研究が少ないため，

結果は決定的なものではないと結論づけている。  

 Aroian（2001）のレビューには，移民女性のメンタルヘルスのリス

クが高いこと，心理的問題に関連する変数を検討する場合には，ジェ

ンダーなどの社会的文脈を考慮しなければならないことが示されてい

る。集団間の比較においても，単に研究が少ないというだけなく，ホス

ト社会に入った時期やホスト社会での受け入れ状況などそのエスニッ

ク集団が置かれた社会的文脈も十分に検討する必要がある。  

 Guruge, Thomson, George & Chaze（2015）は，ソーシャルサポー

トおよび社会的衝突と移民女性のメンタルヘルスの関連についてレビ

ューをおこなった。ソーシャルサポートは，移民女性の適応に役立ち，

うつや心理的問題を予防し，ケアやサービスにつなぐ一方で，ソーシ

ャルサポートが欠如していたり，ソーシャルネットワークが衝突の根

源となるときには，移民女性のメンタルヘルスに悪影響を及ぼすと結



7 

 

論づけている。  

 また移民女性のメンタルヘルスの社会的規定因について， Delara

（ 2016）は社会生態学的枠組みからレビューを行い，移住後の規定因

は文化，社会，地域及びヘルスシステムの 3 領域において調査されて

いるとした。文化領域では，多くの研究が，文化的アイデンティティが

移民女性のメンタルヘルスや病気に対する反応を形作っているとした。

社会領域では，社会関係，ソーシャルサポート，社会的影響，社会的統

合，社会的位置，ジェンダー差別，人種差別，社会経済的地位，被害者

性とメンタルヘルスの関連が論じられてきたとする。地域及びヘルス

システムの領域では，コミュニティやヘルスケアサービスへのアクセ

スについて論じている。このようなサービスにアクセスするときの障

壁として，コミュニケーションバリア，心理的バリア，社会的バリア，

スピリチュアル及び宗教的バリア，構造的バリア，経済的バリア，文化

的バリアがあるとする。  

 移民女性のメンタルヘルス研究では，産後や老人期といった特定の

時期を対象とした研究が行われている。産後うつについて，移民女性

の方が，非移民女性よりもリスクが高いと言われている（ Almeida, 

Caldas, Ayres-de-Campos, Salcedo-Barrientos & Dias, 2013;Collins, 

Zimmerman & Howard, 2011；Falah-Hassani, Shiri, Vigod & Dennis, 

2015）。また老人について，Kuo, Chong & Joseph（ 2008）は，男性よ

りも女性の方がうつが高いと結論づけているが，それは生物学的な性

差というよりも心理社会的，文脈的要素に基づくものだと述べている。

また Chau and Lai（2011）によると，より大きな中国系コミュニティ

において，ソーシャルサポートはメンタルヘルスの重要な予測変数と

はならなかった。この研究は，エスニックコミュニティのサイズが小

さいところでは，ソーシャルサポートはメンタルヘルスに影響力を持

つが，大きいところでは影響を示さないことを明らかにした。つまり

ソーシャルサポートのメンタルヘルスへの影響を検討する場合には，

エスニックコミュニティのサイズも勘案しなくてはいけないことを示

唆している。  
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 以上の移民女性に関する研究を概観すると，移民女性は，移民男性

やホスト国の女性と比較して，メンタルヘルス上のリスクが高いとい

える。移住以前の状況，文化的要因，社会的要因，援助要請などがメン

タルヘルスの関連要因として検討されている。いずれの研究において

も，強調されていることは，社会的文脈を考慮することである。移民女

性のメンタルヘルスの規定因について概観している Chandra（ 2011）

も，先行研究によって明らかにされたことは，移民のメンタルヘルス

はさまざまな文脈や個人の性格に依存するということであると述べて

いる。例えば，女性がメンタルヘルスのリスクが高いということは，社

会経済的，あるいは教育的レベルが低い者はメンタルヘルスのリスク

が高いということと同義かもしれないし，あるエスニック集団の抑う

つ率が高いということは，失業率が高く，言語的困難がある集団は，抑

うつ率が高いということと同義かもしれない。この場合，特定の集団

は，その集団が置かれた社会的文脈における属性を通してリスクと結

びついている。したがって，ある国における特定集団の特徴をそのま

ま別の国にも当てはめることには，慎重にならなければならない。あ

る集団の特徴を明らかにすることは，臨床上，予防や対処を考える上

で重要なことであるが，その社会，社会的文脈におけるその集団の特

徴を解明することが重要であるといえる。  

 ところで，移民女性のメンタルヘルス研究において，どのような結

婚をしているかについてほとんど言及されていない。同じ文化的背景

を持つもの同士の結婚なのか，あるいは国際結婚のように異なる文化

的背景をもつ結婚なのかは，移住女性のメンタルヘルスや適応を考え

る上で非常に重要である。Akthar（1999）は，結婚相手の民族性によ

って移住経験は異なるとした。同じ民族での結婚は，同じバックグラ

ウンドをもつという感情的な結びつきが有利であるが，故郷やそこを

離れた悲しみから放れることがより難しく，移住先の人と結婚するこ

とは，移住による孤独を生むが，パートナーが新しい世界への架け橋

となるとしている。このように結婚相手の民族性が異文化適応やメン

タルヘルスに与える影響が指摘されているにもかかわらず，北米にお
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ける移民女性のメンタルヘルスに関する研究では，誰と結婚している

かについての言及はほとんどない。  

 国際結婚に関するレビューを行った Cottrell（1990）によると，1930

年から 1980 年の間で，宗教や人種，民族など異なる集団間での結婚に

ついて書かれた 367 の論文の中で，国際結婚について書かれたものは，

13％しかなかった。アメリカにおいて国際結婚は，社会的問題ではな

かったが，第二次世界大戦後，戦争花嫁に関する研究が 1970 年代まで

行われる。しかしながら若者の異文化間接触や国際結婚が増えていた

にもかかわらず，このトピックはあまり関心が払われなかったとして

いる。  

外国人妻への数少ないインタビュー調査では，職業，友人関係，支援

組織が社会的統合に重要であること（ Imamura, 1990）や夫婦が互い

の背景を認め合い，知ろうとすることが結婚生活に重要であること

（Kahn, 1997）などが明らかにされている。  

近年の北米における結婚移住女性研究は，「メールオーダーブライド」

という新しい現象の出現もあり，人権や DV（Domestic Violence）の

視点から論じられている（Dickerson & Frydenlund, 2013;Noorfarah, 

2008）。これらの研究は，結婚移住女性がホスト社会において，配偶者

に依存しなければいけない社会制度が DV の背景にあると指摘してい

る。  

 歴史的に多くの移民によって成り立ってきた北米や周辺諸国や旧植

民地から多くの移民を受け入れてきた欧州では，文化的，民族的，宗教

的に異なる者同士の結婚は珍しくなく，心理学的な対象とならなかっ

たことが考えられる。近藤・尹（ 2013）は，米国・カナダ・オースト

ラリア・フランス・ドイツといった欧米諸国と日本・韓国の相違点につ

いて，これらの国が移民によって建国された，あるいは労働力不足を

補うために，過去に大量の外国人労働移民を受け入れた歴史を有して

おり，それゆえ確固たる移民政策が存在する点を指摘している。一方

で Dickerson & Frydenlund（ 2013）は，米国において結婚移住が不可

視化される理由について，第一に反移民感情に訴えるため，外国の「異



10 

 

種性」を否定することにより，同化を求める感情があること，第二に西

洋的な自由価値により，公と私を厳密に区別するため，私的領域であ

る結婚に政府が関与しないことを挙げている。米国においては，大枠

での移民政策や移民研究があるものの，結婚領域に踏み込んだ政策や

研究がなされていないことがうかがえる。同様の点は，カナダにおい

ても指摘することができる。カナダの移民政策と結婚移住女性につい

てまとめている尹（ 2013）によると，執筆にあたり政府の統計庁をは

じめ，関連資料やデータを確認したが，結婚移住女性に関する資料が

見当たらず，結婚移住女性は移民全体を対象とした多文化政策の定住

支援プログラムのなかでともに活用することができるとされているよ

うだと結論付けている。  

また量的研究においては，個人で移住する国際結婚移民よりも，エ

スニックコミュニティがあるチェーン・マイグレーション 2の方が規模

も大きく，調査対象にしやすかったことが考えられる。  

 

第 2 節  アジアにおける近年の結婚移住女性研究  

 アジア域内における女性の単身国際移動は，1980 年代中頃からアジ

ア NIEｓ 3の経済力上昇を受け，特に家事労働者の移動を中心にして

「移動の女性化（ feminization of  migration）」を大規模に引き起こ

してきた（小ヶ谷， 2013）。「単身で移動するのは男性であり，女性は

その後に呼び寄せられる家族移民である」という移民理論の定説をく

つがえすような状況が，とりわけアジアにおいて急速に出現するよう

になった（同書）。  

1980 年代後半以降，アジアにおいてはとくに 90 年代以降顕著にな

                                                   
2  血縁や地縁という同類的つながりを利用して次々と人が移動して，結果的に

地域間に紐帯が生まれる現象（宮島， 2013）。  
3  Newly Industrializing Economies「新興工業経済地域」石油危機の影響で

世界経済が不況下にあった 1970 年代以降に工業品の輸出を急増させた発展途

上国。経済協力開発機構（OECD）は 79 年に，新興工業諸国（NICS：Newly 

Industrializing Countries）として，韓国，台湾，香港，シンガポールなどの

10 か国を挙げたが， 88 年に中国に対する政治的配慮から，NIES という用語

が使用されるようになった（朝日新聞社， 2007）。  
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った「国際移動の女性化」は，女性の国際移動が量的に増えただけでな

く，質的にみると，女性移住者が行く先々で担う活動や役割は家事，子

育て，高齢者ケア，看護といった分野に集中し，国際結婚の場合にも家

族形成に深くかかわっている（伊藤， 2008）。「国際移動の女性化」は

グローバリゼーションの過程がモノやサービスの生産領域だけでなく，

生殖やケア労働といった人間の再生産領域にまで深く食い込んできて

いることの表れである（同書）。日本では，移住家事労働者の導入はさ

れなかったものの，80 年代以降，大量の「ホステス（＝エンターテイ

ナー）」がフィリピン，タイなどから来日し，これと並行してアジア諸

国出身女性との国際結婚も増加した（伊藤・足立，2008）。この国際結

婚の傾向は，韓国や台湾で顕著である（同書）。  

 このような状況を背景として，近年，韓国や台湾において，結婚移住

女性のメンタルヘルスに関する研究が行われている。本節では，韓国，

台湾における研究を概観した後，東アジアにおける結婚移住女性のメ

ンタルヘルスについてまとめる。  

論文検索ツール EBSCO host を用いて，「MEDLINE」，「Academic 

Search Premier」，「 CINAHL」から，検索式「 women or female」

「 immigrant* 」「 married or marriage 」「 stress or anxiety or 

depression or mental」で文献を抽出し，研究対象や内容，地域を吟味

した。また抽出した文献の引用リストなどからも文献を抽出し，英語

もしくは日本語で書かれた文献 21 件を対象とした。文献は，韓国と台

湾における研究に分かれた。それぞれの研究の規模や用いられている

尺度について表 2-1, 表 2-2 にまとめた。尺度は，人口学的な指標や言

語能力を除き，メンタルヘルスの指標とその他の指標に分けた。標準

化されていない指標は，具体的な内容あるいは文献内の引用をそのま

ま記した。  
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1 韓国における結婚移住女性のメンタルヘルス研究  

 Kim（2010）によると，韓国では，90 年代半ばから，韓国人男性と

経済的な安定を求める外国人女性の結婚が増加し始め，90 年代後半に

は急増した。韓国人男性と外国人女性との婚姻は，都市部よりも，農漁

村地域を含む道地域の占める比率が高く，2009 年，韓国内で婚姻した

農林漁業に従事する韓国人男性の 35.2％が外国人女性と婚姻しており，

そのうち農漁村地域に限っては， 38.7％とさらに高い数値になってい

る（自治体国際化協会ソウル事務所，2011）。また国籍別では，2009 年

の韓国男性と外国人女性との婚姻のうち，中国  （ 45.2％），ベトナム

（ 28.8％），フィリピン（ 6.5％）の順であり，３カ国が占める比率は  

80.6％で大部分を占める（同書）。国際結婚の増加に伴い結婚移住女性

の DV 被害や健康領域において言語的・文化的問題を抱えることが浮

き彫りとなってきた（Kim, 2010）。韓国政府は，2007 年に「在韓外国

人処遇基本法」を，  2008 年には，「多文化家族支援法」を制定し，保

健福祉家族省による 3 年毎の実態調査，差別や偏見の防止と多様性を

認める土壌づくり，多文化家族への情報提供や教育支援を推進してい

くことの必要性が盛り込まれた (尹・朴  ・鄭  ・金  ・中嶋，2012)。  

 このような状況を背景に，近年結婚移住女性のメンタルヘルスに関

する研究が盛んになっていきている。メンタルヘルスを測る指標はさ

まざまであるが，多くの研究が現地の人よりも移住女性の方が悪い状

態にあると結論付けている（ Im, Lee, & Lee, 2014; Kim, Yang, Kwon 

& Kim, 2011;  Kim & Kim, 2013；Lee, Park, Hwang, Im & Ahn，2014)。

抑うつに関連のある変数として，生活満足度（Kim & Kim, 2013），文

化変容ストレス（Kim & Kim, 2013；Kim, Kim, Moon, Park & Cho, 

2013），韓国語能力（Kim et al ., 2011；Kim & Kim, 2013；Kim et al., 

2013），結婚満足度（Kim et al.，2013），世帯構成（Kim et al.，2013），

家族からのサポート（Kim et al ., 2011），出身国，死産経験，健康認

知，食事を抜くこと，運動 (Kim, Yang, Chee, Kwon & An, 2015)が挙

げられている。また精神的健康では，「家族・近隣の人々に対する否定

的感情」と「経済的逼迫感」（尹他， 2012），結婚満足度（Lee et al .，
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2014）が関連する変数であった。  

 結婚移住女性のストレスに関する研究も行われており，ストレス尺

度は家族，親，文化，経済の 4 因子から構成されることが明らかにさ

れている（Park, Yang & Chee, 2016）。ストレスに影響を与える変数

として，韓国語能力，経済力の違いによりストレスに差が生じていた。  

 産前ケアとソーシャルサポート，ストレスに関する研究（Kim, Choi 

& Ryu, 2010）や心理的問題と不適切な食事の関連を指摘した研究

（Hwang, Lee, Kim, Chung & Kim, 2010）も行われている。  

  

2 台湾における結婚移住女性のメンタルヘルス研究  

 台湾では，90 年代以降中国大陸，東南アジア系女性と台湾人男性と

の結婚が増加し，2003 年には結婚全体の約 3 割を占めるまでに上った

（横田，2008）。国籍別では，1987 年から 2007 年の累計で，中国，ベ

トナム，インドネシアの順に多い（同書）。ウ（ 2010）は，結婚移住女

性は家庭内問題と社会的問題に直面するとし，家庭内問題として，言

語障壁と文化的差異，結婚当事者の教育レベルの低さ，経済的脆弱性，

家庭内不和と権力の不均衡，地域社会との隔絶，育児と教育，社会的問

題として偏見を挙げている。台湾政府は，「外籍興大陸配偶照顧輔導措

施」（外国籍および中国籍配偶者ケア・指導施策）を取り，2005 年より

10 年間，予算を組み，結婚移住者の適応指導教室や語学教室，子ども

支援を進めている（横田，2008）。2005 年から 2008 年の施政方針に結

婚移住者の生活適応，言語教育，関連する特別研究，親教育，法律支援

などが盛り込まれ，予算がつけられた（ウ， 2010）。  

 このような状況を背景に，台湾でも結婚移住女性のメンタルヘルス

に関する研究がおこなわれている。  

 Yang & Wang(2011a, 2011b)は，結婚移住のベトナム人女性と台湾

人女性の HRQL(Health-related quality of life)の比較をおこない，ベ

トナム人女性の健康状態が悪いことを明らかにし，身体的健康よりも

メンタルヘルスの方が悪いことを報告している。また 6.4％のベトナム

人女性が高レベルの移住に伴う困難を抱えるとしている（Yang, Wang 
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& Anderson, 2010）。Shu, Lung & Chen（2011）も精神障害が疑われ

る人の割合は，台湾女性よりベトナム，インドネシア女性の方が高い

とする。一方 Chou, Chen, Liu, Ho, Tsai, Ho, Chao, Lin, Shen & 

Chen(2010)の研究では，結婚移住女性と現地女性の QOL と抑うつの

比較した結果，大うつエピソードを持つ割合は，現地の女性と比べて，

結婚移住女性の方が低く，QOL も高かった。この結果は，先行研究の

結果と異なるとした上で，その要因について，第一により過酷な状況

から逃れて移住してきたためストレスを低く評価した可能性があるこ

と，第二に出身国でのうつ病率が低いこと，第三に台湾政府の支援の

成果，第四に比較対象にバイアスがあった可能性を述べている（同書 )。

移民の健康に関して，移住当初は，現地の人よりも移民の健康状態が

良いとされる Healthy-immigrant-effect という概念がある（Guruge, 

Collins & Bender, 2008）。同書によれば，Healthy-immigrant-effect

の背景には，移民を選択する基準（厳しい健康検査）と移住過程に関す

る要因（より健康な人は，そうでない人より移動する）があり，移住 10

年以降は現地の人よりも健康を崩しやすいことが報告されている。

Chou et al(2010)の対象とした人々の平均滞在年数は，6.58±3.87 年

であることから，現地の人よりもメンタルヘルスの状態が良かった要

因として Healthy-immigrant-effect も考えられるだろう。  

 人口学的変数との関連では，居住年数，子の数，婚姻状況，教育レベ

ル，配偶者の宗教，配偶者の雇用状況，文化変容レベルがメンタルヘル

スに関連することが指摘されている（Yang & Wang, 2011b）。  

 Kuo, Chang, Chang, Chou & Chen（2013）は，文化変容態度 4の台

湾版を用いて，ベトナム人がフィリピン人より分離が多いこと，夫が

一時雇用者であるほど，周辺化されやすいこと，教育レベルが高い人

ほど統合傾向にあることなどを明らかにしている。  

 Lin & Hung（2007）は，生活適応とソーシャルサポート，抑うつの

関連について検討を行ない，ソーシャルサポートと生活適応度に正の

                                                   
4  分離・同化・統合・周辺化の 4 類型  
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相関が，ソーシャルサポートと抑うつ，生活適応度と抑うつに負の相

関があることを明らかにした。個人属性との関連では，滞在年数，結婚

年数，夫の年齢とソーシャルサポートの間に正の相関があり，使用言

語，夫との出会い，居住形態によってソーシャルサポートに差が，また

収入よって，抑うつ度と生活適応度に差がみられたとしている。  

 都市と地方の結婚移住者の比較研究（ Chen, Shiao, Lin, & Lin，

2013)によると，身体的健康で，都市と地方の差はみられなかったが，

メンタルヘルスでは地方の方が悪かった。また地方ではソーシャルサ

ポートがメンタルヘルスと身体的健康のキーとなる一方で，ソーシャ

ルサポートに加え，文化変容度，社会経済的地位，家族構造が都市の移

住者にとって重要であることを明らかにしている。  

 また母親（Chou，2010）や産後うつ（Chen, Hwang, Tai & Chien，

2013；Huang & Mathers，2008）といったテーマでも調査が行われて

いる。結婚移住の母親の 70％は心理的問題を抱え，24％が抑うつ状態

にあり，この調査では人口学的変数のうち滞在年数だけが抑うつを予

測する変数となった（Chou，2010）。同書は，出身国に対する差別や偏

見，家庭内での文化的衝突や孤独を経験することで，滞在年数が長く

なるにつれて，自虐的，孤独になるとし，母国文化からの長期間の分離

とソーシャルサポートの欠如が抑うつと滞在年数の長さを関連づけて

いるとする。産後うつとの関連では，結婚移住女性の産後うつの有病

率は現地の女性より高いこと（Huang & Mathers，2008），産後のソ

ーシャルサポートは，直接的，間接的に産後うつを軽減することが指

摘されている（Chen et al., 2013）。  

 

3 韓国・台湾における結婚移住女性のメンタルヘルス研究のまとめ  

 韓国，台湾における結婚移住女性のメンタルヘルス研究の特徴とし

て，研究対象者の特異性を指摘できよう。韓国，台湾における結婚移住

女性研究は，社会経済的な現象である「国際移動の女性化」を背景とし

て盛んに行なわれるようになってきた。したがって，当然のことなが

ら研究対象者は，韓国，台湾よりも経済力が低い国あるいは地域，出身
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の結婚移住女性たちということになる。欧米における数少ない異文化

間結婚の研究（Kahn, 1997）や当事者たちの体験（大沢，1989）を参

照すると，異文化間結婚において心理的困難を抱えるのは，経済格差

のある国や地域出身の女性たちに限ったことではない。しかしながら，

韓国，台湾における研究は，グローバル経済というコンテクストにお

ける結婚移住女性を扱っているため，欧米出身の結婚移住女性は含ま

れず，主に経済格差のあるアジア出身の女性が対象となっている。  

 結婚移住女性のメンタルヘルスの状況について，多くの研究は，通

常の状態あるいは産後いずれにおいても現地の女性よりも良好ではな

いと結論付けている。メンタルヘルスとの関連要因について，さまざ

まな変数が検討されている。結婚移住女性のメンタルヘルス関連要因

を表 2-3 にまとめた。  

 結婚移住女性のメンタルヘルス関連要因は， 6 つの領域に分けられ

る。第 1 に結婚以前の要因，第 2 から４に，本人，夫，家族の属性，

第 5 に言語能力，そして第 6 に心理尺度である。心理尺度には，スト

レス（異文化・一般），変容・適応度，満足度（生活・結婚・QOL・苛々

感），ソーシャルサポートなどがある。  

一方で研究手法上の課題として，韓国における研究レビューをおこ

なった Nho, Park, Kim, Choi & Ahn（ 2008）も指摘するように，それ

ぞれの研究で使われている尺度や指標が多様であり，またそれらの翻

訳手続きが適切に行われているか示されていない場合もある。対象の

属性や規模も様々であり，欧米の研究同様，条件が統制されていない

研究もあることから，変数の影響については慎重にならなければなら

ないだろう。  
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表 2-3 メンタルヘルス関連要因  

移住以前 夫との出会い

本人の属性 出身国

滞在年数

教育レベル

夫の属性 年齢

雇用形態

宗教

家族の属性 世帯構成（二世帯か一世帯か）

結婚年数

子の数

経済状況

言語 外国語能力

尺度 ストレス（一般・異文化）

文化変容度

生活適用度

満足度（生活・結婚・QOL・苛々感）

ソーシャルサポート

項目

 

 

 

第 3 節  日本における結婚移住女性研究  

 日本において異文化を扱う心理学は，1970 年に“ Journal of Cross-

Cultural Psychology（異文化間心理学研究）”が創刊され，70 年以降

この分野における課題や方法が多様化していった（渡辺・大塚，1979）。

70 年代後半は文化学習や文化適応に関する研究が盛んであり，渡辺・

大塚（ 1979）は，それらを外国旅行の影響，在日留学生，文化学習法，

カルチャー・ショックの四つに大別している。中でも日本で暮らす外

国人を対象とした心理学的な研究において，最も蓄積のある分野は，

在日外国人留学生を対象としたものであろう。高井（ 1989）や譚・渡

邊・今野（ 2011）は，在日留学生に関する心理学的研究のレビューを

行っている。在日外国人の精神保健についての文献レビューでは，対

象者は中国帰国者や留学生が多く，研究者の所属機関は医療・保健機
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関が最も多く，臨床現場のニーズが高いことが指摘されている（岡田・

李 ,  1995）。一方，留学生以外の在住外国人に関する研究は，80 年代以

降少ないながらも徐々に増えていった。労働者・女性・母親・子ども・

患者・「外国人花嫁」・国際結婚・アイデンティティ・エスニシティとい

った多様な切り口から心理学的研究が行われるようになった（阿部・

野内・井上・田中，2006；江畑，1989；本間，1996；今村・高橋，2004；

木村，1997b，1998；桑山，1995a；箕浦，1984，1990；大西，2003；

鈴木，2012；辻本，1998；矢吹，2011）。本節では，病院を受診した外

国人患者に関する研究と外国人女性・結婚移住女性・ドメスティック

バイオレンス（以下 DV）・母親を切り口とした結婚移住女性のメンタ

ルヘルス関する研究からまとめることとする。  

 

1 精神科を受診した外国人患者に関する研究における外国人女性  

本項では，精神科を受診した外国人患者に関する研究から外国人女

性 の 精 神 疾 患 の 特 徴 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と す る 。「 CiNii 

Articles」において，「外国人，精神」と検索したところ，181 件の論文

が抽出された。このうち外国人労働者や日本人医療関係者を主たる対

象としたものを除き，外国人女性について言及している論文を抽出し

た。抽出された論文の引用から，さらに論文を抽出し，9 件の論文を対

象とした（表 2-4）。  

病院を受診した外国人についての研究からは，属性や症状を知るこ

とができる。本項では，患者としての外国人の姿から外国人女性のメ

ンタルヘルスについて考察を行う。  

大西・大滝・中山・清水（ 1987）は，1976 年から 1985 年にかけて

慈恵医大付属病院精神科を受診した外国人患者 67 例（男 41，女 26）

について実態調査を行った。対象例を旅行者群，留学・ビジネスなどの

一時滞在群，既婚者や永住権を持つ永住群に分け考察を行っている。

年齢は 30 代が最も多く，半数前後が精神科既往歴を有していた。また

半数近くが救急例であり，これは外国人精神患者の特徴の一つである

としている。旅行者群は，精神科既往歴を有するものが過半数以上お
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り，時差や断薬などが精神障害の背景因子としてあげられた。永住者

群は，初期には国際結婚などでの夫婦間の葛藤などを背景として発症

するパターンと家族内力動の変化や個人の複雑な要因が絡み合い，来

日 20 年～30 年経ってから発症するパターンが見られた。  

さらに大西・中川・小野・檜山・野賀（ 1993）では，1986 年以降の

6 年間に受診した外国人患者との比較を行っている。依然高い割合で

はあるが，救急例が 43％から 22％へ減少し，神経症やうつ病などの患

者が積極的に受診するようになり，女性が増加傾向にあることなどが

わかった。また医療上の問題だけでなく，経済や法律上の問題が解決

をより一層複雑にしていることを指摘している。  

 

表 2-4 精神科を受診した外国人に関する研究  

研究者 研究方法 調査地域 対象 規模 主な出身国 主な診断名

阿部・比賀
（2004）

症例検討 東京 患者 80（男38,女42） ラテンアメリカ 気分障害

江畑（1988） 症例検討 東京 救急事例 26（男15，女9） 米国（5例）
精神分裂病

反応性精神病
躁うつ病

許（2010） 症例検討 福岡 患者 女3
中国・フィリピ

ン・ペルー
－

稲川他（1993） 症例検討 静岡 患者 49（男20,女29）
ブラジル・
フィリピン

心因反応
神経症圏

大西他（1987） 症例検討 東京 患者 67（男41,女26）
中国・台湾

韓国・北朝鮮
米国

心因反応
躁うつ病
神経症

大西他（1993） 経時比較 東京 患者 68（男37，女31）
中国・台湾

韓国・北朝鮮
米国

躁うつ病
精神分裂病

神経症

大西他（1995） 症例検討 東京

精神症状に
加え身体症

状が強く
なった15例

15（男2，女13）
うち6名日本人

日本人以外
は中国、台
湾、韓国

－

杉山他（1994） 質問調査 全国 医療機関 613施設
アジアが60％

以上

心因反応
精神分裂病

神経症
うつ状態

辻丸・福山
（2003）

1983－
2001年の
症例検討

福岡
患者（東ア
ジア除外）

12（男8，女4） 北米・中南米 －

 

 



22 

 

静岡県西部地域における外国人精神科受診者の調査を行った稲川・

渥美・星野・宮里・大原（1993）では，永住者の受診者は，55％と女

性が多いこと，永住者は身体症状で来院する例が多いと報告されてい

る。  

阿部・比賀（ 2004）は，外来を受診した在日アメリカ人 80 名につい

て分析を行っている。発症の契機として，多文化間葛藤が 17 名と最も

多く，次いで夫婦間葛藤（15 名），職場葛藤（12 名），失恋（ 6 名），対

人葛藤（ 4 名），家族間葛藤（ 2 名），事故（ 2 名）であったとする。女

性の場合，診断は，気分障害の割合が 64.3％と際立って多く，背景と

して仕事と家事の両立があり，ほとんどが夫婦間葛藤や家庭内葛藤を

抱えていた。また身体症状の併発も比較的多くみられたという。  

国際結婚例における患者についての考察（大西・山寺・中山，1995）

でも，身体症状の訴えの多さが特徴としてあげられている。身体症状

は更年期障害や老化現象の一部として捉えられるが，うつ病を伴うも

の，身体化したもの，心身症と考えられるものなどがあった。背景に

は，コミュニケーションの問題が考えられるとしている。また国際結

婚の夫婦が老いるにつれ，子どもの日本社会への適応による親の孤独

や経済的基盤の脆弱性も背景として指摘されている。ただしこの考察

には，国際結婚した日本人も含まれている。  

精神科救急事例の 24 例を調査した江畑（1989）によると，来日前発

症群において 10 例中 6 例が治療中断による再発と考えられ，日本語能

力の欠如や文化摩擦が主な誘因となった事例はなかった。また来日後

発症群においては，6 か月以内の場合，国外に滞在することに関連した

誘因が認められ，11 か月以降になるとより日常レベルの問題が関連し

ていることがわかったが，言語障壁や文化摩擦が主な誘因となったと

は考えられなかったとしている。  

辻丸・福山（ 2003）は，1983 年から 2001 年までに久留米大学病院

の精神科を受診した外国人（ 12 例）について検討行った。ただしこの

研究では，多文化間ストレスをより鮮明にするためとして東アジア出

身者は除外されている。移住のストレスに脆弱であるとされる思春期
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世代と老人，主婦の事例が見られた。また精神科既往歴を有する事例

が複数あり，直接異文化ストレスが影響したと考えられないものと異

文化ストレスが誘因と考えられるものの両方があった。精神科の問題

として，コミュニケーションの困難が指摘されている。同じ久留米大

学の精神科を受診した外国人を扱った研究では，許（ 2010）が既婚外

国人女性の 3 例を挙げている。これらの事例では，出産というライフ

イベント，育児ストレス，頼れる人との別れ，日本語能力の不足が発症

に関与していることが指摘された。  

以上，病院を受診した外国人の特徴として，精神科既往歴を有する

ものが一定数いること，急患例が多いこと，女性の患者が増加傾向に

あること，神経症やうつ病の患者が増えていること，身体症状の訴え

が多いことなどが挙げられる。その背景としてコミュニケーションの

問題や異文化ストレスが考えられるが，それらが直接的な誘因ではな

いケースも見られた。長く滞在するほど，言葉や文化といった問題だ

けでなく，家族の問題やライフイベントといったより日常生活での葛

藤が複雑に絡み合った背景があると考えられる。  

外国人女性患者の特徴として，増加傾向にあること，国際結婚など

の長期滞在者の中にも患者がいるこことがわかった。このことは，言

葉の問題などがなく，一見適応がうまくいっているように思われる場

合でも何かを契機に発症する可能性があることを示唆している。症状，

診断では，身体症状や気分障害が多い。その背景として，夫婦間葛藤，

家庭内葛藤，更年期障害，コミュニケーションの問題，出産や子の自立

といったライフイベントなどが指摘されている。外国出身者の抱える

問題として，真っ先に目を向けられるのはコミュニケーション，言葉

の問題であるが，結婚移住女性のメンタルヘルスを考える場合には，

言葉だけでなく，日常生活やライフイベント，老化にも着目して行く

必要があるだろう。  
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2 日本における結婚移住女性のメンタルヘルス研究  

「CiNii Articles」において，「外国人，女性」と検索したところ，424

件の論文が，「外国人，母親」と検索したところ，49 件の論文が抽出さ

れた。このうち，日本国内における在住外国人女性を対象とした研究

で，女性労働者が中心であるものを除いた。つぎに心理学，医学，看護

学，社会福祉学，社会学，日本語教育学といった分野からメンタルヘル

ス，外国人に関連する論文を抽出した。結婚移住女性当事者に調査を

おこなっている研究で，メンタルヘルスや適応，ソーシャルサポート，

満足度などが調査のテーマあるいは，従属変数となっているものを基

準に選定をおこなった。さらに該当論文の引用などから，論文を抽出

し，最終的に 28 件の研究が抽出された（表 2-5）。  

 

表 2-5 外国人女性に関する研究  

対象者 方法 地域 規模 主な出身国等 主なテーマや変数

深谷
(2002)

集団健康診断の外国人 質問紙 神奈川
110
女性

45.8％

フィリピン・日系
ブラジル

ストレス・抑うつ・ソー
シャルサポート

平野
(2001)

在住外国人 質問紙
九州・山

口
278うち
女性163

フィリピン・ペ
ルー・中国

生活満足度
社会的支援
精神的健康度

木村
(1998)

既婚女性
質問紙・

面接
ー 172

フィリピン・ラテン
アメリカ

生活問題・ソーシャル
サポート

Ozeki　et
al.(2006)

学生の年代の外国人 質問紙 全国
143うち
女性67

第一言語が英
語・中国語

ストレス・精神的健康
度・女性

桑山
(1995a)

日本人の配偶者 症例検討 山形 4 フィリピン・韓国 外国人花嫁

松本
（2001）

日本人の配偶者 質問紙
関東・東

海
135 フィリピン 孤独感・不安感

王(2005) 日本人の配偶者 質問紙
都市・農

村
50うち女

性33
中国 国際結婚

鈴木
（2012）

日本人の配偶者
半構造化

面接
東京近

郊
20

アジア10名
欧米10名

異文化適応

堤他
（1999）

日本人の配偶者(離婚
含む）

質問紙 福岡 50
キリスト教徒
74％

精神的健康

林田・片
岡(2008)

妊婦（患者） 事例研究 東京 1 東南アジア DV

松本
（2004）

DV問題を抱える日本人
の配偶者

面接調査 ￣ 5 フィリピン DV

仲里
（2015）

DV/離婚問題を抱える
日本人の配偶者

半構造化
面接

沖縄 4 フィリピン DV

研究

外
国
人
女
性
全
般

D
V
被
害
女
性

結
婚
移
住
女
性
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表 2-5 外国人女性に関する研究（つづき）  

対象者 方法 地域 規模 主な出身国 主なテーマや変数

浅海他
（2011）

未就学児をもつ日本人
の配偶者

質問紙 ー 19 ー
育児ストレス・精神的
健康・自己開示

藤原・堀
内(2007)

日本での出産経験者
半構造化

面接
東京 9 アジア・欧米 出産

橋本他
（2011)

日本で出産・子育てを
経験者

半構造化
面接

ー 18 ブラジル・フィリピン・中国・ペルー・ベトナム・チリ・韓国
妊娠・出産・育児の困
難とそれを乗り越える
方略

橋爪他
(2003)

被疑者 精神鑑定 ー 4
韓国・タイ・ブラ
ジル

出産・育児

今村・高
橋(2004)

小２までの子がいる日
本人の配偶者

半構造化
面接

首都圏 36 フィリピン
育児ストレス・ソーシャ
ルサポート

蛎崎
（2009９

日本で妊娠・出産した
中国人母親

面接 農村 8 中国
妊娠・出産時における
日本人家族との関係
構築プロセス

川崎・相
原（2012）

日本で出産を経験し学
童までの子どもを育て
た中国人母親

半構造化
面接

首都圏 8 中国
育児の困難と対処プ
ロセス

李他
（2015）

乳幼児をもつ中国人母
親

半構造化
面接

石川県 20 中国
妊娠・出産・育児の困
難と支援

南野
（2016）

国際離婚し、就学児の
いる母親

面接 ￣ 7 フィリピン 育児・ネットワーク

石ら(2004) 外国人産褥婦 質問紙 福岡 33 中国・韓国 出産

鶴岡
（2008）

日本で初めて出産・子
育てした日本人の配偶
者

面接 ー 3 中国・韓国・フィリピン
2国間のジレンマと対
処

魏（2015）
日本で子育経験のある
日本人の配偶者

面接 ー 8 韓国・タイ・中国・インドネシア・ブラジル育児・ネットワーク

山中・中
村（2013）

母親
半構造化

面接
大阪市 9 韓国・フィリピン

ソーシャルネットワー
ク・ソーシャルサポート

楊・江守
（2010）

6歳までの子供がいる
中国人母親

質問紙 関東 132 中国 育児ストレス

吉田他
（2009）

日本で子育てをする日
本人の配偶者である
フィリピン人母親

グループ
インタ
ビュー

ー 8 フィリピン 育児困難・対処

鄭（2006） 在日中国人家庭
半構造化

面接
関西 19 中国

在日中国人家庭の育
児形態

外
国
人
母
親

研究

 

 

 

①外国人女性全般に関する研究  

 外国人女性の婚姻状況に言及にしているかは，研究の関心によって

様々である。したがって，ここでは外国人女性全般のメンタルヘルス

に関する研究を取り上げる。  

Ozeki，Ushijima，Knowles & Asada（2006）は，質問紙と精神健

康度調査票（GHQ30）を用いて，在日外国人女性の異文化ストレスの

要因とメンタルヘルスの状態について調査を行った。調査協力者は，
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第一言語として英語もしくは中国語を話す者で，大学を通じて質問紙

が配布されたため，学生もしくは大学関係者が多く含まれていたもの

と思われる。結果として，女性は男性よりもメンタルヘルス上ハイリ

スクであり，年齢が高くなるほどストレスを感じていた。特に「孤独」

「ホームシック」「来日してからの不安増加」がストレス要因となるこ

とが明らかとなった。  

 一方，平野（ 2001）では，精神的健康，社会的支援において男女差

は見られなかったと報告されている。生活不満足度の「日常生活の情

報が少ない」において男女差がみられ，男性が女性よりも高く，不満に

感じていた。深谷（ 2002）でも文化変容ストレス，ソーシャルサポー

ト，抑うつ度に男女差は見られず，文化変容ストレスと教育レベル，滞

在年数との関連，および抑うつレベルと教育レベル，帰属サポート，文

化変容ストレスとの関連が示された。  

 滞日外国人女性を対象とした研究（木村， 1998）では，質問紙とイ

ンタビュー調査によって，心理社会的問題と就労形態が調査され，社

会的支援についての提言がなされている。調査協力者は，主にフィリ

ピンとラテンアメリカ系の 20 代と 30 代の既婚女性であった。高いレ

ベルのストレスを示す項目として，「（本国と離れているゆえの）寂し

さ」，「病気になったときの心配」，「問題が起こったときの相談先がわ

からない」といった項目が挙げられた。ソーシャルネットワークに関

しては，友人として同じエスニック背景を持つ友人と日本人が半々で

あること，地理的に近い場所が交流の場になっていることが明らかに

なった。ソーシャルサポートについては，下位尺度間の比較において

「評価によるサポート（相談する相手がいる）」，「自己価値を高めるサ

ポート（私を誠実だと思ってくれる友人がいる）」は高得点を示す割合

が高く，「実質的サポート（物理的に助けてくれる人がいる）」，「帰属感

をもたらすサポート（友人やグループに属し定期的にあう）」は低いこ

とがわかった。また日本での長期滞在についてのニーズとして，日本

語学習のプログラムが挙げられた。  

 以上の研究をまとめると，３つの研究のうち，１つでは女性のほう
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ハイリスクであると指摘されている。ストレスが高い項目として，寂

しさや孤独，ホームシックといった孤立感や不安感があること，抑う

つとストレス，ソーシャルサポートに関連があること，日本人と同国

人どちらともネットワークをもっているといったことが明らかにされ

ている。  

 

②結婚移住女性に関する研究  

 日本人男性と国際結婚した外国人女性のメンタルヘルスに着目した

研究は少ないながらもいくつか行われている。  

 王（ 2005）は，日中国際結婚の満足度・適応度・サポートの必要度

の検討を行っている。日中国際結婚をした中国人を対象とし，都市・男

性，都市・女性，農村・女性に分けて考察を行った。満足度は，経済以

外の人間関係・交流・文化体験・言語の 4 領域において，農村・女性

より都市・女性，都市・女性より都市・男性が有意に満足していた。適

応度は，人間関係，異文化適応，心身健康・情緒，ストレッサーすべて

の領域において，都市・女性の方が農村・女性より適応度が高く，人間

関係，心身健康・情緒，ストレッサーの 3 領域では，都市・男性の方

が都市・女性よりも適応が高いことがわかった。サポートの必要度に

関しては，生活環境・文化風俗領域において農村・女性が都市・女性よ

りも都市・男性が都市・女性よりもサポートを必要としていることが

わかった。この結果から農村・女性が最も好ましくない状況に置かれ

ていることが示唆された。  

 松本（ 2001）は，フィリピン人妻を対象に夫婦関係の調査をおこな

った。「家庭内での孤独感」と夫への要望項目である「在日友人との交

流」，「一緒に外出」との間に中程度～強い相関があること，「夫との生

活に対する不安感」と夫への要望項目である「母国家族との交流」との

間に中程度～強い相関がみられた。このことから，夫との関係では，夫

が在日コミュニティとのつながりを持ったり，一緒に外出する人ほど

孤独感が少なく，夫が母国の家族と交流をもっている人ほど不安が少

ないことが明らかとなり，フィリピン人妻は，夫と自分の友人や家族
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が交流することを望んでいることが示唆された。  

 堤・堤・松崎・平野（ 1999）は，結婚移住女性の抑うつの関連要因

の検討をおこなった。夫からのサポートの欠如，夫の血族からのサポ

ートの欠如，ドメスティック・バイオレンス被害と抑うつ傾向との関

連が示された。また日本語教室の参加者は，非参加者よりも抑うつ傾

向の割合が低かった。この調査の限界として，民間の支援団体を通じ

て対象者がリクルートされており，支援団体の相談者を多く含んでい

ることが挙げられている。  

 鈴木（ 2012）では，日本人男性と国際結婚した外国人女性へ半構造

化面接を行い，異文化適応と精神的健康について調査を行った。多く

の国際結婚研究が，アジア出身者に偏る中，この研究では，半数が欧米

出身者であった。過半数が現在の生活に満足している一方で，6 割が心

配事，不安，悩みを抱えており，夫にかかわる事柄が目立ったとしてい

る。日本社会の問題として，男性優位・女性蔑視，アジア蔑視，仕事中

心，画一性などがストレスの原因となっており，特にアジア出身者は，

アジア蔑視を，欧米出身者では仕事中心を問題としていた。  

 結婚移住女性の研究の中で，いわゆる「外国人花嫁」の精神的問題に

ついて取り上げたものがいくつかある（桑山， 1994, 1995a, 1995b, 

1998；五十嵐，1995）。「外国人花嫁」は，1985 年に行政主導により始

められた外国人女性との集団お見合いによって注目を集めた。彼女た

ちは，言葉も通じないまま，簡単なお見合いを経て，嫁不足に悩む日本

の農村に嫁ぎ，このような結婚は，｢お見合いツアー結婚」として社会

問題となった（宿谷， 1998）。韓国や台湾で多くみられる研究同様に，

経済的格差を背景とした，主にアジア諸国出身女性との結婚に着目し

た研究である。精神科医として彼女たちと関わりをもった桑山は，時

間の経過に伴うストレスの山場を，不安，怒り，疲労，ホームシック，

アイデンティティをキーワードに分析した（桑山，1995a，1998）。そ

の他のストレスとして，桑山（ 1995b, 1998）は季節的・周期的なスト

レス，宗教・言語をめぐるストレス・日本人家庭内でのストレスを挙げ

ている。また五十嵐（ 1995）は，地域の日本語教室は，単なる語学の
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習得だけではなく，「外国人花嫁」たちが抱える悩みを訴える場となっ

ていることを報告している。  

 結婚移住女性に関する研究をまとめると，農村に嫁いだ外国人女性

のメンタルヘルスのリスクが高いといえる。ストレスでは，夫婦間葛

藤や家庭内葛藤に加え，社会の問題として，男尊女卑，アジア蔑視，仕

事中心，画一性などが指摘されている。サポートとして，夫との関係を

深めることや日本語学習および日本語学習を通じた人との交流などが

挙げられている。  

 

③ DV（ドメスティックバイオレンス）に関する研究  

 DV に関する報告や研究もいくつかおこなわれている。欧米の研究

（Dickerson & Frydenlund, 2013;  Noorfarah, 2008）でも指摘されて

いるように，結婚移住女性が配偶者に頼らなければないという社会制

度が DV の背景にある。国際結婚の場合，在留資格の問題，自立する

ことの困難さや子どもの親権を巡る問題などから DV が顕在化しにく

く，また DV を受ける生活から抜け出すことが難しい（仲里， 2015；

李，2004；林田・片岡 2008）。松代（2004）は，一般的な DV の形態

に加えて，国際結婚の場合，法的立場を利用した暴力，文化的暴力，言

葉の差別があると指摘する。また金・津田（ 2015）は，支援団体への

調査を通して，結婚移住女性側の課題として社会資源利用のノウハウ

不足とアフターケア継続の困難さを挙げている。  

 林田・片岡（ 2008）は，DV から逃れてきた外国人妊婦の事例につい

て報告しており，DV による妊娠・出産，および精神的健康への重大な

影響があったとしている。また松本（2004）は，フィリピン人 DV 被

害女性の事例から，サポート源としてはじめに自国の友人や教会とい

ったパーソナル・ネットワークにつながり，その後ソーシャル・ネット

ワークにつながり，民間のシェルターや社会福祉施設に落ち着くとい

うプロセスを明らかにしている。外国人女性の DV 場合，社会制度の

問題，ジェンダーの問題，マイノリティの問題，経済的問題など複雑に

絡んでいる。李（ 2004）が指摘するように，このようなハイリスクな
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状態にある外国人女性であれば，なおさら心身への影響が大きいこと

は想像に難くない。外国人女性の DV に関する研究では，被害者女性

を対象とした研究は少なく，被害女性のメンタルヘルスよりも主に背

景や社会的支援といった視点から論じられている。  

 

 ④外国人母親に関する研究  

結婚移住女性に関する研究の中で，最も蓄積があるのは外国人の母

親に関する研究であろう。異文化ストレスについて研究レビューをお

こなった歌川・丹野（ 2008）は， 45.9％が在日外国人女性の妊娠・出

産・育児に関する母子保健研究であったとする。外国人母子は日本人

母子に比べて，周産期リスクが高いグループであることが指摘されて

いるため（平野，2003），母子保健に関する研究が多いことが推察され

る。もちろん外国人母親には，日本人男性と結婚した結婚移住女性に

限ったものではないが，多くの研究において，結婚移住女性が含まれ

ている。  

分娩直後の心理状態について日本人女性と比較した研究では，心と

体の健康状態・不安度・自律神経症状・抑うつ状態において，いずれも

外国人女性の方が日本人よりも有意にスコアが高く，分娩直後の心理

状態が日本人に比べ悪いことが明らかとなっている（石・石・高橋・坂

井・吉田・柏村，2004）。出産において，コミュニケーションの不成立

や異文化の環境への戸惑いから，出産体験が孤独感と疎外感の強い体

験となることも指摘されている（藤原・堀内， 2007）。  

妊娠・出産・育児において外国人母親の問題として，鶴岡 (2008)は，

外国人母親が日本文化を選択すれば，母国文化に従うことができない

という２つの文化の折り合いをつけることの難しさから，ジレンマが

生じているとした。ジレンマには，現時点で経験している困難と母親

や子どもの将来の健康に対する不安の 2 つの側面が見られた。李・木

村・津田（ 2015）は，言葉や習慣の違い以外に中国人母親の問題とし

て，「家族からの子育て支援のバリア」，「母親への精神的な影響」があ

ることを明らかにした。言葉や文化の問題だけでなく，日中間におけ
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る夫の育児休暇取得率の違いや子育て支援として親族を呼び寄せる困

難さ，仕事と育児の両立の難しさからキャリアへの不安など社会制度

やジェンダー感の違いが問題を生じさせているとする。中国社会と比

較して日本は共働き率が低く，母親に育児が任される傾向にあること

や親族の育児サポートが得られにくいこと（楊・江守 ,2010；鄭 ,2006）

が指摘されている。また子どもが成長してくると，子どもが母親より

も日本語や日本文化に精通するようになり，母親の地位が低められる

ことで葛藤が生じるという報告もある（吉田・春名・大田・渡辺・Uayan・

松島 , 2009）  

橋爪・小畠・佐藤・蓑下・淺川・森田・中谷（ 2003）は，女性外国

人被疑者の精神鑑定４事例を通して，異文化での出産・育児は，文化に

よる育児法の違いや言葉の問題など家族間に葛藤を生じさせる要因と

なること，さらに母親役割を負うことによって日本社会への一層の適

応を強いられることに注目し，これらのことが精神障害の発症と犯罪

の背景になりうるとした。  

育児ストレスのメンタルヘルスへの影響について，浅海・安庭・野島

（ 2011）は，未就学児をもつ外国人母親に質問紙調査を行い，日本人

母親と比較をおこなった。育児ストレスや精神的健康（身体的症状を

除く）に大きな差はみられなかったが，外国人母親の方が夫への自己

開示が高く，外国人母親にとって話し相手として夫が重要な存在であ

ることが示された。また日本人母親では育児ストレス多くの下位尺度

と精神的健康に相関がみられたが，外国人母親の場合には，一部にし

か相関がみられず，外国人母親の精神的健康は育児ストレス以外にも

多くの影響を受けていると結論付けている。  

今村・高橋（ 2004）も，育児ストレスとソーシャルサポートという

視点から，外国人母親と日本人母親との比較を行っている。外国人・日

本人母親ともに，母親の精神健康度に最も影響する要因は，育児スト

レスの中の育児困難感であった。また両群を比較した場合，外国人母

親のほうが日本人母親よりもより強固なソーシャルサポートを持って

おり，育児ストレスが低いことが明らかになった。つまり外国人母親
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の場合，ソーシャルサポートによって，育児ストレスが緩和されてい

ることがわかった。しかしながら，一部の外国人母親の中には，抑うつ

得点が高いハイリスク群が存在していた。  

外国人母親のソーシャルサポートについて，山中・中村（2013）は，

日本への移住に伴いソーシャルネットワークの再構築を迫られること，

情報的サポートは知り合い程度関係でも受けられる一方で，交際的・

情緒的サポートは親しい人とのつながりから，実質的な子育てに関す

る道具的なサポートは家族から受けていることを明らかにした。  

外国人母親の子育てネットワークの特徴として，自身の親族ネット

ワークの欠如，夫の役割の重要性，子の成長によるネットワークの縮

小，拡大家族における家族外ネットワークの欠如が指摘されている（魏，

2015）。またジェンダーに起因する夫や夫家族からの制限や干渉により

ネットワークの発展が妨げられることも示されている（南野 ,2016）。  

橋本（ 2011）では，ソーシャルサポート以外の対処方略について，

「やり過ごす」というネガティヴな方略が取られていることを明かに

した。このような方略を取る場合，リスクが高くなる恐れがあり，エス

ニックコミュニティを通した情報発信や医療従事者の積極的な介入が

必要であるとしている。  

妊娠・出産・育児のプロセスに着目した研究では，日本人家族との関

係の変化や異文化適応プロセスとの関連が指摘されている。妊娠期は，

異文化や日本家族への溶け込み時期と重なること，日常の役割の軽減

や免除が暗黙の合意の下に行われる特別な時期であることから，日本

人家族との問題が表出しにくい（蛎崎， 2009）。一方で，産褥期には，

習慣の差が大きくなることから，家族の役割期待に差が生じ，家族や

移住女性が柔軟に対応できない場合には，問題が表面化することがあ

る（同書）。  

川崎・相原（ 2012）は，中国人母親は，日本人母親をモデルとする

モデリングから日本と中国の文化特性を持つ考え方や行動の仕方など

を身につけ，新たな自己の枠組みを持つ母親になる（mothering）経験

をしているとした。また中国人母親が育児で遭遇する困難に対処する
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プロセスにおいて，異文化適応のプロセスと同様の現象が起こってお

り，育児の過程で自文化の再統合と日本の文化との共生を図り，異文

化適応していることが明らかとなった。  

以上，外国人母親のメンタルヘルスについてまとめると，妊娠・出

産・子育てにおいて，言葉，文化，ジェンダー観，制度の違いにより

様々な問題が生じうることが明らかとなっている。日本人母親と比較

して育児ストレスは高くないが，ソーシャルネットワークの構築に困

難や制約があり，妊娠・出産・子育てに関わるソーシャルサポートは家

族とくに夫に偏っているという特徴がみられる。一方で，妊娠・出産・

子育てというプロセスを通して，日本人家族との関係構築や異文化適

応もおこなわれている。  

 

3 日本における結婚移住女性のメンタルヘルス研究のまとめ  

研究の視点として，ストレスなどの問題や困難の分析，育児とスト

レス，ソーシャルネットワーク，ソーシャルサポート，国際結婚におけ

る異文化への適応，DV などがある。彼女たちの抱える困難として，言

葉の問題やホームシックがあることがわかった。とくに外国出身女性

は，男性よりもメンタルヘルス上ハイリスクであり，農村部の女性の

ほうがさらにリスクが高いことが示された。また DV 被害について，

結婚移住女性は，社会制度の問題，ジェンダー問題，マイノリティ問

題，経済的問題からリスクが高く，DV 被害が顕在化しにくく，逃げ出

しにくいという状況が明らかになっている。その他のリスクが高まる

機会としては，出産・育児が挙げられる。出産・育児を通して，日本社

会へのさらなる適応が求められるからである。これらのリスクは，ソ

ーシャルサポートによって軽減する。サポート源は，主に夫や同じエ

スニックグループである。しかしこのような援助が得られない場合に

は，日本社会からの積極的な働き掛けが必要とされるということが明

らかになっている。  

研究上の特徴として，質問紙調査では，フィリピン出身者が多く，全

体数では多い中国や韓国出身者を対象とした研究が少ないということ
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が指摘できる。また首都圏での研究が多く，地方で点在して暮らして

いる外国出身者に関する研究はあまりみられない。異国で暮らす外国

人のメンタルヘルスにおいて，同国人によるネットワークやサポート

が大きな役割を果たすことは多くの先行研究によって示されているが

（Lin, Simeone, Ensel & Kou，1979；Murphy，1977），地方では，同

じエスニックグループのサポートを受けられるとは限らない。このよ

うな状況で，外国出身者はどのように地域に適応してくのかという視

点が必要である。  

また韓国や台湾と比べて，量的調査が少なく結婚移住女性のメンタ

ルヘスの全体像がつかめていない。精神的健康はいかなる状態にある

のかですら量的には捉えられておらず，まずは標準化された指標をも

ってメンタルヘルスの状態を捉えることが必要である。そうした上で，

ストレスやサポートの関連を量的に検討することで，より具体的な対

策や支援を考えることが可能になる。  

事例研究，特に症例検討においては，医療モデルといった研究の性

質上，原因・問題追求型の研究に偏っている。日本の異文化適応研究

は，実のところ「異文化不適応研究」ではないかと指摘される（歌川・

丹野 , 2008）ほど，問題に主眼が置かれている。問題がどう解決されて

いくのか，解決に目を向けていく必要があるだろう。近年，ネガティヴ

な影響や問題に焦点を当てるのではなく，人間の強みや長所に着目す

る と い う 新 た な 方 向 性 が 注 目 さ れ て い る （ Seligman & 

Csikszentmihalyi,2000）。これまでの研究では，当事者の経験や語り

の分析から，当事者の問題解決能力について十分に検討されてきたと

は言い難い。そこで当事者の経験や語りに着目することで，問題解決

の示唆を得ることが可能になるだろう。  

また結婚移住女性のメンタルヘルスとライフイベントの関連が指摘

されているが，原因・問題追求型の研究では，問題が起こる過程までし

か捉えていない。結婚移住女性のような長期居住者の場合には，長い

異文化生活のなかで，様々なライフイベントがあり，また大小さまざ

まな危機的状況が起こりうると考えられる。ライフストーリーの視点
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から，そのようなプロセスを捉えることで，よりマクロな視点に立っ

た異文化適応過程が見えてくるだろう。今後，日本は超高齢化社会を

迎える。高齢化していくのは，日本人に限ったことではない。来日初期

や出産，子育て期だけに着目した研究ではなく，より包括的，マクロな

視点に立った異文化適応研究が必要であるといえる。  

  



36 

 

 

 

第 3 章 本論の目的 

 

 

第 1 節  先行研究の課題  

 第 2 章では，欧米を中心とした移民女性のメンタルヘルス研究，韓

国，台湾，そして日本における結婚移住女性研究を概観した。  

欧米の研究では，移民女性がメンタルヘルス上ハイリスクであるこ

とや移住以前の状況，文化的要因，社会的要因，援助要請などがメンタ

ルヘルスの関連要因として指摘されている。しかしながら移民女性に

関する研究は行われているものの，国際結婚に着目した研究はほとん

どない。親族，家族単位での移住あるいは，出身を同じくする移民同士

の結婚とは異なり，国際結婚の場合，多くは同じ文化的背景をもつ個

人や集団からのサポートは既存のものではない。国際結婚のように個

としてホスト社会に入る人々に着目した研究は，ほとんど行われてお

らず，メンタルヘルスについても明らかにされていない。  

韓国，台湾での結婚移民女性に関する研究は，英語と日本語の文献

に限ったことではあるが，量的分析が蓄積されつつあり，結婚移住以

前の要因，本人，夫，家族の属性，言語能力，ストレス（異文化・一般），

変容・適応度，満足度（生活・結婚・QOL・苛々感），ソーシャルサポ

ートとメンタルヘルスの関連が指摘されている。また結婚移住女性の

メンタルヘルスは，現地女性と比べて良好ではないことが明らかとな

っている。一方で，韓国，台湾における研究は，グローバルな経済格差

がある地域出身者，主にベトナムや中国といったアジア諸国出身の結

婚移住女性しか対象としておらず，欧米などその他の国出身の結婚移

住女性のメンタルヘルスについては検討されていない。結婚経緯や経

済格差，グローバルな社会における文化的ヒエラルキー 5は，結婚移住

                                                   
5ホスト社会における出身文化の位置づけによって，ホスト社会から出身文化

へ向けられる態度（羨望や差別）も異なる。  
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女性のメンタルヘルスに影響を与える要因となる可能性はあるだろう。

しかしアジア諸国出身者だけに，対象が絞られていることで，このよ

うな要因の量的な検討はなされていない。また異文化において，文化

葛藤やストレスを抱えるのは，アジア諸国出身者に限ったことではな

い。より対象者を広げた包括的な結婚移住女性のメンタルヘルス研究

が必要とされる。  

日本における結婚移住女性の抱える問題は，メディアや社会学・人

類学の分野から指摘されていた（佐竹・ダアノイ，2006；宿谷，1988；

李，2012）。しかしながら心理学的研究において，外国人留学生に関す

る研究が最も蓄積のある分野であり，長期居住の外国人に関する研究

は非常に少ないことが指摘できる。留学生や労働者と異なり，組織に

属さない日本人配偶者などの外国人は，量的に捉えにくく，小規模な

質問紙，事例，患者を中心に研究が行われてきた。  

少ない研究のなかで，最も蓄積があるのは，看護や母子保健の領域

であるといえる。精神医学の分野では，外国人女性患者の特徴として，

増加傾向にあること，国際結婚などの長期滞在者の場合には，言葉や

文化といった問題だけでなく，家族の問題やライフイベントといった

より日常生活での葛藤が複雑に絡み合った背景があると指摘されてい

る（許， 2010：大西他， 1987）。  

しかしながら日本では，個々の研究が部分的で，結婚移住女性のメ

ンタルヘスの全体像を捉えた研究がないことが指摘できる。量的研究

では，データ数が少ないことから，尺度の検討や変数間の分析はされ

ず，メンタルヘルスとストレス，ソーシャルサポートなどの関係をマ

クロな視点で扱ったものはない。また問題が顕在化した個別の事例研

究・症例研究が中心であり，いわゆる問題解決にはあまり目が向けら

れてこなかったことが指摘される。原因追及ではなく，問題解決の視

点から事例を検討することで，より現実的な支援を考えることに繋が

るのではないかと思われる。さらには，ライフイベントとの関連から，

結婚移住女性の心理的適応プロセスを考察する必要がある。  
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第 2 節  本論の目的  

上記の点から本研究では，第一に，結婚移住女性の抱える問題は先

行研究において指摘されているところではあるが，改めて心理的問題

に絞って，どのような困難があるのか，その背景を把握することから

始めることする。第二に，その問題と背景を踏まえたうえで，結婚移住

女性のメンタルヘルスの全体像を把握するため，異文化ストレスと精

神的健康，ソーシャルサポートについて明らかにする。第三に，結婚移

住女性のライフストーリーからライフイベントと保護因子に着目して，

異文化適応過程を明らかにする。以上の三点を本論の目的とする。  

 

第 3 節  本論の意義  

先述の先行研究で示したように，日本における結婚移住女性のメン

タルヘルスを扱った研究は，非常に少ない。本研究は，結婚移住女性の

メンタルヘルスについて，量的分析から諸変数の関係の検討を行なう。

この研究をもとにした結婚移住女性を対象とする研究の蓄積が期待で

きる。さらに，結婚移住女性との比較を通して，これまで対象とされる

ことの少なかった結婚移住男性や同族婚の外国人女性といった在住外

国人メンタルヘルス研究，また結婚して移住した在留邦人研究などへ

の応用が期待される。本研究から実証テータに基づいた外国人支援政

策を検討することが可能となる。  

また問題解決やライフイベントという新たな視点から課題を捉える

ことで，今までとは全く異なる支援策や対応策を生み出すことができ

る。これまで外国人のメンタルヘルスについては，対処療法的対応が

取られてきたが，本研究の成果を踏まえ，具体的な予防・支援策を検討

することが可能となる。  

また異文化の克服，異なる価値観と自身の価値観の折り合いをつけ

ることは，実のところ外国人に限った問題ではない。したがって本研

究は，将来的に外国人だけでなく，心理的に受け入れがたい差異や価

値観とどう向き合っていくかといった人間が生きていく上で本質的に

抱える課題に一つの知見を提供することができるだろう。  
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第 4 章 研究Ⅰ 外国人相談の傾向と心理的問題  

―全国調査から― 

 

 

第 1 節  問題と目的  

 外国人相談は，日本で暮らす外国人が困ったときに多言語で相談が

できる身近な相談機関である。「自治体国際化協会と地域国際化協会情

報」（ 2015）によると，全国の地域国際化協会のうち相談業務をおこな

っている団体は，58 団体にのぼり，その他，地方自治体や NPO，NGO

などがおこなっている相談を合わせると，全国各地に外国人相談があ

るといえる。  

 外国人相談は，多言語で相談に応じる相談であり，その形態と内容

は多様である。関（2008）は，外国人相談の形態を表 4-1 のようにま

とめている。本章では，都道府県，市町村，国際交流協会，NPO，NGO

などが主体となり，主に外国人向けにおこなっている外国人相談を対

象とする。  

 

表 4-1 「外国人相談」に見られる多様な形態  

（関， 2008 より一部修正）  

①実施主体  都道府県市町村／国際交流協会／弁護士会／

NGO 

②対象利用者  外国籍（含・無国籍）の人／日本語を理解でき

ない人／国際結婚や国際取引，外国人の雇用な

どを通じて外国籍の人と関わりを持つに至った

日本人  

③対応相談内容  法律問題／税務問題／医療・社会保障問題／教

育問題／その他生活問題，身の上相談的なもの  

④スタッフ  相談員／通訳／専門家（弁護士，司法書士，行

政書士，社会保険労務士，税理士，医師など）  

⑤設置形態  常設／臨時（巡回，持ち回り）  

⑥相談料金 /時間  有料・無料／ 30 分・45 分・1 時間  
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近年，外国人相談では，心理的問題を抱える相談の増加やその対応

の難しさが指摘されている（阿部，2009；杉澤，2009）。在住外国人の

メンタルヘルスにおいて，外国人相談は，その自己解決力や移住国，専

門家への橋渡しといった点において重要な役割を担っている（一條・

上埜， 2014）。  

しかしながら，これまで外国人相談について一部地域での報告はあ

るものの（奴田原・柿澤・関･塩原，2008；園田，2010；杉澤，2008，

2009），全国的な調査は，ほとんど行なわれておらず，外国人相談にど

のような人からどういった相談が持ち込まれているのかといったこと

も明らかにされていないのが現状である。  

そこで，本章では外国人相談の全体の傾向を踏まえたうえで，近年，

増加傾向にある心理的問題を抱える相談に焦点をあて，その特徴を明

らかにすることを目的とする。  

 

第 2 節  方  法  

 

1 研究協力者   

 研究協力者は，国籍を問わず，ルビを振った日本語の質問紙に回答

可能な国際交流協会や自治体などの外国人相談の相談員とした。  

  

2 質問紙  

 質問紙は，フェイスシート，相談業務に関すること，外国人相談スト

レス，ストレス反応，および研修やメンタルヘルスに関する知識で構

成した。  本章では，相談業務に関することを中心に結果を考察する。 

フェイスシートでは，相談員のプロフィール（年齢，性別，相談歴，

相談時の主な使用言語，相談員の出身国，業務形態），所属機関の概要

（所在地，管轄範囲，所属機関の種類，活動内容，相談場所，相談方法，

相談の料金），相談者について（性別，年代，在留資格）についてたず

ねた。   

 相談業務に関することでは，相談の種類，心理的問題を抱える相談
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の割合，心理的問題の背景，心理的問題を抱える相談への対応，対応が

難しいと思う心理的問題，心理的問題を抱える相談の負担感の度合い

について選択式で尋ね，困難事例について自由記述で回答をもとめた。

相談の種類は，複数の項目を挙げ，相談の多い 3 項目の選択をもとめ

た。心理的問題を抱える相談の割合は，10 段階で割合をたずねた。心

理的問題の背景は，複数の項目を挙げ， 3 項目選択するようにもとめ

た。心理的問題を抱える相談への対応は，対応項目を複数提示し，心理

的問題の背景として選んだ項目に対して，１つの項目を選択するよう

もとめた。対応が難しいと思う心理的問題は，複数の項目を挙げ，3 項

目選択するようにもとめた。心理的問題を抱える相談の負担感は，「①

全く負担ではない」から「⑤とても負担である」の 5 件法で尋ねた。  

 外国人相談ストレスは，Cooper, Cooper & Eaker（ 1988）の仕事ス

トレス分類に従い，看護師用ストレス尺度（久保・田尾，1994），対人

援助職ストレス（森本，2006），看護教員用ストレス尺度（坂井，2005），

「外国人相談に従事する相談員のメンタルヘルス（セルフ）ケア支援

体制構築事業  調査報告書」（ Asian people’s friendship society，

2012a；2012b）を参考に作成した。外国人相談ストレス尺度は，40 項

目， 4 件法で構成されている。  

ストレス反応の評価には，バーンアウト尺度（田尾・久保， 1996）

を用いた。情緒的消耗感 5 項目，脱人格化 6 項目，個人的達成感の後

退 6 項目（逆転項目）の下位尺度から成り， 17 項目， 5 件法で構成さ

れている。  

研修やメンタルヘルスに関する知識は，東山（ 2005）や相談員への

聞き取りなどを参考に，相談員に必要とされる研修やメンタルヘルス

知識について 14 項目作成した。これら項目について研修の頻度及びメ

ンタルヘルスに関する知識の習熟度（実施・習熟度），および相談への

有用性についてそれぞれ 4 件法でたずねた。また心理的問題を抱える

相談者への対応で役立つことを自由記述でたずねた。  

質問紙は，外国人相談の相談員，および経験者に確認してもらい，わ

かりづらい日本語表現や質問項目についてフィードバックを受けた。
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本章では，外国人相談に持ち込まれる相談に焦点を当てるため，フェ

イスシート，相談業務に関することの結果を分析対象とする。  

 

 3 手続き   

 調査期間は，2013 年 11 月～ 12 月であった。外国人相談を行ってい

る 86 団体に，複数部の質問紙と一つの質問紙につき一つの返信用封筒

を送付または直接持参し，書面または口頭で研究の主旨を説明した上

で，団体から相談員に配布するように依頼した。団体の選定には，（一

財）自治体国際化協会が毎年発行している地域国際化協会ダイレクト

リーを参考にした。また外国人相談業務関係者から情報提供を受け，

可能な限り相談業務を行っている自治体や NGO などにも質問紙を送

付した。ホームページ上で外国人相談を行っていることや対応言語数

を確認することができたが，何名の相談員が在籍しているか不明だっ

たため，対応言語数に応じて 1 団体につき，3 部から 10 部の質問紙を

配布した。相談員には，質問紙の表紙において，研究目的，自由参加で

あることを説明し，秘密保持を約束した。質問紙の回収は，本人厳封に

より郵送，または直接回収した。   

 質問紙は，688 部配布し，166 部の回答が得られた。回収率は，24.1％

であった。   

 

4 倫理的配慮   

  本研究計画は，東北大学大学院教育学研究科研究倫理審査委員会に

より承認を受けた（承認 ID： 13-1-010）。    

 

第 3 節  結果と考察  

 

1 所属機関の概要   

 所属機関の概要について，表 4-2 に示す。 28 の都道府県より質問紙

の回答があり，東北，関東，中部から多くの回答を得た。なお，本人厳

封により質問紙の回収を行ったため， 1 団体から複数部の回答があっ
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た場合には，特定の団体の特徴が反映されている可能性がある。外国

人相談の道府県内・政令指定都市内が多く，団体の種類としては，地域

国際化協会が最も多かった。その他には，地方公共団体や NGO，任意

団体などが含まれる。活動内容では，国際交流・多文化共生は 9 割の

団体が行っており，次いで生活支援，日本語教育と続く。相談場所とし

ては，団体事務所内や公共施設が多く使われている。相談形態は，対

面，電話が主な手段となっている。相談料金は，全ての団体において，

無料であった。   

 

表 4-2 所属機関の概要  

Ｎ ％

東北 38 22.9

関東 53 31.9

中部 27 16.3

近畿 21 12.7

中国・四国 14 8.4

九州・沖縄 8 4.8

未回答 5 3.0

全国・決まっていない 43 25.9

都道府県内・政令指定都市内 76 45.8

市町村内・区内 44 26.5

その他 3 1.8

地域国際化協会 83 50.0

NPO法人 9 5.4

その他 63 38.0

未回答 11 6.6

国際交流・多文化共生 150 90.4

生活支援 104 62.7

日本語教育 89 53.6

子どもの教育 52 31.3

その他 31 18.7

事務所内 130 78.3

公共施設 83 50.0

相談者の自宅 16 9.6

その他 15 9.0

対面 162 97.6

電話 162 97.6

メール 96 57.8

無料 165 99.4

有料 0 0.0

未回答 1 0.6

相談場所（複数回答）

料金

所属機関の概要

所在地

管轄範囲

所属機関の種類

所属機関の活動内容
（複数回答）

相談形態（複数回答）
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2 相談員のプロフィール   

 相談員のプロフィールについて表 4-3 に示す。なお，複数回答の割

合については，回答者数を分母とした。年代は，30 代～50 代で 8 割を

超しており，女性の相談員が多い。相談歴は，1 年以上 5 年以下が最も

多く，平均相談歴は，約 7 年であった。使用言語は，日本語以外では，

英語，中国語と続く。相談員の出身国は，日本が最も多く，次いで中

国，ブラジルである。所属機関内で相談以外の業務をおこなっている

相談員が 8 割を超え，相談と兼務していることがわかる。  

 

表 4-3 相談員のプロフィール  

Ｎ ％

20代 10 6.0

30代 34 20.5

40代 59 35.5

50代 44 26.5

60代以上 16 9.6

未回答 3 1.8

女性 147 88.6

男性 18 10.8

未回答 1 0.6

1年未満 4 2.4

～5年 76 45.8

～10年 47 28.3

～15年 14 8.4

～20年 13 7.8

21年以上 6 3.6

未回答 6 3.6

日本語 109 65.7

英語 58 34.9

中国語 51 30.7

ポルトガル語 31 18.7

スペイン語 30 18.1

韓国語 16 9.6

タガログ語 9 5.4

その他 7 4.2

日本 76 45.8

中国 32 19.3

ブラジル 20 12.0

韓国 11 6.6

フィリピン 8 4.8

その他 16 9.6

未回答・不明 3 1.8

相談業務のみ 26 15.7

相談業務とそれ以外 140 84.3

出身国

業務の形態

属性区分

年代

性別

相談歴

使用言語（複数）
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3 相談者の特徴   

 相談者の性別，年代について表 4-4 に示す。「女性が多い」と回答し

たのは 4 割で，「どちらともいえない」が 5 割，「男性が多い」と回答

したのは 2 名であった。相談者の年代は， 30 代から 40 代が多い。   

 

表 4-4 相談者の性別と年代  

Ｎ ％

女性が多い 75 45.2

男性が多い 2 1.2

どちらともいえない 87 52.4

未回答 2 1.2

～10代 1 1.0

20代 22 22.7

30代 81 83.5

40代 83 85.6

50代 31 32.0

60代以上 6 6.2

属性区分

性別

年代（複数回答）

 

 

 

相談者の在留資格について，多い順に 1 位から 3 位まで回答を求め

た（表 4-5）。日本人の配偶者，定住者，永住者といった長期居住者か

らの相談が多い。   

 

表 4-5 相談者の在留資格  

在留資格

日本人の配偶者 56 (33.7%) 48 (28.9%) 30 (18.1%)

定住者 41 (24.7%) 16 (9.6%) 42 (25.3%)

永住者 34 (20.5%) 55 (33.1%) 19 (11.4%)

留学 11 (6.6%) 14 (8.4%) 13 (7.8%)

家族滞在 8 (4.8%) 11 (6.6%) 20 (12.0%)

技能実習 5 (3.0%) 7 (4.2%) 13 (7.8%)

非正規滞在者 0 0 5 (3.0%)

その他 0 0 3 (1.8%)

不明・未回答 11 (6.6%) 15 (9.0%) 21 (12.7%)

計 166 (100%) 166 (100%) 166 (100%)

1位 2位 3位
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4 相談の種類  

 相談の種類では，「在留資格」に関することが最も多く，次いで「仕

事」，「離婚」に関する相談が同数であった。（表 4-6）。  

 

表 4-6 相談の種類  

項目 Ｎ ％

在留資格 71 42.8

仕事 59 35.5

離婚 59 35.5

生活情報の提供 53 31.9

通訳・翻訳 52 31.3

親戚・家族関係 37 22.3

日本語学習 36 21.7

医療 28 16.9

社会保障 25 15.1

子の問題 23 13.9

事件・事故 17 10.2

結婚 7 4.2

DV 7 4.2

その他 4 2.4

（複数回答）  

 

 

5 心理的問題  

 心理的問題を抱える相談は，直接心理的問題を解決したいと訴える

相談は少なく，他の問題を相談しているうちに，心理的問題も抱えて

いることがわかる事例が多い。したがって，相談の種類とは別に，心理

的問題を抱える相談についてたずねた。  

 

①   相談に占める心理的問題  

 精神的に相談者が追い込まれている，ストレスが体に出ている，定

期的に相談員と話すことでストレスを解消しているケースなど心理的

問題を抱えていると思われる相談の全相談に占める割合を 10 段階で

尋ねた（図 4-1）。 10％未満が最も多い。  
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図 4-1 全相談に占める心理的問題の割合  

 

 

②   心理的問題の背景  

 心理的問題の背景と考えられる項目を複数提示し， 3 項目選択する

ことをもとめた。「異文化ストレス」，「配偶者との関係」，「経済的問題」

の割合が半数を超えており（表 4-7），これらが背景として多いと考え

られている。  

 

表 4-7 心理的問題の背景  

項目 Ｎ ％

異文化ストレス 94 56.6

配偶者との関係 93 56.0

経済的問題 92 55.4

精神疾患（うつ病など） 48 28.9

相談者の性格 35 21.1

親類との関係（義父母など） 31 18.7

家族以外の人間関係（同国人以外） 28 16.9

子の問題（不登校・不適応） 19 11.4

体の不調 19 11.4

家族以外の人間関係（同国人） 17 10.2

その他 4 2.4

（複数回答）  

 

 

 



49 

 

第 4 節  全体考察  

 はじめに，本研究の地域的特性について述べる。本研究は，関東（約

3 割），東北（約 2 割）から多く回答を得た。これを外国人分布の割合

（表 4-8）と比較すると，実際の外国人の人数分布よりも東北の割合が

高かった。したがって，東北の相談の状況がより強く反映された可能

性がある。このような状況を踏まえた上で，考察を行うこととする。  

 

表 4-8 外国人分布の割合（法務省 ,2016b より作成）  

地域 割合（％）

東北 2.18

関東 46.58

中部 19.22

近畿 20.03

中国・四国 5.31

九州・沖縄 5.47  

 

 

外国人相談は，組織の事務所や公共施設などで，主に対面や電話に

よって無料で行われていた。相談員の多くは，30 代～ 50 代で，女性が

8 割以上を占める。経験年数は，半数が 1 年以上 5 年未満であった。

また 8 割以上の相談員が相談と他の業務を兼務していた。  

 相談者の性別は，「女性が多い」，「男女どちらともいえない」が約半

数を占め，「男性が多い」は圧倒的に少なったことから，比較的女性か

らの相談が多いことがうかがえる。福岡国際交流協会で行われている

外国人向けカウンセリングのクライエント内訳においても男女比は，

1：2 であり（矢永 , 2004），心理的問題を抱える相談は女性からの相談

が多い傾向にある。年齢は，30 代～ 40 代がもっと多く，在留資格では，

日本人の配偶者，定住者，永住者が多く，長期居住者からの相談が多い

ことがわかった。相談の種類では，「在留資格」，「仕事」，「離婚」，「生

活情報の提供」，「通訳・翻訳」が上位を占めた。  

 心理的問題に関する相談の割合は，全相談の 10％未満が最も多かっ

たが，7 割の人は 10％以上と回答している。調査依頼の段階で，「業務
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内容が相談という看板を掲げているが，相談というよりは多言語情報

提供なので，心理的問題を抱える相談は受けない」といった返答や自

由記述で「心理的問題を抱える相談を受けたことがない」，「専門家に

つなぐので，自分での対応経験はない」といった回答があった。所属組

織における相談業務のあり方によって，心理的問題を抱える相談が持

ち込まれるか，あるいは相談を受けるかにも差があったと思われる。

これらのことが 10％未満という回答に影響していた可能性が考えられ

る。一方で 10％以上と回答している人が 7 割以上おり，この結果は，

一定の割合（ 2.2％～4.5％）で心理的問題の相談があるとする先行研究

（杉澤， 2009）と一致している。  

考えられる心理的問題の背景として，「異文化ストレス」，「配偶者と

の関係」，「経済的問題」が上位を占めた。桐野・黒木・朴（ 2013）は，

日本，韓国，台湾における結婚移住女性や家族の相談機関の相談員を

対象として，結婚移住女性の抱える生活問題の相談頻度について調査

をおこなった。この調査から，3 か国の結婚移住女性が抱える共通の生

活問題として，第一に言語，文化，ジェンダーを要因とする夫婦・家族

間での対人ストレス，第二に社会の偏見や差別，人間関係のストレス，

第三に経済的ストレス，第四に情報入手と就業の困難さに対するスト

レスを挙げている（同書）。本研究の結果においても，同研究と重なる

部分がみられた。  

本研究から，帰国を前提とした人ではなく，長期居住者で，30 代～

40 代の女性からの相談が比較的多いという相談者の傾向が浮かび上が

った。また心理的問題を抱える相談は一定数で存在し，その背景とし

て「異文化ストレス」，「配偶者との関係」，「経済的問題」が想定される

ことが明らかとなった。  
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第 5 章 研究Ⅱ  

外国人相談の傾向と心理的問題―相談事例からー  

 

 

 

第 1 節  問題と目的  

 第 4 章では，外国人相談において心理的問題を抱える相談が一定数

あることが明らかとなった。杉澤（ 2009）によると，都内を巡回する

形で行なわれた弁護士や行政書士，精神科医などの専門家による外国

人のためのリレー相談会では，全相談件数に対する「こころの相談」の

比率が 7 年間で平均 3.2％あったという。また在住外国人に医療の情

報提供を行なう AMDA（The Association of Medical Doctors of Asia）

国際医療情報センターでも精神科関係の相談は，毎年全体の 5％前後

と一定の割合を占めている（宮地，1999）。生活上の様々な問題と重な

って，メンタルヘルスの問題を抱える外国人が一定数いることがうか

がえる。  

 しかしながら，第 4 章でも指摘したように外国人相談に関する研究

や報告は少なく，特に心理的問題についてその詳細はほとんど明らか

にされていない。  

 したがって本章では，ある外国人相談センター（「T 外国人相談セン

ター」）における過去 9 年間の相談記録から，相談の全体的傾向と心理

的問題の背景や特徴について明らかにすることを目的とする。  
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第 2 節  方  法  

 

1 分析対象  

 「T 外国人相談センター」における 2004 年度から 2012 年度の相談

記録から延べ 2588 件の相談を対象とした。相談記録には，年度，相談

形態，相談言語，性別，相談カテゴリー，自由記述式で相談内容の詳細

が記されていた。  

 

2 手続き  

相談記録から年度，相談形態，相談言語，性別，相談カテゴリー，相

談内容，および心的問題の有無を抜き出した。相談内容の自由記述欄

から心理的問題を抱えているか否かを判断した。心理的問題の判断基

準は，精神疾患を抱えたり，精神疾患が疑われること，カウンセリング

などの心理的ケアを望んでいること，情緒が不安定になっていること，

ストレス反応が出ていること，日常的に相談を利用して精神的安定を

得たり，孤独感を和らげていることのいずれにかに当てはまることと

した。相談カテゴリー，相談内容は，相談記録用紙の様式が年度で異な

るため，一部修正を加え，相談内容の記述により，相談ごとに分類した

（表 5-1）。一度の相談で，複数の相談が行なわれている場合には，相

談内容ごとに 1 件と数えた。なお，心理的問題を抱える相談は，心理

的相談といった分類はせず，相談内容に応じて表 5-1 したがい，分類

した。例えば，相談内容が主にカウンセリングや医療機関の情報を求

めている場合には，「生活情報」，生活の不満や話を聞いてもらいたい

といった場合には，「生活その他・話し相手」に分類した。  

 また心理的問題を抱える相談事例の検討にあたっては，相談件数で

はなく，事例ごとに相談者の性別と問題を抱える人（相談者本人・本人

以外）で分類した。次に相談内容から，結婚移住女性からの相談とわか

る 42 事例を事例の背景によって分類した。  
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表 5-1 相談内容の分類  

大分類 小分類

生活情報 生活情報
紹介婚トラブル
法律・相続
DV/虐待
家庭内不和
離婚
親戚・親族

生活その他・話し相手 生活-その他・話し相手
ビザ・国籍・パスポート
離婚/死別後ビザ

通訳・翻訳 通訳・翻訳

日本語学習
入学・進学
留学
留学生貸付
教育-その他
職探し・起業
労働問題
医療通訳
保険/年金
医療・福祉・年金-その他

住宅 住宅
運転免許 運転免許
税 税
近隣・友人 近隣・友人

事業企画
助成金
紹介・登録
団体・人材
その他-その他

家庭生活

ビザ・国籍

教育

その他

仕事

医療・福祉・ 年金

 

 

 

3 倫理的配慮  

 研究目的および結果の公表に際して，個人が特定されないように配

慮することを説明し，「T 外国人相談センター」からデータ提供の同意

を得た。  

 

4 「Ｔ外国人相談センター」の概要  

「T 外国人相談センター」の対象者は，外国籍（含・無国籍）の人，

日本語を理解できない人，国際結婚や国際取引，外国人の雇用などを

通じて外国籍の人と関わりを持つにいたった日本人，言葉の問題など
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で外国人対応に苦慮している行政や病院などである。対応相談内容は，

法律問題，税務問題，医療・社会保障問題，教育問題，その他生活問題，

身の上相談的なものなど多岐にわたる。スタッフは，専属の相談員と

事務職を兼ねる相談員がおり，言語ごとに曜日が決まっている。相談

は無料であり，相談方法は電話，メール，来所の形態をとっている。  

地域は，地方都市に位置し，外国人集住地区などは抱えていない。

「T 外国人相談センター」が概ね対象とする地域の外国人比率は，2013

年時点で約 0.62％とそれほど高くなく，男女比は，男性約 42.5％，女

性約 57.5％と女性の方が多い，在留資格別では，永住者（ 31.7％），留

学（ 17.3％），特別永住者（ 14.6％），日本人の配偶者等（ 8.0％），家族

滞在（ 6.9％）の順に多い（総務省 ,2013）。  

地域の中心部には留学生が多く居住しており，周辺部には国際結婚

で日本人男性と結婚した外国人女性が多く居住している。彼女たちの

中には，「ブローカー婚」や「紹介婚」を介して国際結婚した人々が少

なくない。「ブローカー婚」や「紹介婚」といった仲介婚は，「外国人花

嫁」に端を発する。「外国人花嫁」とは，1985 年に行政主導により始め

られた外国人女性との集団お見合いによって日本に嫁いできた女性た

ちである。彼女たちは，言葉も通じないまま，簡単なお見合いを経て，

嫁不足に悩む日本の農村に嫁いだ。このような結婚は，｢お見合いツア

ー結婚」として社会問題となった（宿谷，1998）。今日，外国人女性と

の国際結婚は行政主導から民間へと移り，「ブローカー婚」や「紹介婚」

と呼ばれている。仲介者は，行政から民間へと移行したが，十分な交際

期間や意思疎通ができないまま国際結婚に至り，結婚後のフォローが

行われず，様々な問題が起きている。  

 このように「T 外国人相談センター」が対象とする地域は，外国人比

率は高くないものの，外国人女性の割合が多く，中でもトラブルを抱

えやすい仲介婚を通して日本人男性と結婚した外国人女性が少なくな

いことが特徴である。  
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第 3 節  結果と考察  

 はじめに，相談全体の特徴を相談件数，相談形態，相談者の性別，相

談言語，相談内容に従って考察を行う。次に，心理的問題を抱える相談

について，量的に検討した後，事例から相談の特徴を考察する。  

 

1 相談件数の推移  

 相談件数の推移を図 5-1 に示す。2011 年度は，東日本大震災の影響

を受け，安否確認や震災関連の相談が激増した。しかし震災関連の相

談は，通常の相談センターの件数から除いているため，2011 年度の震

災関連以外の相談件数は減少している。震災関連の相談が増加したこ

とで，全体としてその他の相談が少なくなったことが考えられる。し

かし，翌年度には相談件数が回復しており，相談は漸増傾向にある。  

  

 

図 5-1 相談件数の年次推移  

 

 

2 相談形態  

 電話での相談が約 88％，来所が約 12％を占める。電子メールでの
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相談はほとんどない。電話で来所を伝えてから，相談センターを訪れ

るケースもいくつか見られた。来所相談では，夫婦間の通訳や文書の

翻訳，相談者が切羽詰まって訪れるケース，また日本語学習者が授業

終了後，立ち寄って相談していくケースなどが見られた。  

 

3 相談者の性別  

 相談者の性別を①女性，②男性，③行政・支援者・夫婦，および④

不明で分類した。行政・支援者・夫婦は，行政の担当者，支援者，夫

婦 2 人からの相談が含まれる。女性が 69％で最も多く，次いで男性

20％，行政・支援者・夫婦が 8％，不明が 3％であった。  

相談者の言語ごとに性別等の分類を図 5-2 に示した。中国語，韓国

語，ポルトガル・スペイン語，タガログ語では女性の割合が高い。一

方で英語だけは男性の割合が最も高い。また日本語と英語の相談で

は，行政・夫婦・支援者からの相談の割合が他の言語よりも多かっ

た。  

 

図 5-2 言語別・性別等割合  

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日本語

中国語

韓国語

葡・西語

英語

タガログ語

女性

男性

行政・夫婦・支援者

その他

葡・西語=ポルトガル・スペイン語
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4 相談言語  

相談者の使用言語により相談言語の分類をおこなった。行政機関か

らの通訳・翻訳依頼の場合は，行政を訪れた人の使用言語で分類をお

こなった。また日本人からの通訳・翻訳依頼の場合には，日本語に分

類した。年度ごとの相談言語割合を図 5-3 に示す。 2012 年度は，中

国語，韓国語，タガログ語（フィリピン語），ポルトガル・スペイン

語を母語とする相談員が週に 1 回相談を受けている。タガログ語は

2011 年度に新たに加わった。ネイティヴ相談員が来ない日は，スタ

ッフが対応している。2012 年度スタッフは，英語対応が 2 名，中国

語対応が 1 名，韓国語対応が 1 名である。日本語での相談は，行政か

らの通訳といった日本人からの相談が多いが，外国人で日本語が堪能

な場合には，日本語で相談を受けているケースがある。  

 

 

図 5-3 年度別相談言語の割合  

 

 

2006 年度から 2007 年度にかけて，韓国語の相談が増えている。こ

れは，スタッフとして韓国語の対応ができる者が加わったためであ

る。また 2011 年度から 2012 年度にかけて，ポルトガル・スペイン
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語の相談数が急増しているのは，心理的問題を抱えた 1 人の相談者が

かなり頻繁に相談をしていたためである。詳しくは，後述することと

する。 2012 年度の 1 件のロシア語での相談は，不定期で勤務するロ

シア語が話せるスタッフが対応したためである。  

 

5 相談内容  

 相談内容を 13 つの大分類と 30 の小分類に分類し，相談カテゴリー

の割合を求めた（表 5-2）。外国人相談の中では，「生活情報」の提供

が多く行なわれていることがわかる。次いで，「家庭生活」，「生活そ

の他・話し相手」が多い。「家庭生活」の中では，離婚についての相

談が最も多く 47.1％を占め，次いで家庭内不和に関する相談が 20．

8％を占める。  

「生活その他・話し相手」は，特に解決すべき問題があって相談を

しているのではなく，会話や日常の愚痴を話すことを主な目的とした

相談が含まれている。周囲にこのような日常会話をする相手がいな

い，あるいは母語で会話をしたいという思いから相談者は相談電話を

かけてくる。このように通常であれば，友人や家族によって担われる

ような役割が求められるのは，外国人相談の 1 つの特徴といえる。異

文化では，文化的違いや言語の障壁によって孤立感・孤独感を深めや

すくなる。外国人相談では，母語で会話することによってその孤立感

や孤独感を和らげていると考えられる。またこのカテゴリーには，心

理的な問題を抱えた頻回相談者の相談が多く含まれている。心理的な

問題を抱えた相談者の多くは，具体的な解決策や回答を求めるのでは

く，話しを聞いてもらいたくて相談をしてくる。これらのことから，

外国人相談においては，単なる情報提供だけでなく，心理的な対応も

求められているといえよう。  

 

 

 

 



59 

 

表 5-2 相談内容の分類  

大分類 小分類 具体的な内容 件数
（のべ）

割合
（％）

生活情報 生活情報 店や同国人などの地域情報/大使館情報 373 14.4

紹介婚トラブル 紹介婚トラブル/妻が帰ってこないなど

法律・相続 相続・金銭トラブル/夫が死んだときの相続

DV・虐待 ＤＶ/妻への暴力/子どもへの虐待

家庭内不和 夫・姑といった同居家族との不和

離婚 離婚に関する相談

親戚・親族 同居家族以外の親戚トラブル

生活その他・
話し相手

生活-その他・話し相手 消費/生活苦/話を聞いてほしい 360 13.9

ビザ・国籍・パスポート 在留資格/帰化/パスポート

離婚・死別後ビザ 離婚・死別後の在留資格に関すること

通訳・翻訳 通訳・翻訳 手紙の翻訳/その場での通訳・翻訳 288 11.1

日本語学習 日本語学習

入学・進学 子の入学・進学/本人の入学・進学

留学 留学に関する相談

留学生貸付 私費留学生緊急支援貸付事業

教育-その他 語学試験の情報/子育てについて

職探し・起業 職探し/起業/国でとった資格を活かしたい

労働問題 雇用トラブル/労働保険/失業保険

医療通訳 医療通訳

保険・年金 国民健康保険/年金/民間の保険について

医療・福祉・年金-その他 紹介/相談/医療トラブル/カウンセリング

住宅 住宅 住宅探し/住宅トラブル 55 2.1

運転免許 運転免許 免許の書き換え/取得方法など 34 1.3

税 税 確定申告/住民税など 34 1.3

近隣・友人 近隣・友人 友人関係/近隣トラブル 25 1.0

事業企画 大使館などの移動領館事業等

助成金 助成金についての問い合わせ

紹介・登録 ボランティアの紹介・登録

団体・人材 通訳/行政書士/弁護士の紹介

その他-その他 交通事故/事件 相談機関の業務について

ビザ・国籍

教育

その他

361 13.9

288 11.1

245 9.5

138 5.3

208 8.0

179 6.9

仕事

医療・福祉・
年金

家庭生活

 

 

 

6 性別ごとの相談の特徴  

全体，女性，男性，行政・支援者・夫婦について，相談内容の小分類

の割合を上位 5 位まで表 5-3 に示した。全体と比較して女性では，「離

婚」の相談が多く，「通訳・翻訳」に関する相談は少ない。一方，男性

では，「生活情報」，「通訳・翻訳」に関する相談の割合が高いことと「労

働問題」に関する相談が特徴的である。行政・支援者・夫婦による相談

では，その約半分を「通訳・翻訳」が占めた。  
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表 5-3 性別ごとの相談内容  

全体 ％ 女性 ％ 男性 ％ 行政・支援者・夫婦 ％

1 生活情報 14.4 生活・話し相手 16.2 生活情報 19.6 通訳・翻訳 52.1

2 生活・話し相手 13.9 生活情報 13.3 通訳・翻訳 10.7 生活情報 7.9

3 通訳・翻訳 11.1 ビザ・国籍・PP 10.2 生活・話し相手 10.1 生活・話し相手 6.0

4 ビザ・国籍・PP 9.3 離婚 8.4 ビザ・国籍・PP 9.3 団体・人材 5.1

5 日本語学習 6.7 日本語学習 7.1 労働問題 7.0 その他-その他 4.7

「生活・話し相手」=生活その他・話し相手、「ビザ・国籍・PP」＝ビザ・国籍・パスポート  

 

 

7 心理的問題を抱える相談  

相談のなかで，心理的なケアが必要と思われる相談を「心理的問

題」とし，表 5-2 の相談内容とは別に抜き出した。心理的問題には，

相談者が心理的な問題で病院を受診しているケース，カウンセリング

を受けたいなどメンタルの問題を相談しているケース，相談者が心理

的に追い込まれていたり，ストレス反応が出ているケース，話しが支

離滅裂で，現実検討能力が低下しているケース，および特定の相談が

ないにもかかわらず相談員と話すことで，精神的安定を得たり，孤独

感を和らげているケースなどが含まれている。なお，相談件数は相談

があった回数とし，一日に複数回，同じ内容で同じ人物が相談してい

る場合には，複数回の相談として扱っている。  

 

①  心理的問題の年次推移  

心理的問題の年次推移及び全体の相談数に占める割合を示す（図 5-

4）。心理的問題は，増加傾向にある。 2011 年度は，震災の関連の相

談を含めていないため，減少している。2012 年度は，ある相談者が

頻繁に相談をしていたため，心理的問題を抱える相談の数が激増して

いる。  
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図 5-4 心理的問題を抱える相談の年次推移  

 

 

②  心理的問題における相談者の性別と相談言語  

心理的問題における性別別相談言語の件数（延べ数：以下同様）と

割合を表 5-4 に示す。心理的問題の約 90％（242 件）が女性，約

10％（ 26 件）男性であり，女性が多い。相談者の在留資格は尋ねて

いないが，相談事例を見てみると既婚女性からの相談が多い。ほとん

どが相談者自身の相談である。一部，本人からの相談以外には，母親

から母国から連れてきた連れ子の不適応の相談や日本人夫から精神的

に不安定になった外国人の妻の相談あった。行政からの相談は， 1 件

のみで，日本人の義母・義姉・夫から辛く当たられ，精神的に不安定

になり通院している結婚移住女性がいるが，相談センターで対応でき

ることはないかという相談であった。  

相談言語別では，韓国が約半数を占め（47.6％），ポルトガル・ス

ペイン語，中国語と続く。心理的問題を抱える相談は，上述したよう

に女性からの相談が多いため，女性の相談者が多い言語の割合が高

い。タガログ語の相談も女性の割合が多いが，全体数が少ないため割
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合が低くなったと考えられる。ポルトガル・スペイン語については，

一日に複数回，相談電話をかける相談者がいたため，割合が高くなっ

たと考えられる。  

言語ごとの男女比をみると，全体でも女性の割合の高い韓国語，ポ

ルトガル・スペイン語，中国語では，女性からの相談が多い。一方英

語では，男性からのみ相談があった。また日本語での相談では，男女

比は同じである。  

 

表 5-4 性別別相談言語別心理的問題の件数と割合  

相談言語 女性 男性 行政・夫婦支援者 合計（件数） 割合（％）

韓国語 126 1 1 128 47.6%

葡・西語 65 1 0 66 24.5%

中国語 36 3 0 39 14.5%

日本語 14 14 0 28 10.4%

英語 0 7 0 7 2.6%

タガログ語 1 0 0 1 0.4%

合計 242 26 1 269 100%  

 

 

8 心理的問題―相談事例の検討  

心理的問題を抱える相談のうち，同じ相談者からの複数回の相談は

1 事例とし，性別および心理的問題を抱える人（本人・本人以外）で

分類をおこなった（表 5-5 ）。「本人以外」は相談者が子どもや配偶

者，きょうだいの抱える心理的問題について相談する事例であった。

なお相談件数が 1 件だった行政・夫婦・支援者からの相談は除いた。

女性・本人の相談事例のうち，相談記録に記載のある少なくとも 42

件が結婚移住女性からの相談であった。女性の心理的問題の場合，多

くが結婚移住女性から寄せられる相談であることがわかった。  

 

 

 

 

 



63 

 

表 5-5 相談者と問題を抱える人の分類  

女性 男性

本人 55 12

本人以外 6 4

問題を抱
える人

相談者

 

 

 

結婚移住女性からの心理的問題を抱える相談， 42 事例について，

問題の背景を 1 つに特定するには限界があるが，事例の中での精神的

な苦しさや症状の誘因になったと思われる背景と事例件数をまとめた

（表 5-6）。それぞれの背景について事例の概要を示し，上位 3 つの

背景と相談回数の多い日常ストレスについて，具体的な事例を取り上

げる。なお，事例については全体像を損ねない範囲で改変している。  

 

表 5-6 結婚移住女性の心理的問題の背景  

事例の背景 事例数
家庭内不和(夫・舅・姑） 17
DV、夫による制限・束縛 6

経済的問題 4
離婚 3

孤立感・さみしさ 3
日常のストレス 3
対人トラブル 3
子どもの保護 1

遺産相続 1
不明 1
計 42  

 

 

家庭内不和を背景とする相談は，心理的問題を抱える相談の中でも

最も多い。相手は，夫，姑，舅と様々であるが，いずれにしても家庭

内に味方がおらず，孤立していた。相談記録から不和の背景には，コ

ミュニケーションの問題や文化・価値観の違い，外国人に対する差別

意識があることが推察される。症状として，精神的不安定さやストレ

スが溜まっていることを訴える事例，頭痛や胃炎などの身体的不調を
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訴える事例，不眠，食欲不振，希死念慮がある事例，猜疑心や被害感

情が強くなっている事例があった。家庭内で孤立してしまった A の事

例を示す（表 5-7）。  

 

表 5-7 家庭内で孤立する A の事例  

 

 

 

 

＜ 1 回目の相談＞  

夫との仲は悪くないが，周囲が別れさせようとしている。姑が根拠もない

悪口を町内に広め，ストレスになっている。姑との別居の話をしてから，い

じめがはじまった気がする。はじめは，夫も相談者 A の味方だったが，姑

との間に入ることに疲れたのか，変わってきている。子どももできず，夫か

ら暴力を振るわれたこともある（自分も振るった）。相談員に「あなたが日

本人配偶者の気持ちがわかるのか」という不信感をずっと抱いていた様子。  

対応：友だちをつくることを提案。   

＜ 2 回目の相談＞  

姑と一緒に住みたくないので，法律的に解決できることはないかと相談。

自分の求める返事ではないと攻撃的な話し方をしたり，相談員の個人情報に

ついてきいたり，相談したい事とは関係ないことを聞いたりする。  

 対応：離婚を考えるなら，同国出身の弁護士や婦人相談所にも相談するよ

うに案内。日本語学習についても案内。  

＜ 3 回目の相談＞  

子どもができず自分の思い描いた結婚生活とは違うことから戸惑ってい

る。離婚して帰っても一人でどうしたらいいかわからない。近所の同国人と

の比較などいろいろな噂も耐えられない。急にバイトの話になるなど，精神

的に不安定な様子が見られる。何を相談したいのか整理できてない様子であ

った。  
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DV や夫による制限・束縛では，暴力や暴言をふるわれるだけでな

く，日本語教室や外出することを禁止し，社会と接触させない事例が

あった。相談者は，精神的に追い詰められており，中には不眠やだる

さを訴え，希死念慮のある人もいた。このような人権を無視された状

況に置かれながらも，専門機関には相談したくないという事例もあっ

た。外国人の場合，日本で暮らすには在留資格が必要であるが，日本

人の配偶者等という在留資格であれば，当然のことながら資格更新の

際に夫の協力が必要となり，離婚してしまえば，基本的に日本にはい

られなくなってしまう。このようなことが，DV の被害を訴えること

や離婚の足かせとなっており，より一層精神的に追い込まれる状況を

作りだしている。夫により社会接触を断たれた B の事例を示す（表

5-8）。  

 

表 5-8 社会接触を断たれた B の事例  

 

 

＜ 1 回目の相談＞  

夫は 5 回目の結婚で，前の奥さんとはいろいろあったと噂を聞いた。夫が

社会と接触を持たせてくれず，携帯電話もない。夫が怖い。精神的に不安定

で薬を飲んでいる。だるい。怖い。死にたい。しかし国には帰れない。精神

科に行くよう言われているが，病気と判断されると，自分の言うことを周り

の人に信じてもらえなくなるだろうと心配している。  

対応：公的機関に相談することなどを提案。   

＜ 2 回目の相談＞  

国には帰れない。精神科に行き何かの病気と判断されると，自分の言うこ

とは周りの人に信じてもらえなくなる。結婚生活は， 8 年目。夫は言葉使い

が乱暴で，今まで我慢してきたが，自分も年をとり，我慢できなくなった。

家を出たいが保証人もいない。公的機関に相談したい。  

 対応：公的機関につなぐ。  
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経済的問題を背景とする相談では，夫と夫の両親に先立たれ，子ど

もを抱えて生活が立ちゆかないという相談であった。相談者は，精神

的にも経済的にも頼れる人がなく，子どもをおいて母国に帰りたいと

訴えていた。また別の事例では，夫と離婚後，仕事をして暮らしてい

るが，年金などの掛け金を払っておらず，年を取ってきて体力的に

も，精神的にも辛くなり，将来が不安だと訴えた。また夫の病気を背

景とした生活に対する不安の相談事例もあった。結婚移住女性の場

合，身近に頼れる親族は，夫もしくは夫の家族しかいない場合が多

い。したがって夫がいなくなった場合には，生活が立ち行かなくなる

可能がある。このような経済的脆弱性が心理的問題につながる。夫や

義理の両親に先立たれた C の事例を示す（表 5-9）。  

 

表 5-9 頼れる親族がいなくなった C の事例  

 

 

離婚を背景とする相談では，離婚調停など現実的に離婚の話が進ん

でいて，精神的に不安定になっている事例がみられた。離婚の過程

で，裁判所や弁護士など周囲の人に不信感を募らせることがある。言

葉が思うように通じないことに加え，離婚を契機に今までの不満や今

後の不安が一気に噴き出しきて，精神的に不安定になっていた。  

孤立感・さみしさを背景とする相談では，周囲に友人など話し相手

がいない相談者からの相談である。来日初期の相談者もいれば，数年

＜ 1 回目の相談＞  

C は 10 年前に来日した。 7 年前に夫が亡くなった。さらに 1 年前には，

義理の両親が亡くなった。子どもが二人いる。遺族年金で暮らしていたが，

経済的にも精神的にも頼れる人がいなく困っている。子どもを置いて国に帰

りたいと訴える。  

対応：詳しく調べて連絡したいと申し出たが，連絡先を教えたくないの

で， C から後日連絡することになっていたが，連絡はなかった。  
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住んでいても友人がおらず，孤立感を募らせている場合もある。来日

初期の相談者では，日本語が難しく，周囲から孤立したり，人と会う

のが怖いなど社会との接触を避けてしまうことがあった。日本語が堪

能で，数年日本に暮らしている相談者では，周囲から差別的な発言を

されたり，周囲には仲良くなれる人がないといったことが語られた。

台湾における研究でも，差別や偏見，家族内での孤立，母国文化から

の隔絶，ソーシャルサポートの欠如と抑うつの関連が指摘されており

（Chou，2010），本事例においても心理的問題の背景として同様の孤

独感がみられた。  

日常ストレスを背景とする相談では，頻回相談者が多い。日々の生

活の中でトラブルやストレスを抱えると，その不満や愚痴を聞いても

らうために相談をする。問題の具体的な解決策を求めているというよ

りは，日々の不満を相談することで精神的安定をはかっている。ある

いは，自身で解決できるような問題でも相談することで，誰かと関わ

りを持ちたがっていたり，自分のために動いてくれる存在を確認し，

精神的安定をはかっている。D，E，F の事例を示す（表 5-10）。  

いずれの事例においても頻回相談者は，外国人相談に相談すること

で，日常に精神的充足を得ていることがうかがえる。一方で，特定の

相談員に対して固執したり，依存的になったり，友人であると自負す

る傾向がみられる。外国人相談では，多くの場合，その言語を担当す

る相談員が固定される場合が多く，頻回相談者とは依存関係を作りや

すい。そのため，D の事例では，親身になって対応した相談員が疲弊

したり，F の事例では，不満を聞き続けることで相談員自身のストレ

スが溜まることがあり，相談員の負担が大きくなっていった。また相

談者自身も頼っていた特定の相談員が替わることで，不安定になり，

相談者自身に与える影響も少なくないと考えられる。  
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表 5-10 日常ストレスを背景とする相談  

複数の相談機関に相談する D の事例  

相談者は，「 T 外国人相談センター」管轄外の他県在住である。県内の「外

国人相談」は嫌だと，「 T 外国人相談センター」に相談する。日本語は堪能。

夫婦仲はよくない。はじめは生活苦を訴え，ストレスのために過呼吸になると

相談。その後も，日々の生活で不満があると，相談をしてくる。地元スーパー

への不満があるから通訳してほしい，宅配便への不満，隣家への苦情等。特定

の相談員への固執有り。相談者の要求が通らないと，他の「外国人相談」へ，

「 T 外国人相談センター」の不満を相談する。テレビでなぜ家のまわりのこと

が放映されているのか（事実はない），テレビやドラマを見ているだけで不安

に襲われる，警察に相談したいと訴える。  

対応：生活保護について説明したり，不満を聞いたり，その都度対応してき

たが，最終的には公的な心の相談につなぐ。  

相談回数： 24 回（ 2 年間）  

相談で精神的の安定をはかっている E の事例  

相談者は，日々の些細なことを相談する。料理に対する家族の反応がない，

家の購入，夫が浮気の疑い，離婚した友人の話等。特定の相談員にのみ話す。  

対応：傾聴  

相談回数： 60 回（ 4 年間，継続中）  

相談員を友人と呼ぶ F の事例  

相談者は，日本が嫌いで，日本人が嫌い。日本食が嫌い。夫や家族から暴力

をふるわれると訴える。日常の不満を毎回訴える。希死念慮あり。相談員を友

人と呼び，特定の相談員とのみ話したがる。まわりの日本人には相談したくな

い。  

対応：傾聴。特定の相談員と話せない場合や緊急の時に備え，他の「外国人

相談」も案内する。相談員が替わったことで，相談しなくなったが， F の状

態は非常に不安定になり。何度も以前の相談員はいないのかと電話がかかっ

てきた。最終的には， F からの相談はなくなった。  

相談回数： 52 回（ 1 年間）  
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対人トラブルを背景とする相談では，相談者は，親戚，近隣から悪

口を言われる，意地悪をされると訴える。しかし中には，具体性に欠

ける内容もあり，何らかのストレスで周囲への不信感や被害意識を強

め，そのことがさらに対人トラブルを悪化させているように思われる

事例もあった。阿部（2009）は，近隣住民とのトラブルにおいて，言

語文化的な食い違いから，トラブル発展するケースは多いが，中には

外国人のもつ被害妄想に端を発している場合もあるとしている。「T

外国人相談センター」に寄せられた相談においても同様のケースが見

られた。  

子どもの保護を背景とする相談では，おそらくそれ以前から精神的

に不安定であった相談者が，子どもの児童相談所への保護をきっかけ

に突飛な行動にでてしまった事例であった。子どもを保護する段階

で，どのような話し合いが行なわれたかは分からないが，言葉の問題

から，相談者の十分か了解が得られていないことが推察される。専門

機関とのやり取りがスムーズにいかない場合には，問題がより複雑化

してしまうことがある。  

遺産相続を背景とする相談では，外国人である相談者に日本人親族

が相続させたくないと，様々な手段をとった事例であった。それま

で，舅や姑の世話をしてきた相談者としては，納得できず，大きな心

理的ダメージを受け，心理的問題につながっていた。  

 

第 4 節  全体考察  

 本章では，「T 外国人相談センター」における過去 9 年間の相談記

録から，外国人相談に寄せられる相談の傾向と心理的問題の詳細につ

いて明らかにすることを目的とした。  

「T 外国人相談センター」に寄せられた相談の傾向として，以下の

7 点が指摘できる。  

 

①  外国人相談の件数は漸増傾向にある。  

②  メールや来所よりも電話での相談が多い。  
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③  女性の相談が多い。  

④  相談言語別では，日本語，韓国語，中国語による相談が多い。  

⑤  相談内容では，「生活情報」の提供が最も多く，次いで「家庭生

活」，「生活その他・話し相手」に関する相談が多い。  

⑥  女性では，「離婚」の相談が多く，男性では，「生活情報」，「通

訳・翻訳」，「労働問題」の割合が高い。行政・支援者・夫婦によ

る相談では，約半分を「通訳・翻訳」が占める。  

⑦  中国語，韓国語，ポルトガル・スペイン語，タガログ語では女性

の割合が高く，英語では男性の割合が最も高い。また日本語と英

語の相談では，行政・夫婦・支援者からの相談の割合が他の言語

よりも多い。  

 

相談内容は，「生活情報」の提供が最も多いが，「家庭生活」や「生

活その他・話し相手」など，身近に相談できる人や話し相手がおらず

相談に至っていると思われるケースもみられた。日本語で相談する外

国人も一定数いることから，周囲に相談できる友人や知人，家族がい

ないのは，単に言語的な問題にあるとはいえないことがうかがえる。

周囲に相談できる人がいない外国人にとって，外国人相談は，セーフ

ティネットの役割を果たしていると見ることができる。  

相談者は，女性が多い。しかしながら，本章では相談件数を述べ件

数で扱っているため，頻回相談者のデータが反映されやすいという限

界がある。女性の相談内容は「離婚」の割合が高い。理由として，日

本人の配偶者からの相談が多いことが考えられる。一方男性の相談で

は，「生活情報」「通訳・翻訳」「労働問題」に関する相談が多く，日

本語に不慣れなことで生活情報が得にくいこと，仕事関係のトラブル

を抱えやすいことが考えられる。  

心理的問題を抱える相談の傾向として，以下の 7 点が指摘できる。  

①  心理的問題を抱える相談は，増加傾向にあり，頻回相談者がい

る。  

②  心理的問題を抱える相談者の 8 割が女性である。  
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③  心理的問題を抱える相談の相談言語は，韓国語が半数を占める。  

④  心理的問題を抱える相談において，韓国語，中国語，ポルトガ

ル・スペイン語では，女性が多く，英語では男性が多い。  

⑤  日本人の配偶者である結婚移住女性からの相談が多い。  

⑥  女性の場合，家庭内不和や離婚を背景とする相談が多い。  

⑦  頻回相談者がおり，相談員との親密性が増したり，相談員への依

存が強くなる。  

 

心理的な問題を抱える相談は，日本人の配偶者である結婚移住女性

に多く，家庭内不和や離婚を背景とする問題が多い。離婚は，社会的

再適用評価尺度（Holmes and Rahe, 1967）および，社会的再適用評

価尺度をもとに作成された主婦のストレス調査票（夏目・村田，

1993）の中で，二番目にストレスフルなライフイベントとされてお

り，相談者が心理的バランスを崩しやすい要因であると言える。通常

の離婚後の不安に加えて，結婚移住女性の場合には，手続きに関わる

日本語の不自由さ，在留資格や就職の困難さ，部屋を借りるときなど

に必要とされる人的保証人確保の難しさなど多くの問題が生じる。こ

れらのことが結婚移住女性を心理的に追い込むことなる。  

さらに主婦のストレス調査票（夏目・村田， 1993）では，「嫁・姑

の葛藤」は 9 位に位置づけられており，義母との不和も強力なストレ

ッサーであるといえる。結婚移住女性の場合には，単なる嫁姑関係だ

けでなく，マジョリティである日本文化とマイノリティである外国文

化の関係が持ち込まれ，より感情的衝突が激しくなる。  

特に「ブローカー婚」や「紹介婚」といった仲介婚で国際結婚に至

った場合には，言葉の問題や互いをよく理解しないまま結婚したこと

から，このような家庭内不和，離婚に発展することが珍しくない。日

本・韓国・台湾における調査（桐野他，2013）でも， 3 か国の結婚移

住女性に共通する生活問題として，夫婦・家族間の対人ストレスが挙

げられている。心理的問題を抱える相談者の中にも，仲介婚で国際結

婚し，家庭内不和や離婚の問題を抱える相談者が多くみられた。自ら
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の国際結婚体験を書いた鈴木（ 2006）が述べるように，仲介婚で来日

した結婚移住女性が日本社会で適応していくには，妻と夫自身の変容

はさることながら，義父母などの家族の変容や周囲の支援が必要なの

である。しかし，そのような相互交渉がうまくいかない場合，周囲に

頼る人のいない結婚移住女性は，物理的にも心理的にも追い込まれ，

外国人相談を頼ることになる。仲介婚という特異的な国際結婚を抱え

る地域にある「T 外国人相談センター」では，このように仲介婚を背

景とした離婚・家庭内不和の問題を抱える相談者に心理的問題が重な

るといえる。  

またいずれの問題においても，異文化性が背景にあると考えられ

る。家庭内の問題には，日本語能力を含むコミュニケーションの問題

のみならず，日本文化への同化圧力や妻の文化への不理解がうかがわ

れる。また対人トラブルや日常ストレスにおいても，言語や文化・価

値観の違いがストレスやトラブルにつながっている。先行研究でも指

摘されているように，外国人相談における心理的問題についてもコミ

ュニケーションを含む異文化ストレスが結婚移住女性のメンタルヘル

スに関連していることが示唆される。  
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第 6 章 研究Ⅲ 結婚移住女性の異文化ストレス  

ー尺度作成の試みー 

 

 

第 1 節  問題と目的  

 これまでの先行研究から，諸外国に比べて日本では結婚移住女性に

関する研究が圧倒的に少ないことが指摘できる。また実態については，

社会学・人類学分野からの事例報告があるが，量的調査の少なさから

メンタルヘルスについて全体像を把握できていないことも指摘できる。

したがって，前章で述べたように，日本においても結婚移住女性のメ

ンタルヘルスについて，量的調査から全体像を把握するとともに，心

理的側面に着目した質的研究が必要とされる。  

 結婚移住女性のメンタルヘルスを考えるにあたって，第 4 章，第 5

章では，外国人相談から心理的問題について検討を行なってきた。そ

こから，異文化に起因すると思われる衝突やストレスが背景にあるこ

とが指摘できる。  

 異文化に関連するストレスは，文化変容ストレス（ Acculturation 

stress, Acculturative stress） ,変容ストレス（ Transitional stress, 

Transition-related stress），文化間ストレス（Cross-cultural stress, 

Transcultural stress），異文化ストレスなど様々に表されている。文

化変容ストレスについて “Acculturation Stress”は，文化変容体験に関

連 し た ラ イ フ イ ベ ン ト に 対 す る ス ト レ ス 反 応 （ Berry, Poortinga, 

Breugelmans, Chasiotis & Sam, 2011)， “Acculturative Stress”は文

化変容過程の直 接 的な結果として 生 じるもの（ Rodriguez, Myers, 

Mira, Flores & Garceia-Hernandez, 2002），あるいは移民が文化的差

異を解決したり，最小化したりするときに生じる葛藤（Born,1970）と

される。田中（ 2005）は，異文化ストレスを「異文化環境への移行の

ストレスや異文化性をもつ人との接触ストレス」としている。  
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 これらの定義を踏まえると，異文化に関連するストレスは，異なる

文化で生活するときに生じる葛藤や困難さ，あるいはストレス反応と

捉えることができる。本節では，異文化で生活する際に感じる葛藤や

困難さに焦点をあて，それを異文化ストレスと定義することとする。  

 異文化ストレスに関する尺度は，様々なものが開発されているが，

既存のものを結婚移住女性の異文化ストレス尺度として使用するには，

大きく 2 つの問題がある。1 点目は，対象の問題である。先行研究でも

述べたように，欧米においては，結婚移住女性を対象とした研究がほ

とんど行われておらず，それらの尺度をそのまま使用することは適切

ではない。また韓国・台湾における研究では，異文化ストレス尺度を扱

っている研究は少ない。さらに日本では，異文化ストレスに関する研

究のほとんどは，留学生を対象としたものであり，結婚移住女性にそ

のまま適応することはできない。  

2 点目は，異文化に起因するストレスであるか明示されていないこ

とである。既存の異文化ストレス尺度には，勉学におけるストレスや

人間関係のストレス，経済的困窮に関するストレスなど異文化だけに

限定されないストレスも含まれている場合がある。異文化ストレスと

してこれらのストレスを扱うには，異文化に起因してこれらのストレ

スが生じているか明確に提示する必要があるだろう。  

したがって，量的研究を行う前に，結婚移住女性の異文化ストレス

を明らかにし，尺度作成を行う必要がある。本節では，第一に結婚移住

女性の異文化ストレス尺度を作成することを目的とし，次に分析対象

者の属性と異文化ストレスとの関連を検討する。  

 

第 2 節  方  法  

 

1 研究協力者および分析対象者  

 研究協力者は，留学生以外の日本に暮らす外国人とした。地域の国際

交流協会主催の外国人向けのストレスケア講座にて，研究への協力を

募った。また個人的な知り合いを通じて依頼した。   
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回答数は 182 部で，男性 16 部，女性 165 部，未回答 1 部であった

（表 6-1）。女性の 141 名が既婚者であり，うち夫が日本人は 114

名，自分と同じ国は 21 名，その他の国が 2 名であった。本研究で

は，夫が日本人である既婚の外国人女性 114 名を分析の対象とした。  

 

表 6-1 研究協力者内訳  

性別 部数 婚姻状況 部数 既婚者の内訳 部数

既婚 141 夫日本人 114

離婚 9 夫同国人 21

未婚 11 夫その他 2

未回答 5 未回答 4

既婚 12 妻日本人 8

離婚 1 妻同国人 3

未婚 3 妻その他 1

女性

男性

165

16

 

 

2 質問紙の構成  

 質問紙によって評価した項目は，フェイスシート，異文化ストレス

尺度，精神的健康度，困ったときの相談先，友人との交流頻度，ソーシ

ャルサポートの受領と提供，および日本での生活に対する満足度であ

る。本章では，フェイスシート，異文化ストレス尺度，生活満足度の結

果を使用する。  

 

①  フェイスシート  

 フェイスシートでは，年齢，性別，日本在住歴，出身国，在留資格，

日本語能力，職業，学歴，婚姻の状況，配偶者の出身国，配偶者との出

会い，子の有無について尋ねた。  

 

②  異文化ストレス尺度  

 異文化ストレスは，異文化社会で生活する困難さをさす。異文化ス

トレス尺度の作成の詳細については後述する。異文化ストレス尺度は，

離郷，言語，文化・価値観，社会環境，自然環境の 5 つの領域から 4 項

目ずつの計 20 項目で構成し，過去 3 ヶ月のストレスを感じた度合いを

4 件法で尋ねた。  



76 

 

③  生活満足度  

生 活 満 足 度 は ， 異 文 化 ス ト レ ス と の 関 連 が 指 摘 さ れ て い る 。

Papazyan, Bui & Der-Karabetian(2016)の研究では，文化変容レベル，

異文化ストレス，エスニックアイデンティ，ジェンター役割イデオロ

ギーのなかで，異文化ストレスのみが移民女性の生活満足度に影響を

与えることが示された。先行研究において，女性の生活満足度は，社会

的経済的要素と結びついているとされる（ Dinener, Suh, & Oishi, 

1997; McQuaide, 1998）。また結婚移住女性では，異文化ストレスが結

婚満足度に影響することが示されている（Chung & Lim,  2011;Park 

& Park,  2013）。したがって，本研究では生活満足度を異文化ストレ

スの基準関連妥当性の検討に用いることとする。  

社会的要素として社会生活，友人関係，余暇の満足度，経済的要素と

して生活水準の満足度，結婚満足度として家庭生活の満足度を設定し，

それぞれの満足度を「１：とても不満」から「４；とても満足」の 4 件

法で尋ねた。５つの項目を合計し，項目数で割ったものを生活満足度

とした。  

 質問紙は，はじめ精神的健康度の CES-D を除き日本語で作成し，心

理学が専門である外国人に確認してもらい，わかりづらい日本語表現

や質問項目についてフィードバックを受け質問紙を完成させた。その

後，中国語，韓国語をそれぞれ母語とする心理学の専門家に中国語，韓

国語を，米国で心理学博士を取得した日本人に英語の翻訳を依頼した。

翻訳されたものを，さらに日本語にバックトランスレーションし，確

認をおこなった。バックトランスレーションをおこなった者は，留学

経験があり，その言語に精通している日本人および，心理学を専門と

する日本語に精通した外国人であった。  

 英語と日本語の質問紙については，どちらの言語も母語話者でない

人が回答することが想定されたため，併記して作成した。以上の手続

きを経て，英語・日本語併記，中国語，韓国語の 3 種類の質問紙を作

成した。  

 



77 

 

3 異文化ストレス尺度の作成  

 はじめに先行研究で用いられた異文化ストレスの項目を因子や領域

ごとに分類した（表 6-2）。異文化ストレスの項目を整理すると，主に

母国に関連するストレスとホスト国に関連するストレスに分けること

ができる（表 6-3）。母国ストレスには，帰国したときに不安やホーム

シックや母国にいる家族や友だちの心配などが含まれる。一方，ホス

ト国ストレスは，言語，文化・価値観，社会環境，自然環境の 4 つの

領域に分けることができる。言語には，日本語能力など外国語を習得

する困難や移民 2 世や 3 世が継承語 6を理解できないといった問題が含

まれる。文化・価値観は，学校や職場といった社会での文化・価値観の

違いから生じるストレスと日本人家族や移民 1 世と 2･3 世の間など家

族間でのズレから生じるストレスに分けることができる。社会環境は，

法的地位の不安定さや経済的不安定さから生じるストレスが含まれる。

自然環境には，物理的環境の違い気候や食といった違いから生じるス

トレスが含まれる。  

これらの中から，勉強といった学生に特有の項目や移民２・３世に

特有の項目，母国への帰国を前提とする項目など，日本人の配偶者に

当てはまらないと思われる項目を除き，具体的な項目を検討した。そ

の際，一條（2012，2015）の面接調査結果も参考に項目の作成をおこ

なった。また経済や嫁姑関係など異文化に起因する問題であるのか，

判断が難しい項目もあった。したがって尺度の作成にあたっては，異

文化に起因する問題であることをより明確に提示する表現を用いた。

完成した項目を，日本人の配偶者である外国人女性に確認してもらい，

分かりづらい項目や追加する項目を検討した。最終的に離郷，言語，文

化・価値観，社会環境，自然環境の 5 つの領域に関するストレス項目

をそれぞれ 4 項目作成し，計 20 項目の異文化ストレス尺度を完成させ

                                                   
6  中島（ 2003）によると，継承語とは，親から受け継いだことばであり，継

承語は heritage language の日本語訳である。最近北米では heritage 

language という用語が定着してきたが，オーストラリア，イギリス，ニュー

ジーランドでは’ community languages,’  ほかの国では’mother-tongue 

teaching’などと呼ばれる。  
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た（表 6-4）。  

 

表 6-2 異文化ストレス尺度作成に用いた先行研究  

研究 対象

Cervantes et al(1990) メキシコ移民（2世含む）

Finch et al(2004) 移民農場労働者

木村（1997a） カナダ日系移民女性

Mena et al(1987) 大学生（世代間比較）

Norma et al(2002) メキシコ移民

江他（2006） 中国人就学生

モイヤー（1987） 留学生

大橋（2008） 京都大学留学生

Ozeki et al(2006) 大学の名簿から抽出

周（1995） 在日中国系留学生

田中他（1990） 留学生

因子／領域

生活，文化，家族，社会，婚姻

婚姻，職業・経済，親，家族・文化，移住

スペイン語運用，英語運用，異文化適応、抗
異文化適応

言語的葛藤，法的地位、差別

海外

日本

対人関係，勉学，健康・生活，経済的不安、
文化環境

人間関係，勉強・研究，住居・経済，日本語・
日本文化，心身健康

対人関係，日常生活

多義性，拒否，価値観、日本語理解、先入
観､生活厄介、生活不安

社会，態度，家族，環境

言葉、帰国後のこと、お金、仕事や大学の人
間関係、文化的差異、ホームシック、孤独、
日本社会への不適応、天気、差別、来日後
の不安、日本の友人がいないこと、サポート
情報の欠如、住居、日本の生活への失望、
食べ物、健康、医療、母国の友人がいないこ
と、近所、ビザ、宗教の違い、安全

生活基盤，勉強進学，習慣の違い，仲間の
不在，対人関係

 

 

 

表 6-3 異文化ストレスの分類  

母国 母国

言語 外国語能力　2世3世の継承語問題

文化・価値観 ホスト社会とのズレ　1世と2・3世のズレ

社会環境 法的地位の不安定さ　経済的地位の不安定さ

自然環境 食　気候　住環境

領域 例

ホスト国

帰国後の不安　ホームシック　アイデンティティ　母国の家族・友だち
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表 6-4 異文化ストレス尺度  

全
く
感
じ
な
い

あ
ま
り
感
じ
な
い

ま
あ
感
じ
る

非
常
に
感
じ
る

① ホームシック 1 2 3 4

② 母国の家族や友だちが気になる 1 2 3 4

③ 母国とつながりを失うこと 1 2 3 4

④ 母語を話す機会が少ないこと 1 2 3 4

⑤ 日本語を話すことが難しい 1 2 3 4

⑥ 日本語を聞き取ることが難しい 1 2 3 4

⑦ 日本語を読むことが難しい 1 2 3 4

⑧ 日本語を書くことが難しい 1 2 3 4

⑨ 母国の文化（習慣、宗教、価値観など）が理解されない 1 2 3 4

⑩ 日本の文化（習慣、宗教、価値観など）を理解することが難しい 1 2 3 4

⑪ 外国人であるがゆえに、家族・親戚づきあいに悩む 1 2 3 4

⑫ 外国人であるがゆえに、職場や近所のつきあいに悩む 1 2 3 4

⑬ ビザや国籍などに関わること 1 2 3 4

⑭ 外国人であるがゆえに、老後、日本で生活すること 1 2 3 4

⑮ 外国人であるがゆえに、職を得ることが難しい 1 2 3 4

⑯ 差別されていると感じること 1 2 3 4

⑰ 日本食が合わない 1 2 3 4

⑱ 母国の食材が手に入らない 1 2 3 4

⑲ 日本の気候が合わない 1 2 3 4

⑳ 日本の住環境が合わない 1 2 3 4

E

以下の項目は2つの文化のなかで生きるときのストレスです。あなたは
この3ヶ月間で以下のストレスをどれくらい感じましたか？

A

B

C

D

 

 

4 手続き  

調査期間は， 2014 年 10 月～2015 年 11 月であった。地域の国際

交流協会主催の外国人向けのストレスケア講座にて，研究への協力を

募った。また個人的な知り合いを通じて依頼した。研究協力者には，

質問紙の表紙において，研究目的，自由参加であることを説明し，秘

密保持を約束した。質問紙の回収は，直接回収した。謝礼として，研

究協力者には，図書カードを渡した。  

質問紙は， 209 部配布し， 182 部の回答が得られた。回収率は，

87.1％であった。  
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５  倫理的配慮  

 本研究計画は，東北大学大学院教育学研究科研究倫理審査委員会に

より承認を受けた（承認 ID:14-1-005）。  

 

第３節  結  果  

 分析には， IBM SPSS Statistic 23 および IBM SPSS Amos 23 を使

用した。またデータの欠損値には，系列データの平均を用いた。  

 

１  分析対象者のプロフィール  

 分析対象者のプロフィールについて表 6-5 に示す。年代は， 30 代

～40 代で約 8 割を占めている。滞在年数は， 10 年以上が 9 割を占め

ており，平均滞在年数は， 13.25 年であった。出身国は，中国が約半

数を占めており，次いで韓国，フィリピンである。学歴は，高校卒業

程度が最も多い。在留資格では，永住者が 6 割以上で，日本国籍取得

者も 2 割を占める。職業は，無職・主婦が約 4 割と多いが，パート・

アルバイト，会社員，自営業を合わせた有職者は，約半数を占める。

日本語能力は，「日常生活には困らない」人が半数，「通訳・翻訳がで

きる」人も約 4 割であった。結婚経緯は，東北地方で多いといわれる

結婚紹介所を介した仲介婚は， 14.0％であった。また 8 割以上の人に

子どもがいる。  
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表 6－ 5 分析対象者のプロフィール  

人数 比率（％）

20代 1 0.9

30代 35 30.7

40代 55 48.2

50代 18 15.8

60代 5 4.4

1年未満 4 3.5

～5年 6 5.3

～10年 20 17.5

～15年 40 35.1

～20年 23 20.2

20年以上 20 17.5

未回答 1 0.9

中国 62 54.4

韓国 21 18.4

フィリピン 19 16.7

ブラジル 3 2.6

タイ 3 2.6

その他 6 5.3

中学卒 12 10.5

高校卒 39 34.2

短大・専門学校卒 29 25.4

大学卒 24 21.1

大学院卒 7 6.1

その他 1 0.9

未回答 2 1.8

日本国籍 24 21.1

永住 72 63.2

日本人の配偶者 16 14.0

定住 2 1.8

無職・主婦 43 37.7

パート・アルバイト 23 20.2

会社員 22 19.3

自営業 9 7.9

その他 12 10.5

未回答 5 4.4

日本語能力 全くわからない 0 0.0

単語程度 4 3.5

片言の会話 12 10.5

日常生活には困らない 58 50.9

通訳・翻訳ができる 40 35.1

学歴

属性区分

年代

滞在年数

出身国

在留資格

職業
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表 6－ 5 分析対象者のプロフィール（つづき）  

人数 比率（％）

結婚経緯 友人 44 38.6

学校・職場 20 17.5

結婚紹介所 16 14.0

家族 12 10.5

その他 22 19.3

あり 95 83.3

なし 18 15.8

未回答 1 0.9

子の有無

区分

 

 

 

2 因子の検討  

 異文化ストレス 20 項目について，天井効果・フロア効果を確認し

たところ，「②母国とのつながりを失うこと」，「⑬ビザや国籍などに

関わること」，「⑰日本食が合わない」，「⑱母国の食材が手に入らな

い」，「⑲日本の気候が合わない」，「⑳日本の住環境が合わない」の 6

項目でフロア効果がみられた。偏りのあった 6 項目を削除し， 14 項

目を分析対象とした。  

次に主因子法による因子分析を行った。項目決定の基準は，固有値

1 以上，因子負荷量 .40 以上とした。その結果， 3 因子構造が妥当であ

ると考えられた。そこで再度 3 因子を仮定して，主因子法，プロマッ

クス回転による因子分析を行った。その結果，十分な因子負荷量を示

さなかった項目を除外し，再度主因子法，プロマックス回転による因

子分析を行った。最終的に，表 6-6 に示す因子パターンと因子間相関

を得た。なお，回転前の 3 因子で 13 項目の累積寄与率は，60.18％で

あった。  
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表 6-6 異文化ストレス尺度の因子分析結果  

項目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
外国人であるがゆえに、職場や近所のつきあいに悩む .81 .01 -.13

外国人であるがゆえに、家族・親戚づきあいに悩む .75 -.12 .06

外国人であるがゆえに、職を得ることが難しい .63 .14 .00

母国の文化（習慣、宗教、価値観など）が理解されない .60 .04 -.03

日本の文化（習慣、宗教、価値観など）を理解することが難しい .57 .09 .08

差別されていると感じること .55 -.03 -.02

外国人であるがゆえに、老後、日本で生活すること .41 -.04 .22

日本語を話すことが難しい -.10 .89 .07

日本語を聞き取ることが難しい -.04 .82 .05

日本語を読むことが難しい .08 .71 -.03

日本語を書くことが難しい .14 .55 -.13

母国の家族や友だちが気になる -.10 .01 .79

ホームシック .16 -.02 .71

因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

Ⅰ ― .33 .34

Ⅱ ― .09

Ⅲ ―  

 

 

第 1 因子は，「外国人であるがゆえに，職場や近所つきあいに悩

む」，「外国人であるがゆえに，家族・親戚づきあいに悩む」，「外

国人であるがゆえに，職を得ることが難しい」，「母国の文化（習

慣，宗教，価値観など）が理解されない」，「日本の文化（習慣，宗

教，価値観など）を理解することが難しい」，「差別されていると感

じること」，「外国人であるがゆえに，老後，日本で生活すること」

の 7 項目から構成されている。文化や価値観の違いや社会関係の構築

の難しさに起因したストレスであることから「社会文化ストレス」因

子と命名した。  

第 2 因子は，「日本語を話すことが難しい」，「日本語を聞き取る

ことが難しい」，「日本語を読むことが難しい」，「日本語を書くこ

とが難しい」の 4 項目から構成されている。日本語を使用の困難さが

表われていることから，「言語ストレス」因子と命名した。  
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 第 3 因子は，「母国の家族や友だちが気になる」，「ホームシッ

ク」の 2 項目から構成されている。母国から物理的に離れているため

に生じるストレスであることから「離郷ストレス」因子と命名した。  

 

3 信頼性の検討  

 異文化ストレス各因子および全体の信頼性係数（α係数）を表 6-7

に示す。第 1 から第 3 までそれぞれの因子において .73～ .83 の範囲に

あり，いずれにおいても内的整合性が確認された。  

 

表 6-7 異文化ストレス信頼性係数  

因子名 項目数 M SD α係数
社会文化ストレス 7 2.25 .67 .82

言語ストレス 4 2.66 .76 .83
離郷ストレス 2 2.67 .78 .73

異文化ストレス 13 2.44 .53 .82   

 

 

4 基準関連妥当性の検討  

 基準関連妥当性の検討には，生活満足度を用いた。生活満足度は，

日本での生活ついて，家庭生活，生活水準，社会生活，友人関係，余

暇の満足度を「１：とても不満」から「４；とても満足」の 4 件法で

尋ねた。それぞれの満足度を合計し，項目数で割ったものを生活満足

度得点とした（表 6-8）。生活満足度の信頼性係数は， α＝ .80 であっ

た。  

 

表 6-8 生活満足度  

項目 Ｍ ＳＤ

家庭生活 3.05 .76

生活水準 3.07 .71

社会生活 2.76 .78

友人関係 3.11 .66

余暇 2.80 .84

生活満足度 3.00 .55  
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異文化ストレスの下位尺度と生活満足度の相関係数を求めたところ，

社会文化ストレス（ r=-.38，p<.001）との間にある程度の負の相関がみ

られた。言語ストレス（ r=-.05，n.s.），離郷ストレス（ r=-.08，n.s.）

とは相関がみられなかった。  

 

5 分析対象者の属性と異文化ストレスの関連  

①  年齢，滞在年数，日本語能力，学歴  

年齢，滞在年数と異文化ストレスとのピアソンの積率相関係数，日

本語能力，学歴と異文化ストレスとのスピアマンの順位相関係数を求

めた（表 6-9）。  

 

表 6-9 属性と異文化ストレスの相関  

年齢 － .52 *** .08 .05 -.10 -.09 -.08

滞在年数 － .48 *** .23 * -.11 -.25 ** -.04

日本語能力 － .39 *** -.19 * -.50 *** .02

学歴 － -.01 -.28 ** .09

*p <.05, **p <.01, ***p <.001

離郷
ストレス

年齢 滞在年数
日本語
能力

学歴
社会文化
ストレス

言語
ストレス

 

 

 

滞在年数（ r=-.25p<.01），日本語能力（ r=-.50，p<.001），学歴

（ r=-.28，p<.01）と言語ストレスとの間に負の相関がみられた。さ

らに言語ストレスの各項目と滞在年数とのピアソンの積率相関係数，

日本語能力，学歴とのスピアマンの順位相関係数を求めた（表 6-

10）。  

 

表 6-10 属性と言語ストレスの相関  

滞在年数 -.31 *** -.24 ** -.18 -.08

日本語能力 -.44 *** -.42 *** -.43 *** -.32 **

学歴 -.17 -.19 * -.26 ** -.25 **

読むこと 書くこと話すこと
聞き取る
こと

*p <.05, **p <.01, ***p <.001  
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滞在年数では，「日本語を話すことが難しい」（ r=-.31， p<.001），

「日本語を聞き取ることが難しい」（ r=-.24，p<.01）との間に負の相

関がみられた。日本語能力は，「日本語を話すことが難しい」

（ r=-.44，p<.001），「日本語を聞き取ることが難しい」（ r=-.42，

p<.001），「日本語を読むことが難しい」（ r=-.43，p<.001），「日本語

を書くことが難しい」（ r=-.32，p<.01）いずれの項目とも負の相関が

みられた。学歴では，「「日本語を読むことが難しい」（ r=-.26，

p<.01），「日本語を書くことが難しい」（ r=-.25，p<.01）との間に負

の相関がみられた。  

 

②  出身国  

 出身国の上位３つ，中国，韓国，フィリピンについて，異文化スト

レスの差があるか分散分析をおこなったところ，離郷ストレスにおい

て出身国の差がみられた（F(2,99)=5.61, p<.01）。図 6-1 に出身国別

の離郷ストレス得点の平均値を示す。Tukey の HSD 法（５％水準）

による多重比較を行ったところ，中国＞韓国＝フィリピンで有意な差

が見られた。  

 

 

図 6-1 離郷ストレス得点  

n=62

n=21
n=19

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

中国 韓国 フィリピン

平
均
値
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③  職業  

 職業を無職（無職・主婦）と有職（パート・アルバイト，会社員，

自営業）に分け，異文化ストレスの差があるか t 検定をおこなったと

ころ，社会文化ストレス（ｔ (95)=1.57, n.s.），言語ストレス（ｔ

(95)=1.62, n.s.），離郷ストレス（ｔ (95)=-1.02, n.s.），いずれも職業

の有無による有意な差はみられなかった。  

 

④  結婚経緯  

 結婚経緯による異文化ストレスの差があるか分散分析を行った。結

婚経緯は，その他を除き，学校職場，友人，家族，結婚紹介所の４群

に分け比較を行った。その結果，社会文化ストレス（F(4,109)=1.70, 

n.s.），言語ストレス（F(4,109)=.31, n.s.），離郷ストレス

（F(4,109)=1.42, n.s.），いずれも結婚経緯による差はみられなかっ

た。  

 

⑤  子の有無  

 子の有無により異文化ストレスに差があるかｔ検定をおこなったと

ころ，社会文化ストレス（ｔ (111)=-.56, n.s.），言語ストレス（ｔ

(111)=-.97, n.s.），離郷ストレス（ｔ (111)=.42, n.s.），いずれも子の

有無による差はみられなかった。  

 

⑥  言語ストレスを予測する変数  

 滞在年数，学歴，日本語能力が言語ストレスに与える影響を検討す

るために，Amos20.0 を用いて共分散構造分析をおこなった（図 6-

2）。滞在年数と学歴から日本語能力へ正のパスが有意であり，日本語

能力から言語ストレスへのパスが有意であった。  
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図 6-2 言語ストレスを予測する変数  

 

 

第 4 節  考  察  

 分析対象者の上位３つの出身国は，中国 54.4％，韓国 18.4％，フ

ィリピン 16.7％であった。婚姻件数における「夫妻の一方が外国人の

国籍別割合―平成 26 年－（厚生労働省；2016）」の妻の国籍別割合

は，中国 40.1％，フィリピン 20.0％，韓国・朝鮮 16.1％である。こ

の統計は，その年に入籍した人の統計であるため，それ以前に結婚し

た結婚移住女性のデータは反映されていないが，「夫妻の一方が外国

人の国籍別婚姻件数の年次推移－昭和 40～平成 26 年－（厚生労働

省；2016）」のグラフをみると， 1992 年以降，中国，韓国，フィリピ

ンが上位 3 位を占めていることがわかる。したがって，本データは全

体的な結婚移住女性の出身国割合と概ね一致すると考えられる。年代

や滞在年数，学歴，在留資格などは，全体的な結婚移住女性のデータ

がないので，比較することができない。また，調査地域が限定されて

いるため，その地域の影響が結果に反映されている可能性は否定でき

ない。本調査を行った地域は，外国人集住地域を抱えておらず，外国

人比率は 0.5％～ 0.8％（法務省 ,2016b；総務省統計局 ,2016 より計

算）である。Chen et al.（2013）は，結婚移住女性のメンタルヘル

スにおける都市と地方の差を示しているが，本結果には地方に暮らす

結婚移住女性のデータが強く反映されている可能性がある。  

結婚移住女性の異文化ストレスは，社会文化ストレス，言語ストレ

滞在年数  

学歴  

日本語能力  言語ストレス  

.24**

- .44***
.23*

*p<.05, **p<.01, ***p<.001  

χ 2=1.691, df=2,n.s. ,  GFI=.993, AGFI＝ .963, RMSEA=.000, AIC=17.691  

.43***

 

.29 .20 
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ス，離郷ストレスであることが明らかとなり，信頼性と妥当性が確認

された。基準関連妥当性の検討において，言語ストレスおよび離郷ス

トレスと生活満足度に有意な関連がみられなかったのは，言語は社会

参加や経済，家族関係など間接的に関係があるものの，生活満足度に

対して直接的な言語の影響が少なかったことが考えられる。また離郷

ストレスに関しては，生活満足度が日本の生活に関することであった

ため，離郷ストレスの生活満足度に対する影響が少なかったことが考

えられる。   

はじめに想定した自然環境領域に関する異文化ストレスがフロア効

果によって削除されたのは，研究協力者の多くが日本と地理的に近

く，体格差も少ない（OECD， 2009，2012）東アジア・東南アジア出

身者であったことに起因すると考えられる。また「ビザや国籍などに

関わること」と「母国とのつながりを失うこと」もフロア効果により

削除された。「ビザや国籍などに関わること」にフロア効果がみられ

た理由として，研究協力者が結婚移住女性であったため，在留資格が

安定していたことが考えられる。「母国とのつながりを失うこと」に

フロア効果がみられた理由として，近年の SNS7の発達により電話を

含めた海外とのやり取りが気軽にできるようになったことが考えられ

る。「母語を話す機会が少ないこと」は，因子負荷量 .40 以上を満た

さず，いずれのストレスにも適合しなかったため削除された。  

 属性との関連を検討したところ，  言語ストレスにおいて，滞在年

数，日本語能力，学歴との間に負の相関がみられた。さらに言語スト

レスの下位項目「話す」，「聞く」，「読む」，「書く」と滞在年数，日本

語能力，学歴との相関を分析した結果，日本語能力はいずれの項目と

も負の相関を示し，日本語能力は「話す」，「聞く」，「読む」，「書く」

いずれの困難さとも関連があることが示唆された。一方で，滞在年数

では，「話す」，「聞く」では負の相関があったが，「読む」，「書く」で

は相関がみられなかった。これは，富谷・内海・齋藤（2009）の会話

                                                   
7  ソーシャル・ネットワーキング・サービス（ Social  networking service）  
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能力は自然学習によって，ある程度獲得できるが，読み書きの自然習

得は非常に困難であるとする結果と一致する。これらのことから「話

す」，「聞く」は日常生活のなかである程度身につきストレスが軽減さ

れる一方で，「読む」，「書く」に関するストレスは日常生活の中では

解消されにくく，意識的に学習する必要があることが示唆される。ま

た学歴では，「読む」，「書く」と負の相関がみられ，上述したように

学習と読み書き能力との関連が深いことが明らかとなった。  

 また出身国によって，離郷ストレスに差があることが示された。中

国は韓国，フィリピンよりも離郷ストレスが高いことが明らかとなっ

た。李相哲（ 2012）は，中国人にとっての家族について，家族はすべ

てに勝るとし，以下のように述べている。“中国人は衣食住も家族に

依存しており，家族を離脱すると生活が成り立たない。職がなくても

生きていけるが，家族がないと生きてゆけないのだ。また，病気にな

れば，家庭が病院となり，家族が看護する。老人を扶養するには家族

であり，死後の面倒を見るのも家族だ。家族が一人の成功を支えるの

だから，成功した人は家族の面倒を見なければならない。成功者に頼

るのは当たり前だと，中国人は考えている。（李相哲 ,2012,pp.97）”

このような家族愛，『孝』の意識は，家族を中心に親戚，隣人，友人

関係に及ぶとしている。こうした身内に対する意識が中国出身者の離

郷ストレス影響していたことが考えられる。  

 次に言語ストレスを従属変数とする共分散構造分析をおこなった結

果，滞在年数と学歴が日本語能力に影響を及ぼし，日本語能力が言語

ストレスに影響を及ぼすことが明らかとなった。滞在年数と学歴は，

日本語との接触経験や学習経験，能力と関連していると考えられる。

日本人との交流を通して日本語への接触経験を増やしたり，学習機会

を増やすことによって，日本語能力を高めることで，言語ストレスを

軽減する可能性が示唆された。  
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第 7 章 研究Ⅳ 結婚移住女性の精神的健康  

 

 

第 1 節  問題と目的  

 第 3 章では，日本の結婚移住女性研究において，量的調査がほとん

ど行われておらず，結婚移住女性のメンタルヘルスの全体像もわかっ

ていないことを指摘した。そこで第 6 章では，量的調査を行うにあた

り，第 4 章，第 5 章で浮かびあってきた背景因としての異文化ストレ

スについて明らかにした。本章では，第 6 章でおこなった質問紙調査

をもとに，結婚移住女性の精神的健康の状態および精神的健康の関連

因について検討する。  

 先行研究では，結婚移住女性のメンタルヘルス関連要因として，表

2-3 に示したように，移住以前の状況，本人の属性，夫の属性，家族の

属性，外国語能力，ストレス（一般・異文化），文化変容度，生活適用

度，満足度，ソーシャルサポートなどが挙げられている。  

 移住以前の状況として，移住前の社会的状況，トラウマの有無，結婚

離婚の経験，子の有無，結婚移住の経緯などが考えられる。これらの中

で本章では，結婚移住の経緯に着目する。韓国，台湾における結婚移住

女性研究では，第 2 章で示したように主に経済格差を背景とするアジ

ア出身女性を対象としてきた。また日本でも経済格差を背景に仲介型

結婚した外国人女性の問題が取り上げられてきた（桑山， 1995a）。し

かしながら先行研究（Kahn, 1997；大沢，1989）で示されているよう

に，異文化間結婚において心理的困難を抱えるのは，経済格差のある

国や地域出身の女性たちに限ったことではない。これまで経済格差の

有無，恋愛結婚や仲介結婚かといった結婚経緯によって，精神的健康

に差があるのかは検証されていない。したがって，本章では結婚経緯

の違いによって精神的健康に差があるのか検討をおこなう。  

 本人，配偶者，家族の属性では，本人の属性を中心に取り上げる。配
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偶者の属性は，分析対象者を分類するため出身国のみ用いることする。

また家族の属性については，子育てと心理的問題などの関連が指摘さ

れているため（橋爪他，2003；李他，2015；鶴岡，2008），子の有無に

着目する。  

 外国語能力は，結婚移住女性の精神的健康に関連することが示され

ている（Kim et al.,2011;Kim & Kim, 2013:  Kim et al.,2013）。本章で

は，外国語能力として自己評価による日本語能力を用いることとする。 

 ストレスは，精神的健康と強く結びついている。Lazarus & Folkman

（1984）は，“簡単に言えば，生活の質や，我々が精神的健康や身体的

健康と通常いっているものは，人が生活のストレスを評価したり対処

したりする方法と深く結びついているのである（pp.183）”と述べてい

る。ストレスには，日常的なストレスに加えて，育児ストレスなどある

特定の時期に経験するストレス，異文化ストレスなど特別な状況にお

いて生じるストレスなど様々なストレスがある。結婚移住女性の精神

的健康において，異文化ストレスは，一般ストレスと同様に抑うつに

影響を与えることが示されている（ Kim et al.,2013）。また Kim & 

Kim(2013)においても異文化ストレスが抑うつに影響を与えることが

示されている。第 4 章においても，心理的問題の背景に異文化ストレ

スがあることが示唆された。したがって本章では，異文化ストレスに

着目し，第 6 章で明らかにした異文化ストレスの精神的健康への影響

について検討する。  

 さらに，ストレスや精神的健康と関連する変数として，ソーシャル

サポートを取り上げる。ソーシャルサポートは精神的健康に影響を与

えることが広く知られている。ソーシャルサポートは，“狭義には，個

人が取り結ぶネットワークの成員間で，個人のウェル・ビーイングを

増進させる意図で交換される心理的・物質的資源をいう。社会的支援

と訳す。広義の概念には，社会的統合や社会的ネットワークも含まれ

る（田中 ,1997,pp.191）”。ソーシャルサポートは，結婚移住女性のメン

タルヘルスと正の関連があることが示されている（Chen et al., 2013; 

Chou, 2012; Kim t al.,  2010;Lin &Hung, 2007）。  
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 ところで，これまでの結婚移住女性のソーシャルサポート研究の多

くは，ソーシャルサポートの受領に目が向けられてきた。しかしなが

ら近年のソーシャルサポート研究においては，ソーシャルサポートの

提供や互恵性という観点の重要性が指摘されている（福岡 ,1999；周・

深田 ,1996）。特に，高齢者では，身体的機能の低下，社会的役割の喪失

などから，サポートを受ける側として研究されてきたとした上で，三

浦・上里（ 2006）は，一方的に他者依存したり，援助してもらうだけ

でなく，同時に他者に対する援助を行うことによって，より高い心理

適応を抱くことが可能になるという。高齢者同様に，結婚移住女性も

サポートを受領する側面に目が向けられてきた。一方，これまでの研

究から移民のソーシャルサポートにおけるエスニックネットワークの

重要性は明らかであり（木村 ,1997），そこでサポートを提供している

のも移民である。また一條（ 2012）の調査にあたって，結婚移住女性

から，「来日当初はサポートを受ける側だったが，数十年たった今はサ

ポートをする側だ」といった指摘を受けた。したがって，結婚移住女性

のソーシャルサポートを扱う場合には，時間的な視点に立つことの重

要性も示唆された。そこで本章では，ソーシャルサポートの受領だけ

でなく，サポートの提供，及び時間軸による変化にも着目することと

する。成人女性の場合，心理的な苦痛を防ぐ要因は，主に援助者として

の役割を期待されない友人とのサポート関係にあるとの指摘から（福

岡・橋本， 1997），本研究では，友人のサポートに着目する。  

さらに，結婚移住女性の場合，同国人のみならず，日本人の友人や電

話や E メールを通じた母国の友人が精神的な健康の維持に役立ってい

るとの指摘がある（鈴木，2012）。したがって本研究では，日本人や同

国人，母国人いる友人，日本にいる外国人の友人といった友人との交

流頻度にも着目する。  

 最後に，心理的な悩みを抱えた際の相談先について取り上げる。誰

に相談するかといった相談行動は，文化社会的な要因が影響するとい

われている（野田・倉林・高橋・野内・鵜川・吉田・近藤・野口，2009；

野内・飯田・阿部・井上・平野・野田， 2010；鵜川・野田・手塚・松
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岡・Ganesan，2010）。したがって，予防や支援を考える上で相談行動

を扱うことは，重要であるといえる。  

 以上のことから本章の目的は，結婚移住女性の精神的健康状態を明

らかにすること，精神的健康に影響を与える要因の検討を行うこと，

諸変数とソーシャルサポートの関連を検討すること，結婚移住女性の

相談先について明らかにすることとした。  

 

第 2 節  方  法  

研究協力者および分析対象者，手続き，倫理的配慮は，第６章と同様

のため省略する。  

 

１  質問紙の構成  

 質問紙によって評価した項目は，フェイスシート，異文化ストレス

尺度，精神的健康度，困ったときの相談先，友人との交流頻度，ソーシ

ャルサポートの授受，および日本での生活に対する満足度である。第 6

章と同様であるフェイスシート，異文化ストレス尺度の説明，質問紙

作成の手順，および本章で用いなかった日本での生活に対する満足度

は省略する。  

 

①  精神的健康度  

 精神的健康度には，CES-D（Radloff, 1977）を用いた。英語は，CES-

D（Radloff,  1977）を使用し，日本語（CES-D(セスデー )うつ病 (抑う

つ状態 )自己評価尺度 :千葉テストセンター），韓国語（ Chon, Choi & 

Yang, 2001)，中国語（Zhang, Wu, Fang, Li, Han & Chen, 2010)では，

それぞれの言語に翻訳され，信頼性と妥当性が検証されているものを

用いた。各項目は，0－ 3 までの 4 件法で構成されており，総計が高け

れば高いほど抑うつレベルが高いことを示している。16 ポイント以上

は抑うつ状態が疑われる。  
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②  困ったときの相談先  

 困ったときの相談先は，家族や自分自身が心理的問題を抱えた際に，

どこに相談するかを複数回答で尋ねた。相談先は，「 1.日本の家族」，「 2.

母国の家族」，「 3.日本にいる友人（日本人）」，「4.日本にいる友人（同

国人）」，「 5.日本にいる友人（日本人・同国人以外）」，「 6.母国の友人」，

「7.宗教関係者」，「 8.専門の相談機関や病院など」，「 9.行政の相談窓口」，

「10.外国人相談」，「 11．その他」，「 12.相談しない」から選択した。  

 

③  友人との交流頻度  

 友人との交流頻度は，日本人の友人，同国人の友人，同国人でない外

国人の友人，母国にいる友人について，メールや電話，面会などの交流

頻度について「 1まったくそうは思わない」，「 2あまりそうは思わない」，

「 3 まあそう思う」，「 4 非常にそう思う」の 4 件法で尋ねた。  

 

④  ソーシャルサポートの授受  

 ソーシャルサポートの授受は， JMS-SSS(Jichi Medical School ソー

シャルサポートスケール )（堤・茅場・石川・苅尾・松尾・詫摩，2000）

を用いた。JMS-SSS は，地域住民に認知されるソーシャルサポートを

測定する尺度として開発されたもので，家族，配偶者，友人からのサポ

ートを測定する。情報的サポート，手段的サポート，情緒的サポートを

測定することを想定して作られた。成人女性の場合，心理的な苦痛を

防ぐ要因は，主に援助者としての役割を期待されない友人とのサポー

ト関係にあるとの指摘から（福岡・橋本，1997），本研究では，友人か

らのサポートのみ用いた。ソーシャルサポートの提供は，JMS-SSS を

修正し，自分が友人にどれだけサポートを提供しているかを尋ねた。  

 

第３節  結  果  

 分析には， IBM SPSS Statistic 23 を使用した。またデータの欠損

値には，系列データの平均を用いた。分析対象者のプロフィール，異

文化ストレスの結果は，第６章と同様であるため，省略する。  
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1 精神的健康度（抑うつ度）  

 抑うつ度は，CES-D（Radloff,  1977）をもとに，日本語，韓国語，

中国語では，それぞれの言語に翻訳され，信頼性と妥当性が検証され

ているものを用いた。日本語と英語は，どちらも母語でない人が記入

する可能性が高かったので，併記して用いた。なお，各言語の CES-

D では，中国語は中国出身者，韓国語は韓国出身者，日・英併記は，

フィリピン出身者および中国・韓国以外の出身者のデータが主に反映

されている。言語ごとの結果を表 7-1 に示す。抑うつが疑われる 16

点以上は 45 人で， 39.47％であった。  

 

表 7-1 抑うつ度  

質問紙の言語 度数 Ｍ ＳＤ

日･英併記 30 18.41 9.99

中国語 62 13.47 10.82

韓国語 22 15.22 9.41

全体 114 15.11 10.47  

 

 

2 困ったときの相談先  

 家族や自分自身に心の問題（深刻な悩み）を抱えたときの相談先を

複数回答で尋ねた。結果を表 7-2 に示す。日本にいる同じ国出身の友

人が最も多く，次いで日本の家族，母国の家族であった。  

 

表 7-2 相談先  

項目 Ｎ 割合（％）

日本にいる友人（同国人） 54 47.4

日本の家族 49 43.0

母国の家族 49 43.0

日本にいる友人（日本人） 32 28.1

母国の友人 26 22.8

専門の相談機関や病院 15 13.2

宗教関係者 11 9.6

外国人相談 8 7.0

日本にいる友人(日本・同国人以外） 8 7.0

行政 7 6.1

その他 3 2.6

相談しない 10 8.8

（複数回答）  
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3 友人との交流頻度  

 友人との交流頻度，直接会ったり，メールしたり，電話したりする

頻度を「 1 まったくそうは思わない」，「 2 あまりそうは思わない」，「 3

まあそう思う」，「 4 非常にそう思う」の 4 件法で尋ねた。結果を表 7-

3 に示す。日本にいる同じ出身国の友人との交流頻度が最も多く，次

いで母国にいる友人が多く，母語で話せる友人であった。  

 

表 7-3 友人との交流頻度  

項目 Ｍ ＳＤ

日本の友だち 2.82 .89

同じ出身国の友だち 3.30 .80

同じ出身国でない外国人の友だち 2.23 .90

母国にる友だち 3.02 1.02  

 

 

4 ソーシャルサポート  

①因子の検討  

JMS-SSS（堤他， 2000）によるソーシャルサポートの受領サポー

トについて，主因子法による因子分析を行った。項目決定の基準は，

固有値 1 以上，因子負荷量 .40 以上とした。その結果， 2 因子構造が

妥当であると考えられた。そこで再度 2 因子を仮定して，主因子法，

プロマックス回転による因子分析を行った。最終的に，表 7-4 に示す

因子パターンと因子間相関を得た。なお，回転前の 2 因子で 10 項目

の累積寄与率は， 62.51％であった。  

 第 1 因子は， JMS-SSS において，情報サポートとされる「困った

とき，助けてくれる」，「物事を一緒にとりくんでいける」と手段サポ

ートとされる「経済的に頼りになる」，「病気のとき，世話をしてくれ

る」，「引っ越しを手伝ってくれる」，「家事を手伝ってくれる」の 6 項

目からなる。したがって，第一因子は「情報手段サポート」とした。  

 第 2 因子は， JMS-SSS において，情緒サポートとされる「気持ち

が通じ合う」，「考えや将来のことを話し合える」，「喜びを分かち合え

る」，「友だちがいるので孤独ではない」の 4 項目からなる。しがたっ
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て，「情緒サポート」とした。  

 

表 7-4 受領サポート因子分析結果  

項目 Ⅰ Ⅱ
病気のとき世話をしてくれる .86 -.19

引っ越しを手伝ってくれる .80 .02

家事を手伝ってくれる .66 .02

経済的に頼りになる .63 .05

困ったとき、助けてくれる .49 .29

物事に一緒に取り組んでいける .42 .38

気持ちが通じ合う -.12 .86

考えや将来のことを話し合える -.07 .86

喜びを分かち合える .06 .67

孤独ではない .09 .62

因子間相関 Ⅰ Ⅱ

Ⅰ ― .60
Ⅱ ―  

 

 

 同様に提供サポートについても，主因子法による因子分析を行っ

た。項目決定の基準は，固有値 1 以上，因子負荷量 .40 以上とした。

その結果， 2 因子構造が妥当であると考えられた。そこで再度 2 因子

を仮定して，主因子法，プロマックス回転による因子分析を行った。

最終的に，表 7-5 に示す因子パターンと因子間相関を得た。なお，回

転前の 2 因子で 10 項目の累積寄与率は，64.30％であった。  

 第一因子は， JMS-SSS（同書）において，情報サポートとされる

「困ったとき，助けてくれる」，「物事を一緒にとりくんでいける」と

情緒サポートとされる「気持ちが通じ合う」，「考えや将来のことを話

し合える」，「喜びを分かち合える」，「友だちがいるので孤独ではな

い」の 6 項目から構成された。したがって，「情報・情緒サポート」

とした。  

第 2 因子は，JMS-SSS（同書）の手段サポートとされる「経済的

に頼りになる」，「病気のとき，世話をしてくれる」，「引っ越しを手伝

ってくれる」，「家事を手伝ってくれる」の 4 項目から構成されている

ので，「手段サポート」とした。  
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表 7-5 提供サポート因子分析結果  

項目 Ⅰ Ⅱ
考えや将来のことを話し合う .85 -.07

我がことのように喜んであげる .79 -.05

気持ちを理解してあげる .78 -.05

あなたがいるので孤独ではない .72 -.01

物事に一緒に取り組んであげる .66 .15

困ったとき、助けてあげる .60 .16

病気のとき世話をしてあげる .04 .84

引っ越しを手伝ってあげる .03 .79

家事を手伝ってあげる -.13 .65

経済的に頼りになる .13 .57

因子間相関 Ⅰ Ⅱ

Ⅰ ― .65
Ⅱ ―  

 

 

因子の合計を項目数で割ったものをそれぞれのサポート得点とした。

各得点と信頼性係数は表 7-6 のとおりであった。  

 

表 7-6 ソーシャルサポート  

M SD α係数
情報手段サポート 2.63 .69 .85
情緒サポート 3.21 .58 .83
情報情緒サポート 3.29 .56 .88
手段サポート 2.76 .67 .80

受領サポート

提供サポート
 

 

 

5 ソーシャルサポートと属性の関連  

 年齢，滞在年数とソーシャルサポートとのピアソンの積率相関係数

日本語能力 ,学歴とのスピアマンの順位相関係数を求めた（表 7-7）。

滞在年数と情緒情報提供サポートの間に正の相関がみられた（ r=.23, 

p＜ .05）。  
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表 7⊷7  ソーシャルサポートと属性の相関  

年齢 -.04 .10 .12 .00

滞在年数 .06 .12 .23 * .11

日本語能力 -.02 .18 .10 .01

学歴 .05 .10 .11 .00

情報手段
受領

情緒
受領

情報情緒
提供

手段
提供

*p<.05, **p<.01, ***p<.001
 

 

 

 職業の有無，子の有無によりソーシャルサポートに差があるか t 検

定を行ったところ，有職者の情緒受領サポート得点が無職よりも高か

った（ t（95）=.26, p＜ .05）。子の有無では，差はみられなかった。  

また主要出身国（中国，韓国，フィリピン），結婚経緯（その他を

除く，学校職場，友人，家族，紹介所）によってサポートに差がある

か分散分析をおこなった。情報情緒提供サポート（F（ 2,99）=3.73，

p＜ .05）と手段提供サポート（F（2,99）=7.35，p＜ .001）におい

て，出身国の有意な差が見られた（図 7-1）。Tukey の HSD 法（5％

水準）による多重比較を行なったところ，情報情緒提供サポート得点

はフィリピン＝中国＞韓国であり，韓国と中国，フィリピンの間に有

意な差がみられた。手段提供サポート得点は中国＞韓国であり，韓国

と中国の間に有意な差がみられた。結婚経緯による差は見られなかっ

た。  
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図 7-1 出身国による提供サポートの差  

 

 

6 友人の交流頻度とソーシャルサポート  

 友人との交流頻度（日本人・同国人・外国人・母国）とソーシャル

サポートとのスピアマンの順位相関係数を求めた（表 7-8）。日本人と

の交流頻度と情報手段受領サポート（ r=.37，p<.001），情緒受領サポ

ート（ r=.33，p<.001） , 情緒情報提供サポート（ r=.27，p<.01）と

の間に正の相関がみられた。同国人との交流頻度と情報手段受領サポ

ート（ r=.24，p<.01），情緒受領サポート（ r=.33，p<.001），情緒情

報提供サポート（ r=.28，p<.01）との間に正の相関がみられた。外国

人との交流頻度と情緒情報提供サポート（ r=.21，p<.01），母国の友

人との交流頻度と情緒情報提供サポート（ r=.23，p<.01）に弱い正の

相関が見られた。  

 

 

 

 

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

情報情緒 手段

得
点

提供サポート

中国

韓国

フィリピン

＊  

 

＊  

 

＊＊  

 

*p<.05, **p<.01, ***p<.001 
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表 7－ 8 友人の交流頻度とソーシャルサポートの相関  

日本人 .36 *** .33 *** .27 ** .09

同国人 .24 ** .33 ** .28 ** .15

外国人 .22 * .12 .04 -.04

母国 .21 * .18 .17 .16

情報手段
受領

情緒
受領

情報情緒
提供

手段
提供

*p <.05, **p <.01, ***p <.001
 

 

 

7 抑うつ度と属性の関連  

 年齢，学歴，滞在年数，日本語能力と抑うつ度とのスピアマンの順

位相関係数を求めたところ，日本語能力と抑うつの間に負の相関がみ

られた（ r=-.27, p＜ .01）。年齢（ r=-.09, n.s.），学歴（ r=-.06, n.s.），

滞在年数（ r=-.05, n.s.）とは相関がみられなかった。  

 職業の有無，子の有無により抑うつ度に差があるか t 検定を行った

ところ，職業の有無（ｔ (72.35)=.17, n.s.），子の有無（ｔ (111)=.91, 

n.s.）いずれも差はみられなかった。  

 また主要出身国（中国，韓国，フィリピン），結婚経緯（学校職

場，友人，家族，紹介所）により抑うつ度に差があるか検討するた

め，分散分析をおこなったところ，出身国（F(2,99)=1.80, n.s.），結

婚経緯（F(3,88)=1.3, n.s.）いずれも差はみられなかった。  

 友人との交流頻度（日本人・同国人・外国人・母国）と抑うつとの

スピアマンの順位相関係数を求めたところ，日本人（ r=-.25, p

＜ .01），母国（ r=-.31, p＜ .01）との間に正の相関がみられた。同国

人（ r=-.13, n.s.），外国人（ r=-.17, n.s.）とは相関が見られなかっ

た。  

 

8 抑うつを予測する変数  

異文化ストレス，ソーシャルサポート，抑うつ度のピアソンの積率

相関係数を求めた（表 7-9）。  
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表 7-9 異文化ストレス，ソーシャルサポート，抑うつの相関  

社会文化
- .30

**
.32

***
-.16 -.21

*
-.17 -.11 .42

***

言語
- .07 -.07 -.09 .08 .08 .13

離郷
- .04 -.13 -.08 -.04 .13

情報手段
- .56

***
.38

***
.55

***
-.29

**

情緒
- .51

***
.35

***
-.42

***

情報情緒
- .58

***
-.30

**

手段
- -.19

*

抑うつ度
-

*p <.05, **p <.01, ***p <.001

情報情緒 手段 抑うつ度

異文化ストレス 受領サポート 提供サポート

社会文化 言語 離郷 情報手段 情緒

 

 

 

異文化ストレスとソーシャルサポート，生活満足度，友人との交流

頻度および人口学的変数が抑うつ度に与える影響を検討するためにス

テップワイズ法による重回帰分析をおこなった。説明変数には，異文

化ストレス（社会文化，言語，離郷）ソーシャルサポート（情報手段

受領，情緒受領，情報情緒提供，手段提供），友人との交流頻度（日

本人，同国人，外国人，母国），滞在年数，日本語能力，学歴を用い

た。結果を表 7-10 に示す。情緒受領サポート，日本語能力，母国の

友だちから負の標準回帰係数が，社会文化ストレスから正の標準回帰

係数が有意であった。  
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表 7-10 抑うつを予測する変数  

B SE B β

説明変数

情緒受領サポート -5.57 1.39 -.31 ***

社会文化ストレス 4.42 1.21 .28 ***

母国の友達 -2.34 .78 -.23 **

日本語能力 -2.82 1.06 -.20 **

R2 .39 ***

基準変数：抑うつ度

*p <.05, **p <.01, ***p <.001
 

 

 

第 4 節  考  察  

 

1 抑うつ度  

 抑うつ度の平均値は， 15.11 で，抑うつを疑われる 16 点以上は

39.47％であった。本研究の結果は，CES-D を用いた先行研究と大き

く異なることはなかった（表 7-11）。日本在住一般成人女性の平均値

は 13.64（SD8.26）であり（今野・鈴木・大嵜・降旗・高橋・兼板・

大井田・内山， 2010），結婚移住女性の方がやや高い。抑うつが疑わ

れる 16 点以上の割合は，日本在住一般成人女性全体で 39.4％であり

（同書），本研究とほぼ同じ割合であった。これらの結果から，日本

在住女性と比較して，結婚移住女性の精神的健康の状態は不良である

とは一概には言えない。  

しかしながら，約 4 割の結婚移住女性は抑うつが疑われる状態にあ

り，結婚移住女性の精神的健康状態が決して楽観視できる状態にない

ことが明らかとなった。  
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表 7-11 先行研究における抑うつレベル  

先行研究 対象 規模 平均 16以上

Kim et al.(2011) 韓国における結婚移住女性 316名 14.1 39.9%

木村（1997） カナダへの日系移民女性 119名 14.1 36.4%

深谷（2002）
集団健康診断に訪れた新来外国人(男女）
（フィリピン39.1％、日系ブラジル34.5％）

74名 15.9 50.0%

Salgado de Snyder et al.（1990） 米国移民女性（メキシコ系、中米系） 112名 17.7 ―
 

 

 

2 困ったときの相談先  

 家族や自分自身が心理的な問題を抱えた際， 4 割の人が「日本にい

る同国人の友人」，「日本の家族」，「母国の家族」を相談先として選択

している。一方「専門の相談機関や病院」は一割弱に留まっている。

医療人類学者で，精神科医の Kleinman（1980）は，「ヘルスケア・

システム 8」の中で病気エピソード全体のおよそ 70％から 90％が，民

間セクター内部のみで処理されるとしている。本研究においても，家

族や同国人といった身近な人々が相談先として選ばれていることが明

らかとなった。この結果から，メンタルヘルスに関する予防策を考え

るにあたって，日本人家族や外国人コミュニティに向けて，心理教育

などを行うことが問題を抱える当事者に有益な情報を提供することに

つながることが考えられる。  

 

3 ソーシャルサポートに関連する変数  

 ソーシャルサポートと属性の関連では，滞在年数と情緒情報提供サ

ポートの間に弱い正の相関が見られた。これは，滞在年数が長くなる

につれて，サポートを受けるだけなく，サポート提供する側にも回っ

ている可能性を示唆するものである。しかしながら，時間とソーシャ

ルサポートにはっきりとした関連がみられなかった要因として，結婚

                                                   
8  「ヘルスケア・システム」は，病気に関連した社会的な諸要素を統合する概

念であり，民間セクター（ popular sector），専門職セクター（ professional 

sector）民俗セクター（ folk sector），の 3 領域に分けられ，民間セクターは

最も大きな領域として位置づけられる（ Kleinman， 1980）。  
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移住女性のソーシャルサポートを的確に捉えられていなかった可能性

が考えられる。留学生研究においては，外国人特有のソーシャルサポ

ートが検討され，尺度化されている（周， 1995；周・深谷 2002）。結

婚移住女性においても，来日当初は言語的なサポートなどサポートを

受けることが多いが，次第に同国出身者をサポートしたり，社会活動

を通して地域貢献していく過程が報告されている（一條，2012）。言

語的サポートや手続きのサポートなど結婚移住女性が必要とする特有

のソーシャルサポートを捉えられていなかった可能性が考えられる。

結婚移住女性特有のソーシャルサポートの検討については今後の課題

としたい。  

 情緒受領サポートにおいて，有職者の方が無職よりも多く受領して

いるという結果が示された。有職者の方が，無職者よりもソーシャル

ネットワークが広いことが想定され，情緒受領サポートが高かったと

考えられる。  

 また出身国によるソーシャルサポートの違いがみられた。情報情緒

提供サポートは，フィリピン＝中国＞韓国の順に高いことが，手段提

供サポートは，中国＞韓国であり，韓国出身者の提供サポートが低い

ことが明らかとなった。韓国出身者は，そもそも同国出身者同士がつ

ながりにくく，自助グループを作りにくいと言われている 9（李善

姫，2012）。したがって提供サポートが低かったと考えられる。  

 友人との交流頻度との関連では，日本人との交流が多い人，同国人

との交流が多い人ほど，受領サポートも高いことが示された。このこ

とから，ソーシャルサポート受領においては，日本人・同国人双方か

らのサポートが重要であることが示唆された。また日本人・同国人と

の交流が多い人ほど，情報情緒提供サポートが高く，同国人のみなら

ず，日本人に対してもサポートの提供が行われていることが示唆され

た。  

                                                   
9  その要因として李善姫（ 2012）は，ステレオタイプ化されている結婚移民

へのイメージから逃れるため，「差異化」と「戦略的不可視化」が行われてい

ることと来日当初から将来のエスニックビジネスに至るまで同国出身者の間で

激しい競争原理が働いていることを挙げている。  
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4 抑うつ度と属性の関連  

 抑うつと属性の関連では，日本語能力と抑うつの間に負の相関が見

られた。日本語能力が高いほど，言語ストレスも低く，生活上の支障

も少ないとことが想定される。そのため，抑うつと日本語能力との間

に相関がみられたと考えられる。  

 また主要出身国や結婚経緯によって抑うつ度に差は見られなかっ

た。第 1 章において，出身国や結婚経緯にかかわらず心理的問題は結

婚移住女性誰しもが抱えうるということを指摘したが，本章において

結婚経緯による差はないことが示された。主要出身国は，いずれもア

ジアであったため，早急に結論を出すことはできない。欧米諸国を含

めた検討を今後の課題としたい。  

 

5 抑うつを予測する変数  

 重回帰分析をおこなったところ，情緒受領サポート，文化社会スト

レス，母国の友人との交流，日本語能力が抑うつに影響する変数であ

ることが明らかとなった。  

 ソーシャルサポートの重要性は，先行研究においても指摘されてい

るところであるが（Noh, Wu, & Avison，1994；木村， 1997），本研

究結果から特に情緒サポートの受領が重要であることが分かった。情

報手段サポートは，日本語に不自由な初期に特に必要なサポートであ

ると考えられる一方で，情緒サポートは，初期の段階でも，長期的に

も必要とされるサポートであることから，抑うつへの影響が大きかっ

たと考えられる。  

 異文化ストレスの中で，文化社会ストレスが最も抑うつへの影響が

大きいことが明らかとなった。文化社会ストレスは，上手く社会参加

できていなかったり，文化価値観の相互理解が進まないことで生じる

ストレスである。これには，受け入れ社会と外国人，両者の理解が関

わっており，日本語能力のように一方の努力で解消しうるものではな

い。そのような解消の困難さが抑うつへの影響を高めていると考えら

れる。文化社会ストレスの緩和や相互理解のプロセスについては，イ
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ンタビュー調査などを通じて明らかにしていきたい。  

 母国の友人との交流が抑うつに影響していたことについては，母国

の友人と交流を持つことで，精神的な安定を得ていることが推察され

る。近年では，SNS の発達により，母国とのコミュニケーションがよ

り便利に，より容易になっている。以前は，母国にいる家族でさえも

国際電話で連絡を取ることは容易ではなかったが，今は SNS を通じ

て比較的容易に母国の友人関係を維持し，そこからサポートを得るこ

とができる。  

 また日本語能力が高いほど，社会参加や日本社会との摩擦も解消さ

れやすく，抑うつへ影響を与えたと考えられる。日本語能力の重要性

は，先行研究においても指摘されてきたところではあるが（Kim et 

al., 2011；Kim & Kim, 2013；Kim et al. , 2013），改めて抑うつとの

関連が示された。メンタルヘルスの予防的視点からも，日本語支援が

重要であるといえる。  
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第 8 章  研究Ⅴ 結婚移住女性の異文化適応過程  

 

 

第 1 節  問題と目的  

 これまでの結婚移住女性に関する異文化適応研究は，異文化不適応

研究であるとの指摘がある（歌川・丹野，2008）。それは，精神保健領

域における研究の多くが，病院を訪れた外国人，つまり問題が顕在化

した事例を扱ってきたことに起因する（桑山，1995；許，2010；大西

他， 1987b）。近年，ネガティヴな影響や問題に焦点を当てるのではな

く，人間の強みや長所に着目するという新たな方向性が注目されてい

る（Seligman & Csikszentmihalyi，2000）。これまでの在住外国人研

究は，原因追及型研究であり，当事者の経験や問題解決に目が向けら

れることはあまりなかった。しかしながら，葛藤やストレスを抱えな

がらも，日本に上手く適応し暮らしている結婚移住女性たちが多くい

る。彼女たちがどのように困難やストレスを乗り越え，日本生活して

きたのか，問題解決の視点にたって，検討する必要があるだろう。  

また結婚移住女性のような長期滞在者の場合，ライフイベントと精

神的健康の関連が指摘されている（江畑， 1989；許， 2010；大西他，

1995）。原因追及型研究の場合には，問題がおこる直前のライフイベン

トしか知ることができない。結婚移住女性のような長期居住者の場合

には，長い異文化生活のなかで，様々なライフイベントがあり，また大

小さまざまな危機的状況が起こりうると考えられる。したがって長期

的視野に立ち，どのような時期にどのようなライフイベントがあり，

どのような危機にさらされ得るのか，長期的視点に立ったプロセス研

究が必要であるといえる。  

したがって本章では，長年日本で暮らす結婚移住女性の経験に着目

し，ライフストーリーから異文化適応過程を明らかにすることを目的

とした。考察では，ライフイベントと保護因子，Berry & Kim（1988）
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の文化変容態度に基づき，日本文化と自文化の統合に着目する。  

 

第 2 節  方  法  

1 研究協力者  

 研究協力者は，日本滞在年数が概ね 10 年以上の日本語で面接可能な

結婚移住女性とした。また異文化適応の臨床基準として， CES-D【う

つ病（うつ状態）自己評価尺度】において 16 点より低く抑うつが疑わ

れないことを条件とした。  

 10 名の研究協力者に半構造化面接を行い，条件を満たした 9 名を分

析の対象とした。本研究で用いる複線径路等至性アプローチにおいて，

1 人では，個人の経験の深みを探ることができ， 4±1 人では，経験の

多様性を描くことができ，9±2 人では，径路の類型を把握することが

できると言われる（荒川・安田・サトウ， 2012）。  

 本研究の協力者のプロフィールを表 8-1 に示す。A から F の研究協

力者は，いずれも結婚以前に日本での滞在経験があり，日本での恋愛

結婚によって日本人の夫と結婚に至っていた。G は，母国の大学で日

本人の夫と出会い，結婚後来日した。H と I は，知人の紹介を通じて

来日し，日本人男性と見合いをして結婚した。出身国は，東アジアの

J 国，東アジアの N 国，東南アジアの M 国，欧米の K 国，南米の L

国の 5 か国であった。来日してから，日本以外に滞在したことのある

年数を ()で示した。  
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表 8-1 研究協力者のプロフィール  

研究
協力者

出身国
在留
資格

年齢
結婚
年齢

滞在年数
(日本以外）

結婚
経緯

義父母と
の同居

職業 子

A
東アジア

J国
国籍取得 40 26 16（１）

就学→
恋愛

なし 大学院生 有

B
東アジア

J国
国籍取得 53 33 28（３）

留学→
恋愛

なし 非常勤 有

C
欧米
K国

永住 35 26 13（１）
仕事→
恋愛

別居→同
居→別居

非常勤 有

D
南米
L国

永住 53 30 20
研修→
恋愛

なし 非常勤 無

E
東南アジア

M国
永住 44 24 20

仕事→
恋愛

別居→同
居→他界

非常勤 有

F
東南アジア

M国
永住 44 23 23

仕事→
恋愛

同居→
別居

自営業 有

G
東アジア

J国
国籍取得 35 24 9（2）

恋愛(母
国）

なし 非常勤 無

H
東アジア

N国
永住 33 23 10 紹介 同居

アルバイ
ト

有

I
東アジア

N国
永住 45 33 12 紹介 同居 なし 有

 

 

 

2 調査および分析方法  

 1 対 1 の半構造化面接によりデータを収集し， TEA（ Trajectory 

Equifinality Approach: 複 線 径 路 等 至 性 ア プ ロ ー チ ） の TEM

（Trajectory Equifinality Model:複線径路等至性モデル）によって分

析を行った。安田（ 2015）によると，TEA は，時間の流れとシステム

を捉えるという特徴をもった，過程と発生を捉える質的研究法として

発展してきた。TEA も TEM も等至点（Equifinality Point:EFP）を主

要概念とする。サトウ（ 2015）によると，この等至点という概念は，

ベルタランフィによるシステム論の開放系（オープンシステム）は等

至性をもつ，というテーゼに依拠しており，ひとつのゴール・目標に対

して複数の異なる径路を想定しうる，ということを表わしている。こ

の等至点にいたる複数径路を描く方法が TEM である（サトウ，2015）。  
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3 本研究における等至点―異文化適応の定義  

 本章の目的は，ライフイベントとの関連から結婚移住女性の異文化

適応過程を明らかにすることである。したがって，本研究における等

至点は，「異文化適応する」ということになる。  

異文化適応の定義や指標については，さまざまな議論があり，研究

者間で一致していないとの指摘がある（高井，1989）。留学生の異文化

適応研究についてまとめた譚ら（ 2011）によると，異文化適応の定義

には，適応を調和のとれた好ましい状態として捉えている静的なもの

と適応を過程と捉える動的なものがあるが，いずれにせよ個人が新し

い環境に自分を合わせていくという点で一致しているとする。そして，

異文化適応の定義を「個人が異文化で心身ともに概ね健康で，強度な

緊張やストレスにさらされていない状態」としている。  

また鈴木（2012）によると，異文化適応とは，「個人が新しい環境（異

文化やそのメンバー）との間に適切な関係を維持し，心理的な安定が

保たれている状態，あるいはそのような状態を目指す過程」であると

される。  

この「個人か新しい環境に合わせていく」，「個人が新しい環境との

間に適切な関係を維持」するという点について，より詳しく述べるな

らば，「自文化」についての視点が必要である。Berry & Kim（1988）

は，異文化適応を考えるうえで，４つの文化変容態度を提示している。

文化変容態度とは，個人の異文化と自文化に対する態度（肯定・否定）

により， 4 類型に分けられる。具体的には，「自文化のアイデンティテ

ィと特徴を維持することを重要と考えるか？」，「他の集団の人々との

関係を維持することを重要と考えるか？」という 2つの質問に，「はい」

「いいえ」で答える。異文化にも自文化にも否定である場合には，「周

辺化」，異文化に否定で自文化に肯定の場合には「分離」，異文化に肯定

で自文化に否定の場合には「同化」，異文化，自文化ともに肯定の場合

には「統合」に分類される（表 8-2）。異文化適応や精神的健康におい

ては，「統合」が最も理想的とされる（井上，2001）。Berry & Kim（1988）

に依拠すれば，異文化適応とは，異文化適応を個人が一方的に異文化
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社会に合わせるのではなく，自文化と異文化を統合していく過程と定

義できる。  

 

表 8-2 文化変容態度  

否定（いいえ） 肯定（はい）

否
定

（
い
い
え

）

周辺化 分離

肯
定

（
は
い

）

同化 統合

自文化のアイデンティティと特徴の維持を重要視

他
の
集
団

（
異
文
化

）
と
の

関
係
維
持
を
重
視

 

 

 

また賽漢卓娜（ 2011）においては，価値観や文化を規定する準拠集

団，準拠枠の変更として捉えられている。国際結婚では，当初ホスト社

会の準拠枠と結婚移住女性の準拠枠が異なるため，衝突が起こる。し

かしホスト社会側が準拠枠を緩めたり，結婚移住女性が日本人の家族

や地域の日本人女性たちといった新しい準拠集団に属することによっ

て，準拠枠を変更することで，解消されうるとしている。この新しい準

拠集団に属するということは，居場所を得るということとほぼ同義で

あると考えられる。結婚移住女性たちは，全く関係性がなかった日本

社会おいて，夫との夫婦関係，義父母や子どもとの家族関係，地域の

人々との社会関係を作り，居場所を築いていく。この全く存在しなか

った異文化社会において，様々な人間関係を作り，居場所を築いてい

くことを異文化適応過程と捉えることができる。  

本研究では，上記の定義を踏まえ，異文化適応を静的には心身が健

康であり，動的には異文化と自文化を統合しつつ，新しい社会におい
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て自らの居場所を築いていく過程と定義する。  

 また本研究においては，等至点ではなく等至域という概念を使用す

る。田垣（ 2009）は，障害受容を例にあげ，障害受容には，完治の断

念，障害の医学的理解，社会的に望ましいとされることに取り組むこ

となど多様な意味をもっており，点として図示された場合には，この

ような多様性がわかりづらくなると指摘する。社会科学の概念自体が

多様性を持っていて，「点」によって表しにくい（田垣， 2009）。異文

化適応も，心理的安定や自文化と異文化の統合，居場所の獲得などさ

まざまな意味をもっている。さらには，変化する状態として捉えられ

るものなので，「異文化適応に達した」というように点として捉える

ことは難しい。したがって本研究では，図の上部を適応域，下部を不

適応域と設定し図示し，現在に至るまでのライフストーリーを描く。  

 

4 TEM における用語と概念  

 TEM に用いる用語と概念について，荒川・安田・サトウ（ 2012）よ

り，表 8-3 にまとめた。研究協力者が実際に選択した径路は実線で，

選択しなかった径路は点線で描かれる。また図における横軸は，時間

の経過として，縦軸は，下が両極化した等至域，上が等至域として使用

する。  
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表 8-3 TEM における用語  

TEM図での表記 意味

EFP
等至点
(本研究では等至
域）

個々人が固有な経路をたどっても、時間経過のなか
で、等しく到達するポイント

P-EFP
両極化した等至点
（本研究では両極
化した等至域）

等支点に対する理論的な補集合

BFP 分岐点
その人を等支点へと導くうえで何からの迷い複線性が
生じる点

SD 社会的方向付け 等至点から遠ざけようと働く力

SG 社会的ガイド 等至点へ至るように働く力

SPO
統合された個人的
志向性

個人の内的な欲求や意志

OPP 必須通過点
多くの人がほぼ必然的に通らなければならない地点
（制度的・習慣的・結果的）

概念

 

 

 

5 手続き  

 調査期間は， 2015 年 6 月～2016 年 6 月であった。第 6 章で用い

た質問紙にて研究への協力を募った。また協力者の紹介，個人的な知

り合いを通じて依頼した。謝礼として，研究協力者には，図書カード

を渡した。  

面接は，すべての人に対して，一人につき 3 回行った。 1 回目の面

接では，研究への同意を得た後，インタビューガイド（表 8-4）をも

とに，来日経緯から現在に至るまでのライフストーリーの聞き取りを

おこなった。面接内容は，許可を得て IC レコーダーに録音した。な

お，面接はすべて日本語で行われた。  
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表 8-4 インタビューガイド  

質問項目

・年齢（現在、来日時、結婚時、出産時等）

・滞在年数

・職業

・来日経緯

・来日以前の日本の印象、来日直後の日本の印象

・結婚経緯（双方の親の反応、当時の心境）

・言葉の困難さ（日常生活に支障がなくなる時期）

・文化差について

・出産/育児/教育について

・社会参加について（仕事、地域活動等）

・友人について（日本、母国）

・家族について（日本、母国）

・将来展望  

 

 

次に，録音から逐語録を作成した。意味のまとまりごとの要約をカ

ードに書き起こした。出来上がったカードを時系列に並べ直し，出来

事とその背景に分けて，TEM 図を作成した。  

2 回目の面接では，作成した TEM 図を用いて筆者が説明を行なった

後，協力者に順序や要約した項目に間違いがないか確認してもらいな

がら，さらなる聞き取りをおこなった。  

3 回目の面接では， 2 回目の面接をもとに修正した TEM 図の確認を

おこなった。  

以上の過程を通して，協力者一人一人の TEM 図を作成した。その

後，協力者全員の TEM 図をもとに結婚移住女性の TEM 図を作成し

た。一人一人の TEM 図において共通する項目は，より抽象化した表

現にしてまとめた。共通しない項目は，そのまま用いた。  

 

6 倫理的配慮  

協力者には，調査同意説明文書を用いて， 1．研究目的， 2．研究計

画， 3．研究方法， 4．研究による不利益， 5．個人情報の保護， 6．研

究結果の公表および 7．問い合わせ先について説明し，研究協力への同

意文書に署名を得た。  
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 本研究計画は，東北大学大学院教育学研究科研究倫理審査委員会に

より承認を受けた（承認 ID:15-1-001）。  

 

第 3 節  結果と考察  

 

1 第Ⅰ期：来日から結婚まで  

 来日から結婚までを結婚前期として，図 8-1 に示した。なお，第Ⅰ

期は，結婚以前の出来事であり，研究協力者 A から F，結婚前滞日群

のライフストーリーから作成されたものである。  

①  初期の好印象  

来日直後の日本に対する好印象は，その後の日本との関係に影響を

与えていた。東アジア出身の A は，母国出国時，役人に非常に冷たく

されたが，それとは正反対に，日本の入管が笑顔で迎えてくれたこと

が印象的で，友人に「どちらが母国かわからない」といった手紙を送っ

たほどだったという。また南米出身の日系人 D は，それまで日系人社

会を通じて日本に対してあまりよい印象を抱いていなかったが，はじ

めて祖父の故郷を訪れた際，言いようのない懐かしさと親しみを覚え

たという。来日以前の日本に対する印象は，国と国の歴史関係やその

国の教育など母国文化の影響を受けている。来日以前にいただいてい

た印象と実際に体験した出来事の差が大きいほど，その出来事は好印

象として残る。このような来日当初の日本に対する好印象は，初頭効

果 10のように，その後の日本社会との関わりにおいて大きな意味を持

つ。日本に対して好印象をもった場合には，日本語や日本の文化をよ

り理解したいという動機を高めていた。  

②  第一次言葉の問題とカルチャーショック  

 次に，第一次言葉の問題にぶつかる。これは，外国語環境の中で，ほ

とんどの人が経験する問題である。初期段階では，誰しもが日本語を

自由に扱えないこと，その不自由さにストレスを感じる。A は，しゃべ  

                                                   
10  第一印象がその後関係に影響を与えること（Asch, 1946）  
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りたいけどしゃべれないことがストレスだったという。  

第一次言葉の問題とほぼ同時に，今まで暮らしてきた状況とはすべ

てが異なるというカルチャーショックを体験する。カルチャーショッ

クを受けて，それをストレスと感じる人とあまりストレスと感じない

人に別れた。欧米出身の C は，「言葉が通じない。すべてが違う」こと

で不安になり，そのストレスで体重が半年で 10 キログラム増えたとい

う。一方で B は，大学と研究だけの生活を送っていたため，あまり社

会接触がなくストレスを感じなかったという。F は，就労目的で来日

したので仕事で成果をあげることに専念しており，日本・日本人との

ストレスというよりは，むしろ職場にいる同国人同士ストレスが強か

ったと語る。ストレスの感じ方の違いには，日本社会との接触の度合

いや日本と母国が食習慣から環境，文化に至るまでどれほど異なるか

が影響していると考えられる。  

その後，カルチャーショックにストレスを感じた人の多くは，特に

日本人との関係の難しさを感じていた。C は，日本社会のホンネとタ

テマエを理解することの難しさ，友人を作ることの難しさを語った。  

第一次言葉の問題を抱えたり，カルチャーショックを経験している

時期には，生活上の様々な手続きを行ったり，言葉の手助けをしてく

れるような面倒をみてくれる人の存在があった。それは，職場の同僚

や留学生の世話をする人などである。また母国語を話せる同国人との

交流も支えになっていた。  

③  キーパーソンとの出会い  

また異文化生活の初期に，現在まで交流が続いている日本人キーパ

ーソンとの出会いがみられた。A は，大学で留学生を支援している日

本人 O 氏に出会い，日本語学校やアルバイト終了後， O 氏宅に通って

日本語や日本の文化について勉強していた。B は，奨学金をもらって

いた団体で事務をしていた日本人 G 氏と個人的にも親しくなった。B

に子どもができてからは，子どもを G 氏に見せたり，現在でも交流が

続いている。C は，たまたま通っていた歯医者の日本人 H 氏と親しく

なり，H 氏宅に日本語の勉強をしにいったり，H 氏を通じて地域の人
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と交流を持つようになっていった。このようなキーパーソンとの出会

いを通じて，日本社会との交流が深まったり，日本語が上達していっ

た。また夫がキーパソンとなる場合もあった。  

将来夫となる人は，情緒的サポートだけでなく，道具的サポートも

提供する。A は，心労で体調を崩したとき，交際相手が病院につれてい

ってくれたり，世話をしてくれたという。一人で日本という異文化社

会に入ってきた結婚移住女性にとって，将来の夫となる人からの家族

のような親密なサポートは重要であったといえる。  

④  結婚の決断  

夫との結婚を決断する際に，多くの協力者は迷いを感じていた。C は

日本での生活は，仮のもので，リアルなものに感じられなかったとい

う。そこで，夫との関係を一度帰国して考えてみることにした。  

「私母国に帰りたかったんです。ゆっくり考えたかったというか，

ほんと日本はほんといいかどうか，あのー，でやっぱり，つきあうこと

を，なんというか，リアルライフじゃない気がしたんです。だから母国

で，母国に帰ったんです」。  

夫が長男であること，いずれは実家の農家を継ぐこと，自分の家族

にはなかなか会えなくなることと夫への気持ちを天秤にかけ，自分の

気持ちを信じることにしたという。B と D にとって，日本人である夫

と結婚することは，自分のキャリアを一時的あるいは継続的に断念す

ることを意味した。D は，母国の両親の世話をしなければならないと

いう責任もあった。しかし仕事はどこでもできるが，夫はこの人しか

いないと結婚に踏み切った。B は，親の反対もあったが，夫の B でな

ければ結婚しないという堅い意志を受け結婚した。また E は，結婚時

に夫が以前離婚していたことを知り，信用できないと思ったが，子ど

もができたこと ,夫への思いが強かったことから結婚に踏み切った。  

 

 

 

 



121 

 

2 第Ⅱ期：結婚から出産まで  

 結婚から出産までを第Ⅱ期とし，図 8-2 に示した。第Ⅱ期からは，

研究協力者 A から F の結婚前滞日群に，結婚して初めて来日した結

婚来日群，G，H， I のライフストーリーを加え作成した。  

①  義父母との同居  

結婚後の夫の両親との同居の有無は，その後の結婚・家庭生活に大

きく影響する。H や I のように同居が前提になって結婚している場合

もあるが，選択できる場合もある。D は結婚当初，義理の両親から同

居を迫られたが，はっきりと断ったという。初期の段階で，毅然とし

た態度を取ったことが後の親戚関係にも影響を与えたのではないかと

振り返る。  

 「結婚して，最初私，腹黒くしていたんだけど，これは無理だなと

思って， 1 年目でもう自分を。だって結婚して 3 ヶ月で，すぐ一緒に

住んでくれないかって，次男なのに。私『絶対住まない，最悪だ』と

いったの。（中略）でもどこにでもある話。でも私すごく恵まれてい

るのは，最初から，たぶん私ばーっと言っていたから，今は言わなく

なった。（中略）一緒に住んでほしいといったときに，『私絶対住まな

い』って。お母さん『がーん』って。びっくりしたと思うのね。今

は，良い関係に結びついて，（中略）たまにお茶っこしたり，二人

で」  

②第二次言葉の問題（結婚前滞日群）  

結婚前滞日群では，結婚後に再び言葉の問題が現れることがあった。

これを第二次言葉の問題とした。C は日常生活に支障はなくとも，本

当の気持ちを伝えるのは難しかったと振り返る。  

「ほんとの気持ち伝えるとき，なかなかうまく伝わらないから，た

だ昨日何をしましたかとか，何をしますかとかそういう会話はできる

んですけど，ほんとの気持ち，なかなか伝わらなかった。言葉足りない

から。日本語の言葉足りないので，それやっぱり，不安というか，うま

く伝わらない」。  
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D もまた結婚後，夫が日本語に厳しかったことを振り返る。D は，

今振り返ると夫は厳しかったが，同時に日本語教室の送り迎えなどを

通して，日本語習得を献身的にサポートしてくれたという。  

F の場合には，仕事上使っていた日本語と日常の日本語が全く違う

ことを実感したという。なお F は，結局最初の日本人夫とは上手くい

かなくなり，離婚している。  

 「普通の会話。日常の会話ができない。（中略）水商売の言葉，お店

の言葉と普通の生活する（言葉）は違うんだよね。（中略）でも実際に

こっち（結婚）生活すると，それが辛いんだよね。そのときは，すぐ勉

強しに行ったの，日本語を，日本語勉強」  

仕事や留学を目的とした一時的な滞在から結婚という長期滞在に変

わるとき，周囲が彼女たちに求める日本語能力，そして本人が必要と

する日本語能力もレベルが上がる。日常会話ができるだけでなく，よ

り詳細で的確に自分の感情や考えを述べられる能力を必要とするので

ある。  

③第一次・二次言葉の問題とカルチャーショック（結婚来日群）  

また当然のことながら結婚来日群の場合には，このような第二次言

葉の問題を日本語の課題としては経験するが，一次，二次と段階は分

れず，一気に経験することとなる。  

 このような言葉と文化のストレスを抱えている初期の段階では，第

Ⅰ期同様，同国人からサポートを得ている。しかしながら同国人から

サポートを得る一方で，マイナス面もある。 I は，日本に来た当初，

寂しくて同国人を求めたが，友人関係を築くには慎重にならなくては

いけないと言う。  

 「最初は，私みたいに，ひらがなも読めないで来た人は，母国語が

言いたくなるじゃないですか。さっぱりわからないから。関係なく友

だちになろうと思ったんだけれども，いろいろな人がいるんです。寂

しくて，なんでも付合えば，それは危ない。ちょっと考えて，自分と

合う人と会わないと詐欺にあう（だまされる）。」  

 仲介婚の場合には，恋愛結婚と違い，日本人との結婚に踏み切るに



124 

 

は様々な理由がある。そのため，経済的問題があったり，一度離婚し

ていて，母国での結婚が難しいのではないか，あるいは経済的上昇を

求めて日本人と結婚したのではないかと結婚理由を詮索される。結婚

理由に限らずとも，特に同国人の間では，詮索話や噂話が広まりやす

く，そのため同国人と距離を置くケースは，少なからずみられる。 I

のケースは，来日当初の寂しさから，同国人を頼ったが，同国人同士

の関係にもマイナスの側面があることを示している。  

 G もまた同国人の友人関係の難しさについて語っている。  

 「同国人の友だち，やっぱりここ苦労するんだねとか，同じ立場

で，どういう風にやればいいんだろうってことじゃなくて，今のとこ

ろを否定するのが大きかったんですよね。……でやっぱり，会うと母

国語でしゃべるので，日本語のスキルもあがらないし……」  

 同国人の友人とは異文化における困難な状況を共感しあえるが，と

もすると困難な状況にばかり目が向いてしまうという。また G の場合

には，比較的若い年齢で結婚したことで，同国人とは年齢差があり，

距離感があったことも語っている。同じ国の出身者でも，結婚経緯，

年齢，社会階層など様々な違いがあり，継続的な信頼関係を築くこと

は容易ではない。  

④結婚後の仕事やキャリア  

 結婚後の仕事については，仕事をする，または継続する場合としな

い場合に分かれた。結婚後，仕事を辞めた A は，「これまで一生懸命

に働いてきたので，もういいかな」と思い，専業主婦になったとい

う。G は来日後，日本語も不自由なまま飲食店のアルバイトをはじめ

たという。はじめは，夫の職が不安定で生活を安定させたいと思いア

ルバイトを始めたが，次第に母国との仕事のギャップに情けなさを感

じてきたという。母国では，公的な職場で正職員として働き，経済的

にも余裕があり，周囲からは接待を受けるような立場にあったとい

う。  

 「自分では，私はすごい仕事してた，仕事人間だとそのときは（母

国にいたときは），自分で勝手に思っていて，で，日本で，キッチ
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ン，厨房で働いたときに，自分が情けなくてしょうがなかったんです

ね。（中略）自分の実家，家族にも言えなかったです。日本でアルバ

イト生活してるって。でも辛くてしょうがなかったんです。その上に

言葉もあんまりわからなかったんですね。３ヶ月目か，４か月目の時

に自殺しようかと思ったんですよ。（中略）自分が情けなくて」  

 このような感情を爆発させたとき，夫が G を支えてくれて自殺を思

いとどまった。しかしその後も，悶々として暮らしていたが，ある

時，日本の大学入学を目指して勉強を始めた。  

「日本に来てアルバイト１年半やったかな。で，このまま続いた

ら，私一生アルバイト生活をすることになるんだと思って。それから

日本の高校で使う教科書を買ってきて，自分で勉強し始めたんです

ね」  

G は，日本語教室や日本語学校に通ったことは一度もなかったが，

生活のなかで日常的な日本語を学習していた。当時大学入学を目指し

たのは，日本での学歴がないから，希望する職に就けないと思ってい

たからだという。退職して時間のある義父に教わりながら，高校の教

科書を使って勉強したという。最終的に，母国で大学を卒業している

のであれば，大学院入学すればよいという事になり，日本の大学院に

入学した。大学院に行くようになると，それまで家族だけだった社会

関係も広がり，語学力を活かした仕事の依頼が入るようになり，G は

次第に自信を取り戻していった。今は大学院を修了し，語学関係の仕

事をしながら，資格取得を目指している。G のような，移住に伴う社

会的・経済的地位の低下は，精神保健の危険因子となりうる。  

⑤妊娠・出産  

結婚後の大きなライフイベントとして，妊娠，出産がある。ここで

は，第一子の妊娠・出産に着目し，以降は省略した。妊娠や出産は，

外国人女性にとってストレスフルなイベントであることが指摘されて

いる（橋爪他， 2003；石他， 2004；藤原・堀内， 2007）。妊娠中の病

院での丁寧な対応，日本語に不慣れなときに，日本人家族が検診に付

き添う，産後親族が手伝いに来てくれたことなどがサポート因として
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語られた。 I は，日本語もわからず，運転もできなかったため，姑が

いつも検診についてきてくれたという。A は，妊娠中毒で 2 度入院し

た。外国人だからより丁寧な扱いを受けたのではないかと振り返る。

E は，夫も支えてくれたが，仕事などで忙しく，病院などの対応が助

けになったという。  

また A，B，H の場合，産後に親戚が手伝いにきた。E は，母国で

はメイドを雇うのが一般的だが，日本ではできなかった。自分はたま

たま産後の状態が非常によかったので，困らなかったと振り返る。産

後，妊婦がどのように過ごすかは，文化によって異なる。中国や東南

アジアでは，メイドを雇って家事をしてもらい，産婦は休養するのが

一般的であるが，欧米では， 1～2 日で退院することも多い（ノー

ラ，2005）。妊娠・出産に関する文化が大きく異なるため（松岡・小

浜，2011），ストレスへのリスクが高まることに留意しなければなら

ない。  

H は，産後母国の母親手伝いに来たが，実母が帰国後，感情が爆発

したという。  

「それから，爆発したんですよ。なんで私，ここにいるのって，な

んで私は結婚してここにいるのって，自分で結婚すると決めたこと

（なのに），責任を全く，全部母のせいにして，（中略）（お母さん

が）なんでもっと反対しなかったとか，なんでもう準備も何もなって

いないのにお母さんになってとか，もうあのときに爆発したんです

ね。もう一年過ぎてから」  

何もわからず，日本に合わせてきて，本当の自分はこれではないと

いう思いが出てきた。しかし，日本人の家族には当たれない，日本人

側に原因があったわけではないので，実母に当たったという。また H

には少なからず，母を責める理由もあった。  

「でもこっちの義理のお父さん，お母さんには何も言えないじゃな

いですか，主人にも言えないし，それを全部母に。（中略）あっちが

悪いわけじゃなかったので，原因がこっちじゃないですか。自分自身

に原因があって，（中略）自分が今まで慣れていたところと全く違う
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ところに自分が来ていることが，たぶんここまで詰まっていたと思い

ますね。その詰まっていた原因が主人とか義理の両親ではないので，

日本に行くんだよと勧めたのが母で，勧めたというか，まぁ，あるん

だよねって，紹介してくれたのが母であって，それで言えるのが母し

かいなかったから，そういう母に対して，爆発したところもあったん

ですよね」  

H の母は，反論することもなく，「悪かったね」と受け止めてくれ

たことで，感情は落ち着いたという。産後は，ホルモンの変化，生活

環境の変化により，感情が不安定になることがある。このような不安

定な状況があることを知り，支えることが必要であるといえる。  

D には子どもがいない。D は不妊治療をしていたが，最終的に子ど

もを授かることはなかった。D は不妊治療を続けるなかで，不妊治療

をタブー視する日本の雰囲気が辛かったと語る。  

「日本でのこういった病気に関する，（中略）あのーちょっとタブ

ーだったみたいね。（中略），日本人の友だち同士でも話せない雰囲気

が・・・。結構外国では，普通に誰にでも，知らない人でも『実は私

不妊治療しているわ』って。誰も隠さない。（中略）それが気楽に，

ある面で，なるのね。なります。（中略）待合室の，不妊治療者たち

の，ほんとにもう，じっと，みんなひとりで抱えているみたいな感じ

で。だから，タブーだったから，それが私非常に良くなかったと思う

し，（中略）私，それが辛かった。真剣なんだけど，なんていう，待

合室で友だちもできなかったし，同じ問題抱えている。（中略）その

雰囲気，すごい私嫌だった」。  

D は，気軽に話題にできない日本社会と違い，不妊治療の大変さを

同国人友人には話せており，とても支えになったという。  

⑥産後の仕事復帰  

出産後，C は仕事に復帰した。C の場合，産後，義父母の協力が得ら

れたことで以前の仕事に復帰した。一方，A は結婚を機に専業主婦に

なり，しばらく子育てに専念した。B は，結婚を決意すると同時に仕事

を断念することを覚悟していた。母国では，結婚していても別居して，
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それぞれの仕事を追求することはあり得ることだったが，日本では難

しいと断念した。また結婚時の年齢が遅かったため，子どもを産むこ

とを優先したとも述べている。当時は，子育てと仕事を両立できる環

境にはなく，結果的に仕事を断念し子育てに専念することになった。  

 

3  第Ⅲ期：産後から仕事・キャリア形成に注力するまで  

 産後から子育てが落ち着き，仕事やキャリア形成に注力するまでを

第Ⅲ期とし，図 8-3 に示した。第Ⅲ期は，出産あるいは不妊治療を経

験していない G を除く， 8 名のライフストーリーから作成した。  

出産後，C は経済的な理由から義父母と同居を始めた。F は日本人

との結婚に一度失敗したことから，シングルマザーとして子どもを育

てる決意していた。しかし現在の夫の実家に呼び寄せられ，義父母と

同居することになった。F は第２子の誕生後，夫と籍を入れた。  

①  日本人母親との交流  

産後の子育ての中で，地域や保育園，幼稚園を通して，日本人の母

親たちとの交流が増えてくる。H は，産後はじめて日本人の友だちが

できた。  

「子どもが産まれてから，ママ友というか，友だちもできたんです

よね。今までは，N 国の友だち，N 人，Y 県に来ている N 人との繋が

りしかなかったんですけど，子ども産まれてからは，近所のお母さん

との付き合いが深くなってきて。」  

日本人の友だちができたことで，日本語も上達した。その友だちと

は，友だちが引っ越してしまった今でも交流を続けている。  

B は，子どもが通う幼稚園のママコーラスに参加し，交流をもった

という。子どもがいることで，活動の場が広がり，子どもという共通

点があることで母親同士の交流がうまれる。D は振り返って，母親付

き合いは「子どものためにしていたというところもあった」と語る。  

母親付き合いをすることによって，知らなかった日本の幼稚園の状

況や地域の情報などを知ることができる。日本の教育を自ら経験して

いない外国人の母親にとって，日本人の母親との付き合いは，日本の  
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子育てについて様々な知識を得る場となる。川崎・麻原（2012）も指

摘するように日本の母親をモデルとしてモデリングが行なわれてい

る。また親同士が交流することで，子ども同士の関係をより円滑にす

るという効果もある。   

F の場合も仕事や保育園を通して，日本人の友人ができていったと

いう。仕事をすることで日本語が上達し，保育園では，保護者行事な

どを通じて，日本人母親との交流が増えていった。そのとき，友人に

なった人とは今でも交流があり，悩んだ時には，助けになる存在だっ

たという。  

②  義父母との葛藤  

 義父母との同居での葛藤や対立は，子ども，義父母にとっての孫の

誕生と共により鮮明になっていく。 I の場合，子育て感の違いから葛

藤が生じた。  

 「最初は，ありがたかったんですけど，子ども生む前はそうだった

んですけども，子ども産んでからはトラブル。日本と母国，子育ての

考え方違うから，文化の違い」  

 I は，10 年以上前に来日した外国人の母親が日本語ができないこと

で，子どもの学校行事や面談，子どもの教育に参加できないことを目

の当たりにした。日本語ができないと，自分で子どもに教育ができな

いという危機感を感じ， I は必死で日本語を勉強しはじめたという。

今では，運転免許も取得し，子どもの学校行事にも自ら参加してい

る。日本語を習得したことで，人に頼らず自らできることが格段に広

がった。 I は様々な場面で，葛藤や対立を感じながらも，同居を続け

ている。  

 F も子どものしつけや教育をめぐって，義父母と対立した。義母は

対立すると，F が外国人であること，日本の文化を知らないことを持

ち出し，F は釈然としないながらも閉口するしかなかった。このよう

な義母との対立を，仕事場で知り合った日本人に話すことで，ストレ

スが緩和されたという。また，義母との対立の原因を外国人であるこ

とに帰属せず問題を一般化することで，心理的安定を保つ側面もみら
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れた。  

「うちのばあちゃん違うもん。『あー，ママが悪いね』って。小さい

ときからずっと言ってるの。それがちょっと辛かったね。それは M 国

の考え方と日本人の考え方じゃないと思うね。ただ私は，ばあちゃん

私気に入らないから，こうやっている感じ，しか思わないんですよね。」 

 義母は，F が外国人であるから，F のやり方がすべて悪いと全否定す

ることに F は憤慨している。そして教育に対する文化的違いから衝突

が生じているのではなく，義母の F 個人に対する感情から衝突が起き

ていると解釈している。またこのような嫁姑の対立が異文化によって

起こるのではなく，日本人同士でも起こりうることだということを日

本人の友人に相談することによって確認している。  

 「日本人のおばちゃん『こうなんだよ』って。やっぱり，比べられる

じゃないですか。私が M 人だからこうじゃなくて，（中略） やっぱり

聞くと日本人も M 人も同じなんだって。あの，姑だってだいたいみな

同じなんだって。でもやっぱり M 人同士だと，『あー私やっぱり M 人

だから・・・』もう落ち込むのよ。同じ M 人と話すると，でも日本人

だったら，あー日本人も同じなんだと思って。やっぱり気持ち違うじ

ゃん。ただ M 人だけだと『あー，私 M 人だから・・・』どんどんどん

気持ち，へこむんだよね。＜同じ国だからわかってもらえるじゃなく

て，へこむ？＞なんていうか，あのー，M 人だからみんな下に見るか

ら，見下しているみたい，という気持ちがあるのね。うちら。M 人っ

てもう，結構水商売やってるじゃない。それだけで，もう違う。（中略）

M 人と日本人同じなんだなと，すごく助かるのね。（中略）私 M 人だ

からこうされたんじゃなくて，嫁だからこうなんだよねって」  

 F は，職業によって M 人は日本人に見下されていると普段から感じ

ている。義母の言うように，自分が M 人であるから義母に責められる

のだと考えると，余計に気持ちが落ち込んでしまうという。外国人に

限らず，嫁姑問題は起こりうることであると問題を一般化して考える

ことによって，心理的に落ち込むことを回避している。  

 H も同様に，子育てや嫁姑の問題について一般化をしている。  
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「そのあとに落ち込むとかは，けっこう波はあるんですよね。今日

は悲しいとか，なんでとかはあるんですよね。それは日本にきてから

ではなく，日本に住んだからではなく，N で結婚して N で子育てして

も同じことだと思うんですよね。＜そう思えるのは？＞やっぱり，姑

のとのトラブルは，N でもあることだし，嫁が外国人だからではなく，

日本人の嫁でもあることだから，それは日本が悪いとか，ではないと

思うんですよね。自分がアメリカに嫁にいってもトラブルはあると思

うし」  

 C の場合は，最終的に義父母と別居することを選択した。C は，同

居前はよい関係だったが，同居後，C が家庭内で自由に裁量を振るう

ことが難しくなったことで葛藤が生じた。姑に対する遠慮もあった

が，ついはっきりと物事を言ってしまい傷つけてしまったと反省す

る。  

「やっぱり，日本の，母国だったら多分全然悪いと思わない。でも日

本だから，やっぱり日本のやり方，知ってるので，ほんとに反省し

て･･････」。  

また姑との関係だけでなく，夫との関係も悪化したという。最終的

に，敷地内に新居を建て別居した。  

「もし私が，同居でも OK だったら，家建てないと思います。だか

らそれもちょっと悪いなーと。たまに思ちゃうんですけども，（中略）

あと多分おばあちゃんも私が，もし，ずっと同居したいと言ったら，お

ばあちゃんもいいよ，OK と大歓迎と思うんですけど，おばあちゃんに

とっても（おばあちゃんとしても，別居したことは）多分楽になった」。  

 この地域では，二世帯が同居するケースが多く，C は自分が外国人

だからこそ，別居できたのではないか，でもそれは姑にとってもよか

ったのではないかと振り返った。嫁姑問題は，日本人同士でも起こる

問題である。C の場合には，はっきりと物事を言ってしまうという異

文化性によって，問題が生じていた。しかし同時に，その異文化性を強

調することによって解決されたとも言える。つまり異文化性の強調に

よって，C は同居の拒否を表明することができ，おそらく周囲の外国
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人だから仕方ないという妥協ができたのである。  

 異文化性の強調は，C が納得する理由にもなる。地域の行事にプラ

イベートを犠牲にして参加しなければならないこの地域の慣習に対し

て，C は次のように語っている。  

 「スポーツ大会同じ日に，『習い事があったよ』とか（地域のお嫁さ

んに言ったら）。『習い事駄目だよ』『そうだよ』と言われて，『なるほ

ど』と。やっぱり，それはすごい，日本の文化か，田舎の文化か，やっ

ぱり，それぜったい K 国はしないと思います。出たかったら出る。で

も別の用事あれば用事にいく。しょうがない。その言葉あんまり好き

じゃないけど，やっぱり使っちゃうんです。しょうがない。」  

 ここで異文化性の強調は，「しょうがない」と自分を納得させる『あ

きらめの装置』として働いている。  

③  日本の学校文化との遭遇  

 子どもが小学校に上がると，学校からの便りを読んだり，連絡帳を

書いたり，PTA などの学校行事に参加することなどが求められる。日

本の学校文化を自らが体験していない結婚移住女性は，子どもの学校

生活を通して，初めて日本の学校文化を知ることとなる。  

 E は，夫は忙しく，家のことは妻にすべて任せるタイプだったの

で，学校からの文書は辞書を引きながら読んだという。F も漢字で書

かれる学校からの文書や学校についてわからないことは，仲良くなっ

た日本人の母親に聞いていたという。  

 これまでは，聞く，話すができれば日常生活に支障はなかったもの

の，子どもが学校に上がることで，読み書きの能力が求められること

となる。  

 また日本の学校に入学したならば，当然のことながら歴史認識や領

土・領海について，日本の教育を受けることなる。H は，子どもが日

本人として教育を受けることを目の当たりにすることで，結婚移住女

性たちの母国の文化や言葉も伝えようという気持ちを強くした。  

 「子どもが今からそれ習うんだって。いうところで，私はそれをど

ういう風に教えれば良いんだろうって。いうのが。小学校に入ったと
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きだったんですよ。それでもっと，じゃあ，一応 N 語教えておいた

方が，バイリンガルとしてもいいし，（中略） 3 年前から N 語教室に

通うようになったし，うちの子みたいな子が結構いるんですよね。お

母さんが N 人で，国際結婚して，滞在している子が，うちの子だけ

じゃなく，結構ほかにもいることを子どもに教えたかった」  

 子どもが学齢期になると，結婚移住女性たちは自分のせいで，母親

が外国人であることで，子どもがイジメを受けるのではと心配するこ

ともある。特に，日本との関係が悪化している国への負のイメージは

マスメディアによって増幅される。日本人の親が自分に対して抱く感

情は，日本人の子どもが自分の子どもに対して抱く感情にも影響す

る，つまり親の関係が子供に影響すると， I は積極的に子どもの学校

行事に参加したという。  

 「私の場合は，子の幼稚園の同級生のお母さんとちょっと親しくな

って，手伝ってくれて，学校の中ではいじめられることなく，お母さ

んの付き合いも結構大変ですよ。（中略）だいぶ役員を何回もやって

いて，学校でもみんな知っているお母さんだったので，付き合えば，

私に誰も言う人はいない」  

一方で E は，日本語に自信がなかったため，PTA にはあまり参加し

なかった。今振り返ると，参加して日本人の母親たちと交流すれば良

かったと後悔する。  

PTA や学校行事を通して，日本の学校文化や日本人の母親との交流

関係を広げられる一方で，多くの場合結婚移住女性側が日本の学校文

化，日本の教育に合わせるよう適応を迫られる場面でもある。そこで

は，良くも悪くも「子どものため」という思いが彼女たちを支えてい

る。  

A は PTA の役員を通して，学校活動において「日本のやり方」を振

りかざされることに抵抗を感じた。異文化出身者が日本の文化に合わ

せることが当然だという態度に A は憤りを感じた。A は夫や教育が専

門である日本人の友人に，トラブルとなった日本人母親が言っている

ことは本当に日本の文化なのか，常識なのかを確認しながら対応し，
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結果的には PTA 役員を継続しないという結論に至った。結婚移住女性

は，子どもを通した学校との関わりから，日本語が上達したり，日本人

とのネットワーク，交流を拡大させていた。  

④  仕事をすることの効果  

学校との関わりだけでなく，仕事も日本人との交流を促進させる。

日本社会において，仕事を得るということは自尊心をも高めることに

つながっていた。  

A は，子育てをする中，日本の学校に転校してきた母国の子どもを

サポートするボランティアを経験した。その経験を通じて，「自分の人

間としての価値」を考え直したという。  

 「だんだん子どもが大きくなる一方で，自分のむなしさが出てきた

んですよ。たぶんある程度，1 才から 6 才までずっと子ども中心，いろ

いろやることあるじゃないですか，（中略）そしたら後で自分の人間と

しては，後はどうするって考えはじめた。（中略）やはり自分の人間と

しての価値が出てきたというか，やっぱり何か，仕事すると，ぱっと明

るくなるね。」  

A はこのボランティアの経験から教育に関心を持ち，大学院で学ぶ

ようになった。  

I は，外国人であるがゆえに仕事が見つからない非常に悔しい思いを

したことで，介護の資格を必死で勉強し取得した。資格取得後，仕事に

就いたことで，自由に使えるお金が増え，義母との関係にも変化があ

ったという。  

「自分の自由なお金。（中略）私が働いたらお母さんとの関係が変わ

った。プレゼントしたりとか，ごちそうしてあげたりとか。うちのお姑

さん前は，働いてないうちに（働いていないときに）車運転して，外に

出ると，『息子のお金使うばかりで』（と言っていた）」  

I は仕事を得たことで，自尊心を回復しただけでなく，自分で自由に

使うことができるお金を持つことができた。  

子どもを持たなかった D は，子どもを持つ同国人たちと次第にズレ

が生じるようになり，距離を置くようになったと語る。  



136 

 

 「だんだん，年数が，日本に住む年数が高くなると，彼女たちはやっ

ぱり日本人の子どもいるから，私の考えと，（中略）彼女たちは違うん

です。その彼女たちの生活の仕方，子どもいるからやっぱり，過ごし

方，やっぱり子ども居るから必死ですよ。子どもいるってことは。だか

ら，それ私は，言うこともないけど，私から見れば私自分で，ちょっと

なんか，ズレ。これは，ちょっと違う。私そこまで日本人にならなくて

いいんじゃないかって，いうところ，ちょっと出てきて･･････」  

 同国の友人たちが，子どもと日本語で話し，日本社会に同化してい

くように見える一方で，D は自分が外国人であることをより強く意識

するようになる。そして語学力を活かした仕事をしながら，自分の“外

国性”を活かしながら日本で生きていくことを選択する。子どもがい

ないからこそ，時間にも経済的にもゆとりがあり，好きなときに母国

に帰ることや仕事に専念することができたという。仕事のつながりで，

日本人との交流関係も広がっていき，同国人に留まらないネットワー

クを持つことができた。このことが D 自身の異文化性の再評価につな

がった。  

 「外国人として生きるのは，この前，L 語教えはじめたじゃないです

か，そのとき日本人の友だちいっぱい作ったじゃないですか。だから

自分は日本人にならなくてもいい。自分は自分。自分は自分なりに生

きていけばいいから，逆に日本人の友だちから教えてもらったと思う。

この L 人だけでいれば，たぶん私日本人にならないといけない，なら

ないといけない，っていう気持ちあったかもしれないね」  

 同国人の間では，異文化性は意味を持たないが，日本人との交流に

よって異文化性の価値が見いだされ，その価値を C 自身も認めるよう

になった。  

子育てに専念していた A,B,E は，子育てが落ち着いてくると，次第

に仕事やキャリア形成にも注力するようになる。  
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4   第Ⅳ期：仕事・キャリア形成に注力するから老後を考えるまで   

 仕事・キャリア形成に注力するから将来（老後）を考えはじめるまで

を第Ⅳ期とし，図 8-4 に示した。第Ⅳ期は，出産あるいは不妊治療を

経験していない G，まだ子育てが落ち着いていない C，H， I を除く，

5 名のライフストーリーから作成した。  

①  社会活動の広がり  

A はボランティアの経験を機に，日本の大学院で学ぶようになっ

た。夫が突然病気で倒れたこときっかけに，日本で自立することが大

切だと実感したという。  

 B は，同国人の友人と母語の継承語教室を開くようになった。子ど

もに自分の母語を教えたいと言うよりは，子どもの教育戦略の一つと

して母語を教えはじめた。今では，自分の子どもは継承語教室に通っ

ていないが，講師として活動を続けている。東日本大震災の際には，母

国の政府からの要請を受けて，同国人支援のために尽力した。その後

も同国人同士の自助組織を作るなどの活動を行なっている。 B は，自

身の活動や仕事について，「自分が必要とされていることに充実感を感  

じた」と語り，それらがたまたま母国と関連のあることだったという。  

E は，夫の意向もあり，介護と子育てを抱え，ずっと家庭のことが中

心で，外で働くことはなかったが，子育てが落ち着いた頃，外の世界と

交流したいと夫に申し出た。  

「これまでパートもしないで，家庭だけを守ったんです。15 年間。そ

ろそろ私も外にでても良いんじゃないの。そろそろ私もパートしたい

とか。いろんな外と知り合いたいとか，交流もしたい。ということをう

ちの主人に言いましたけどもすぐに返事もらわなくて･･････」  

そのときの自身の精神状態を E は病気になりそうだったという。夫か

らはっきりとした返事はもらえなかったが，押し切る形で，少しずつ

外で働くようになった。働きはじめて，いろんな人と知り合い，いろん

な知識を得るなかで，自分が強くなっていくのを感じ，「今の仕事が楽

しくてしょうがない」という。  
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 仕事やキャリア形成の選択に際して，自身のルーツに関連する仕事

やキャリアを選択する場合とそうでない場合がみられた。日本社会で，

自身のルーツと関連のある仕事に就こうするなら，第一に日本語能力

が求められる。国や地域によっては，滞日人数が多いため語学力を活

かした仕事を巡って競合がおこる。さらに日本語能力だけでなく，そ

のような仕事を回してもらえる人脈と信用がなければそのような仕事

に就くことは容易ではない。しかし自身のルーツに関連する仕事は，

アイデンティティを充足したり，自己肯定感を与えてくれる。B が「自

分が必要とされていることに充実感を感じた」と語るように，自身の

ルーツに関わる仕事はまさに自分にしかできない仕事であり，自分の

存在意義を浮き立たせる。D の場合も，仕事を通じて異文化性を再評

価できたことが，自分は外国人のままで生きるというアイデンティテ

ィの充足につながっていた。  

一方，自身のルーツに関連のない仕事の場合，日本語のコミュケー

ション力がそれほど求められない工場労働などは，比較的就業しやす

いが賃金も安い。しかしより条件の良い職業に就くためには，専門知

識や日本語能力が求められ，日本人との競争にも勝ち抜かなければな

らない。  

②  実親の介護・看病  

 日本に長く滞在していると，母国にいる実父母の介護や看病，死と

いった問題に直面する。近くで，看てあげられないことで，不安や心配

が募る。実質的な世話をきょうだいに任せて，経済的な面で支援して

いるケースもみられた。  

 F は，病気になった実父の薬代を仕送りしている。F は，父を病気で

亡くした後，母も病気で亡くした。しかしきょうだいの死を見とどけ

なかったことを後悔している友人と比較して，自分はできることを精

一杯やったことで，後悔はないと語る。  

 「親と離れて，私一切なんにも後悔してない。病気になった父親に全

部お金送ったし，何もできなかったから，仕事してお金送り，何回も年

に一回でも行ったし･･･（中略）。ちゃんと母親，『あんた偉い』って言
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われて。うちの母亡くなる前に，もう足歩かなくても，飛行機で，莫大

なお金うち払ったけど，連れてきて，私の生活見せたのね」。  

両親の看護や介護に関して，どれくらい子どもに責任が課されるか，

あるいは自分の責任と感じるかは，文化や親子の関係性によって異な

る。  

主に儒教思想が根強く残る韓国や「尊老・愛老」の伝統がある中国で

は，子どもが老後の親の面倒を見ることは当然のこととされている（李，

2002；尹，2002）。一方，欧米における親との同居率は 1 割前後 11であ

り，歴史的には教会や政府が貧困者対策の枠組みで，高齢者対策を担

ってきた（伊奈川，2002）。フィリピンでは，親，きょうだい，きょう

だい家族といった拡大家族的絆が強く，その関係は国境を越え，親の

みならず，きょうだいへの送金も盛んである（佐竹・ダアノイ，2006）。

インドネシアでも子どもが親に仕送りをすることは当たり前とされて

いる（吉田，2010）。このような親の扶養に対する文化的規定が子の責

任や責任の感じ方に影響を与える。  

また個々の親子の関係性も子の責任，責任の感じ方に影響する。  

A の両親は，A が幼い頃，離婚した。A は父方に育てられたが，父は

その後再婚し，A と父親の関係は，あまり良くなかった。父が病気でな

くなる前に，日本について様々な話をして，関係は多少改善されたが，

父の死を見とどけることはなかった。  

A の場合は，実父との関係性が希薄であったため，看護や介護の問

題が発生することはなかった。  

このように親の介護や看護に対する子の責任は文化，あるいは関係

の親密さによって影響を受ける。  

 

③  原家族の消滅と母国との関係の捉えなおし  

 結婚移住女性たちは，時間の経過にともなって，両親の他界やきょ

うだいの移動によって，母国の自分が生まれ育った原家族の消滅を経

                                                   
11  日本における同居の割合は， 35.7％（総務省統計局， 2012）。  
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験する。  

B の場合，きょうだいも海外に移住し，母国には両親だけが暮らし

ていた。両親の他界した後，母国への思いはそれほど強くなくなった

という。なぜなら，両親が亡くなり，実家，帰る場所がなくなったから

だという。  

 E の場合，母親は健在であるが，姉とともに海外に移住してしまい，

E の母国にはいない。  

 このような過程を経て，彼女たちは自分の将来や老後について考え

るようになる。日本で外国人として暮らし続けた場合，夫が死んだ後

はどうなるのか，もし年を取ったときに，日本語がわからなくなった

り，日本の食べ物を受けつけなくなるのではないかといった日本で老

後を迎えることに不安を抱える一方で，母国に帰ったとしても生活基

盤がないという問題もある。日本国籍を取得は，夫の死後も日本人と

同じような最低限の福祉制度は保障されるという安心感を与えてくれ

る。人生の後半を迎え，自分の半生を振り返りながら，何をして今後過

ごしていくのか，どこで老後を過ごすのか，どこに骨を埋めるのか，と

いったことを考えはじめる。  

 このような迷いを経て，彼女たちが日本に住み続けるのか，あるは

母国や第三国を選ぶのかは，まだわからないが今後の彼女たちの人生

を追っていくことで明らかになるだろう。  

 

第 4 節  全体考察  

 結婚移住女性の異文化適応過程を，大きく 4 つに分けて検討した。

それぞれの段階におけるライフイベントと保護因子を表 8-5 にまとめ

た。ライフイベントは，保護因子が働かない場合には危険因子となり

うるが，保護因子が適切に働いた場合には，異文化適応を促進する。本

節では，それぞれの段階のライフイベントと保護因子について考察し

た後，異文化である日本文化と自文化の統合の視点から検討を行う。  
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表 8-5 ライフイベントと保護因子  

段階 ライフイベント 保護因子

日本の第一印象 好印象/ギャップ

形式的世話人

同国人

日本社会との接触の少なさ

キーパーソンとの出会い
キーパーソンを通じた日本語の
上達/社会関係の広がり

結婚の決断

第二次言葉の問題 日本語学習/日本人家族

＜結婚来日群の場合＞

・第一，二次言葉の問題

・カルチャーショック

・社会経済的地位の低下
努力/ボランティア活動/キャリアの
構築/社会関係資本の形成

妊娠（不妊）/出産
母国文化による援助/異文化への
配慮

仕事復帰

母親役割の付与 母親としてのつながり

義父母との葛藤
友人関係/別居/自立/
内的リソース(一般化と強調）

学校文化との遭遇

・読み書き能力

・PTA活動

・子どもの教育 継承語教育/同国人

仕事 社会関係資本

仕事・キャリアの本格化 日本語能力/専門性/社会関係資本

母国での原家族の消滅

母国・日本との関係の捉えなおし

文化・家族による期待への対応度/
自分自身の達成感

日本語学習/日本人家族/同国人

日本語能力/日本人母親をモデリン
グ/母親ネットワークの形成

実父母の介護・看護・死去

第Ⅰ期

第Ⅱ期

第Ⅲ期

第Ⅳ期

第一次言葉の問題
カルチャーショック
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第Ⅰ期は，来日から結婚までである。初期の言葉の問題やいわゆる

カルチャーショックを経験し困難を感じながらも，次第にキーパーソ

ンや夫との出会いを通して適応していく過程である。来日目的に応じ

た領域での適応がメインであり，日本社会との接触も限定的である。  

初期の日本に対する好印象は，その後の日本語学習意欲や日本文化

理解につながっていた。またそれ以前に抱いていた負のイメージとの

ギャップが大きいほど，強く印象づけられていた。  

第一次言葉の問題を抱えたり，カルチャーショックを受けている段

階においては，手続きを手伝ったり，異文化での生活が円滑にいくよ

う面倒を見てくれる世話人，あるいは同じ母語で話せる同国人の存在

が重要である。この段階では，心理的な繋がりよりも，最低限，生活上

の支障を取り除くための道具的サポートを提供してくれる人の存在が

必要である。一方で，限られた社会の中で生活することで，あまりスト

レス感じない場合もあった。  

日本への適応のきっかけとして，日本社会とつながる仲介役となる

キーパンとの出会いが見られた。将来の夫がその役割を果たす場合も

あった。このキーパンソンを通じて，日本語能力が上達したり，日本社

会との関わりが深められていった。  

また結婚に対する決断には，夫や協力者自身が置かれた社会的状況

が大きく影響していた。親の老後に対する子の責任や家族の在り方，

働き方は，文化によって規定されており，それらは，結婚の決断に対し

て負の影響を与えていた。一方，協力者たちは夫の行動や自分の意思

などを優先して結婚を選択していた。  

第Ⅱ期は，結婚から出産までである。結婚によって，日本社会とより

深い関わりが求められる。第Ⅰ期とは異なり，日本社会の一時的滞在

者としてではなく，成員として扱われはじめる段階である。  

結婚前来日群の結婚移住女性たちは，結婚によって日本での生活が

一時的なものではなく，長期にわたることを覚悟する。そのとき，日本

語でより深いコミュニケーションが取れるよう日常会話以上の日本語

を周囲もそして彼女たち自身も望む。これが第二次言葉の問題である。
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瀬井（ 2013）は，来日後日本語学習をはじめた女性のインタビューか

ら，彼女が日本社会で自己実現を図る上で，より高度な日本語能力を

必要としていったことを明らかにしている。一時的な滞在であれば，

日常会話レベルでも事足りるが，将来を見通して，日本社会で子育て

や仕事を得ることを考えれば，日本語力がより重要になってくる。第

二次言葉の問題においては，日本語学習と日本人家族のサポートが重

要であった。   

一方，結婚来日群の場合には，第一次・第二次言葉，カルチャーショ

ックが一度にやってくる。日本語学習はもちろんのことながら，同国

人および日本人家族両方のサポートが必要であるといえる。しかしな

がら，言葉が通じるというだけの同国人のつながりは危険性も孕んで

いる。長期的視点に立つならば，同国人という母語話者のつながりだ

けでなく，同国人であれ，日本人であれ，気の置けない友人の存在が重

要であると言える。  

 また結婚来日群では，来日後の思うような仕事に就けないことで，

自尊心の低下がみられた。移民の精神保健において，移住に伴う社会

的・経済的地位の低下はリスクファクターとされているが（Canadian 

Task Force on Mental Health Issues Affecting Immigrants and 

Refugees, 1988），本研究においても同様であった。結婚移住女性の場

合，特に結婚来日群では，母国にある社会的地位，経済的自立性，社会

関係を失い，日本人の夫だけを頼りとして一人日本という異文化社会

にやってくる。母国での学歴や職歴は，役に立たず，一からキャリアを

積んでいかなければならない。このような状況は，来日直後のみなら

ず，子育てを終えて仕事に就こうとする結婚移住女性にもみられた。

望んだ仕事に就けるは，本人の努力によるところが非常に大きいが，

その背景には家族の支えやボランティア活動などで人脈を広げたり，

パートタイムの仕事で経験を積むといったことがあった。  

 結婚後，結婚移住女性たちは，妊娠・出産といったライフイベントに

遭遇する。出産や育児に関わる文化・価値観は，出身国によって大きく

異なる。このような違いが育児のストレスや困難につながることが先
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行研究において指摘されている（李他，2015；鶴岡，2008）。妊娠・出

産という身体的負担に加え，文化差が重なることで大きなリスクとな

りうる。周囲の異文化に対する配慮や母国の親類を援助者として呼ぶ

ことが，リスクの軽減につながっていた。それは，不妊についても同様

で，母国の文化を共有する仲間が心理的負担を軽減する役割を担って

いた。  

出産後，仕事をすぐに再開するかどうかは，個人的な状況に左右さ

れるが，日本の子育て環境や家族感といった社会的状況も影響を与え

ていた。日本では， 3 歳児神話という社会通念上も男性の長時間労働

と育児休暇取得率の低さという社会制度上も育児が母親である女性に

任される傾向にあり，このような社会的状況が結婚移住女性の産後の

仕事選択に影響していた。  

第Ⅲ期は，産後から仕事・キャリア形成に注力するまでである。産後

は，家庭内での子育てをめぐる葛藤や対立が生じたり，家庭外では日

本人母親との交流が広がる時期である。一方仕事では，日本社会や日

本人との交流が深まっていく。  

産後，結婚移住女性には，母親という新たなアイデンティティが付

与される。これまで，同世代の日本人と関りが少なかった人も同じ母

親という役割を得たことで，日本人母親との関係性が生まれてくる。

賽漢卓娜（ 2011）は，態度や行動の基準となる準拠枠という概念を用

いて，結婚移住女性が地域の母親たちと関係を深めていくことを説明

している。個々人の生育環境や性格が異なるので，完全に同じ準拠枠

をもつ者は存在しない。しかし，同じ社会環境にいるなら，類似した準

拠枠をもつ可能性はあるとしている。農家に嫁いだ結婚移住女性が，

他の地域から嫁いできた日本人母親と似たような立場に置かれたり，

似たような悩みをもったりすることで，これまでの準拠枠から「農村

の若妻（母親）」という新たな準拠枠を選択していく事例を報告してい

る。本研究でも母親という共通のアイデンティティを持つことで，日

本人母親との交流が促進されることが示された。  

義父母との関係は，別居の場合にはあまり衝突が顕在化しないが，
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同居の場合には食事から掃除，子育てまで生活のありとあらゆる場面

で葛藤が生じる可能性がある。保護因子として，悩みを相談できる友

人関係があること，別居して衝突を避けること，運転免許取得したり，

職に就くことで自立し関係性を変えるといったことがみられた。また

内的リソースとして，問題を異文化性に起因させず一般化すること，

逆に異文化性を強調することなどがみられた。  

一般化は，異文化性という個人の変えられない属性に問題の原因が

帰属されることを防いでいる。外国人であるから，差別されたり不当

な扱いを受けたり，衝突や対立が起こると考えた場合，結婚移住女性

にとって解決は困難である。なぜなら，単純化して言えば，彼女たちの

ルーツ，異文化性を変えることができないからである。しかしながら，

問題をより一般化，誰にでも起こりうること，特に日本人でも起こる

ことと捉え直すことで，自分のせいで，あるいは外国人だから起こっ

たのではなく，不運な出来事として認識することができる。つまり外

国人であるという内面に原因を求めるのではなく，外的帰属すること

が可能になる。  

原因帰属については，そもそも外的帰属よりも内的帰属しやすいこ

とが知られているが 12（Ross,1977），外国人の場合，外国人であること

に内的原因帰属しやすい可能性が考えられる。つまり，外国人だから

このような困難を抱えるという心境に陥りやすいことが想定できる。

本研究では，問題を一般化することで，異文化性という内面に原因を

帰属させず，外的帰属化する語りがみられた。  

 一方で全く逆の異文化を強調する語りもみられた。異文化性の強調

は，あきらめや妥協，例外の理由付けとして使われていた。結婚移住女

性は，異文化であるから「しょうがない」と日本文化を受け入れ，日本

人側も外国人だから「しょうがない」と結婚移住女性の例外性を認め

ていた。可変的でない異文化性を理由とすることで，対立や葛藤を長

引かせず，潔いあきらめや建設的な妥協，例外を生み出すことが可能

                                                   
12  「基本的な帰属のエラー」：環境の影響力に比較して個人的・傾性的要因の

重要性を過大評価する人間の一般的傾向（Ross,1977）。  
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となっていた。  

 このような問題の一般化と異文化性の強調は，個人の認知の仕方，

内的リソースとして考えられる。本研究では，主に義母との葛藤にお

いて語られたが，このような内的リソースはその他の葛藤場面でも用

いられている可能性が考えられる。  

子どもが学校にあがると，結婚移住女性は日本の教育，学校文化に

適応することを迫られる。それは，学校からの文書を読んだり，連絡帳

を書いたりという日本語能力に始まり，給食や弁当，部活，PTA 活動

にまで及ぶ。日本の教育，学校文化を体験していない彼女たちは，それ

らにゼロから適応していかなくてはならない。学校活動への参加には，

母親の日本語能力が影響している。日本語が苦手な場合には，学校活

動への参加に消極的になってしまう。一方積極的に関わる背景として，

関わりを通して自分が体験してこなかった日本の学校文化を理解する

ことや外国人母親である自分を知ってもらうことで，母親関係を築き，

子ども同士の関係も円滑にすることなどがあった。日本人母親との交

流を通して，学校文化や学校に関わる様々なやり方を学習するモデリ

ングが行われていた。さらに日本の学校と深くかかわることで，結果

として日本人母親とのつながりといったネットワークの広がりが見ら

れた。一方で，「日本のやり方」を一方的に押しつけられることで抵抗

を感じる場合もあった。  

子どもが学齢期になると子のアイデンティティをめぐる問題にも対

応を迫られる。母親の母語を教えるという継承語教育は，子に自身の

ルーツを伝えるという意味だけでなく，マイノリティである子どもた

ちに仲間を提供すること，さらにはバイリンガル・マルチリンガルと

いう教育戦略をも含んでいる。  

さらにこの時期は，学校を通した日本人母親との交流だけでなく，

仕事を通した日本社会・日本人との交流の拡大もみられた。子育てに

専念していた結婚移住女性も子育てが落ち着くと次第に仕事やキャリ

アに注力していうようになる。  

 第Ⅳ期は，仕事やキャリアに注力するから老後について考えはじめ
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るまでである。子育てが落ち着くと，仕事やキャリアに注力していく。

仕事やキャリアとの関連で，家庭外である日本社会に居場所を築いて

いく段階と言える。  

仕事やキャリアを選択する際に，日本語能力や日本社会でのネット

ワークが重要な意味を持つ。外国語能力や異文化性を活かそうと思う

ならば，同地域出身者が多数いる場合には，それに勝ち抜くだけの能

力と人脈が必要となる。一方，異文化性にこだわらない仕事を選ぶ場

合には，当然のことながら日本人と競合する。より良い条件の仕事に

就く場合には，高い日本語能力，専門性が求められる。  

 日本社会で長く暮らしていると，母国にいる両親の介護・看病といっ

た問題に直面する。その問題の大きさは，その文化によって老後の親

の面倒を見ることに対して子どもにどれだけ責任が課されているかに

よる。子に多くの責任が課されている場合には，どれだけそれに応え

られたかということが，その後の心理状態に影響を与える。結婚移住

女性の場合，遠く離れて住んでいるため，実質的な労力を提供するこ

とは難しい。その場合には，送金という経済的な形が代替え手段とな

りうる。  

 実の両親が死亡すると同時に，結婚移住女性は母国に実家，帰る家を

失う。きょうだいや親戚がいる場合はあるが，両親が居なくなること

で心理的に帰る場所を失う。また自身の今後についても考えはじめる。

老後，このまま日本に暮らし続けるのか，母国あるいは他の場所に移

るのかについて迷いが生じる。日本で老後を暮らしていく不安や母国

には帰る家や生活基盤がないことなどを考えながら，今後の道を選択

していく。  

 本章では，学業や仕事といった限定された側面での適応から，結婚す

ることによって，私的な領域においても公的な領域においても日本社

会とより深い関係を築きながら適応していく過程が浮かび上がった。  

第Ⅰ期は，来日から結婚までの時期である。この段階では日本での

滞在は一時的なものであり，留学や仕事といった限定された場面での

適応が中心となる。異文化接触の初期段階であり，多くの差異や不慣
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れさを経験するが，日本での滞在が一時的であるという事実は，精神

的な逃げ道ともなる。日本語学習や異文化への順応の苦労を一時の困

難としてやり過ごすことも可能である。一方で，結婚後の第Ⅱ期以降

は，より深いレベルでの日本社会との関係構築と適応が求められる。  

第Ⅱ期以降，一時的な滞在が継続的になることで，日本社会で暮ら

していくためにより高い日本語能力や公私にわたる人間関係の構築，

経済的自立といった課題に直面することとなる。日本の文化を取り込

む一方で，自文化を保持し，日本での生活に組み込んでいく過程がみ

られた。  

例えば，言語については，はじめ日本語を学習するという日本文化

の取り込みが中心となっていたが，日本語が上達するにつれて母語を

教えたり，通訳の仕事をしたり，日本語と母語の両方が生活の中で重

要な位置を占めるようになっていった。また継承語教育という形で，

母語の保持が果たされる場合もあった。  

また私的領域では，比較的柔軟に日本文化の取り入れと自文化の表

出がおこなわれていた。例えば料理では，母国の料理を作りながらも

日本人の好みに合うよう修正したり，家族みんなが好きな料理を提供

したりしていた。出産・子育てでは，出産や産後に母国の支援者を呼び

寄せたり，同居や子育てに関して自文化を保持する形で自己主張をお

こなったりしていた。  

一方公的領域，例えば，日本の学校文化との出会いでは，多くの結婚

移住女性が，はじめは戦略的に日本文化に合わせるというスタイルを

取っていた。日本の学校文化を知らないため，他の母親に教わること

で日本の文化の学習と取り込みを行う。PTA の活動を続けるうちに，

中心的な存在となって主体的に活動をはじめ，日本人の母親に教える

立場になる人も出てきた。本研究では，PTA 活動において目に見える

形で自文化の要素を取り入れている事例は見られなかった。しかしな

がら，大野（ 2015）が PTA 活動において結婚移住女性が自文化の伝統

舞踊を取り入れた事例を示しているように，主体的に関わることで

PTA 活動の中に自文化を組み込んでいく可能性は十分に考えられる。
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はじめは，受け身的に異文化である日本文化を取り入れながらも，次

第に主体的に自文化を組み入れていく過程が浮かび上がった。  

Berry & Kim（ 1988）の文化変容態度に照らし合わせると，私的領

域では，統合的調整が比較的柔軟に行なわれているが，公的領域や言

葉については，日本文化の取り込みを行ったうえで，自文化が表出さ

れ，統合に向かうという経時的な変化がより明確に表れていた。  

このような経時的変化は，戦略上の合理性があるといえる。当然の

ことながら，日本語を知らなければ，母語を使った仕事はできない。ま

た相手の文化ややり方を知っていれば，自文化を組み込み易くなるだ

ろう。相手の文化ややり方を知らないまま，自文化を主張することは，

いたずらに対立を招く可能性がある。異文化の取り込みは，その事象

だけを取り上げると，同化的とも思われかねない。しかしながら，異文

化適応過程を通してみると，自文化を誇示するための合理的な戦略と

いえる。  

 本章では，異文化適応過程におけるライフイベントと保護因子から，

第Ⅱ期以降日本に長く定住するにあたって，日本語能力，日本人・同国

人によるソーシャルサポート（道具的・情緒的），社会関係資本，母国

文化の取入れが共通項目として浮かび上がった。また，これまで結婚

移住女性本人の内的なリソースとして日本語能力が注目されてきたが，

問題の一般化や異文化性の強調といった柔軟な認知があることが示唆

された。さらに異文化適応過程を異文化と自文化の統合という視点か

ら見ると，私的領域では，異文化の取り込みと自文化の表出が比較的

柔軟に行なわれているが，公的領域においては，異文化の取り込みか

ら自文化の誇示という戦略的かつ合理的な経時的変化がみられた。  

 

  



151 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第Ⅲ部 総合考察  
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第 9 章 総合考察 

 

 

第 1節  実証研究の概要  

 本研究では，先行研究の課題として，諸外国における結婚移住女性

のメンタルヘルス研究と比べて，日本における結婚移住女性のメンタ

ルヘルス研究が圧倒的に少ないこと，ライフイベントとの関連から長

期的視点に立ったプロセス研究が必要であること，さらに問題解決の

視点で異文化適応過程を捉えること重要性を指摘した。これらの課題

から，第一に，結婚移住女性の抱える心理的問題とその背景を明らか

にすること，第二に，その問題と背景を踏まえたうえで，結婚移住女性

のメンタルヘルスの全体像を明らかにすること，第三に，結婚移住女

性のライフストーリーから，ライフイベントと保護因子に着目して異

文化適応過程を明らかにすることを目的とした。これら３つの目的の

ために， 5 つの実証研究をおこなった。  

 

1  結婚移住女性の心理的問題とその背景  

①  外国人相談の傾向と心理的問題  

研究Ⅰでは，外国人相談に寄せられる相談の傾向，および心理的問

題を抱える相談の特徴について明らかにすることを目的とした。  

全国の外国人相談の相談員を対象として，質問紙調査をおこなった。

166 部の回答（回収率 24.1％）が得られた。質問紙は，フェイスシー

ト，相談業務に関すること，外国人相談ストレス，ストレス反応，およ

び研修・メンタルヘルスに関する知識で構成した。結果の分析には，フ

ェイスシート，相談業務に関することを用いた。  

質問紙調査の結果，長期居住者で，30 代～40 代の女性からの相談が

比較的多く，心理的問題を抱える相談者が一定数いること，その背景

として「異文化ストレス」，「配偶者との関係」，「経済的問題」が想定さ
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れていることが明らかとなった。  

 

②  相談事例の検討による相談の全体的傾向と心理的問題  

 研究Ⅱでは，相談事例検討から相談の全体的傾向と心理的問題の背

景および特徴を明らかにすることを目的とした。  

ある外国人相談センター（「T 外国人相談センター」）における過去 9

年間の相談記録 2588 件を分析の対象とした。相談記録から年度，相談

形態，相談言語，性別，相談カテゴリー，相談内容，および心的問題の

有無を抜き出し，件数（延べ数）で集計を行った。次に，心理的問題を

抱える相談を事例ごとに分類し，背景ごとにまとめた。  

その結果，相談全体の傾向として，女性の相談が多いこと，女性の相

談は他と比較して離婚の相談が多いこと，「話し相手」のような相談が

多いことなどが明らかとなった。心理的な問題を抱える相談は，全体

の約 5％を占めた。そのうち約 80％が女性からの相談であった。日本

人の配偶者である結婚移住女性に多く，家庭内不和や離婚を背景とす

る問題が多いことが明らかとなった。またいずれの問題も異文化スト

レスが関連していることが示唆された。  

 

2  結婚移住女性の異文化ストレスと精神的健康  

①  結婚移住女性の異文化ストレス  

 研究Ⅲでは，第一に結婚移住女性の異文化ストレス尺度を作成する

こと，第二に分析対象者の属性と異文化ストレスとの関連を検討する

ことを目的とした。  

在住外国人を対象として質問紙調査を行い，結婚移住女性が回答し

た質問紙 114 部を分析対象とした。質問紙は，フェイスシート，異文

化ストレス尺度，精神的健康度，困ったときの相談先，友人との交流

頻度，ソーシャルサポートの受領と提供，および生活満足度で構成さ

れた。研究Ⅲでは，フェイスシート，異文化ストレス尺度，生活満足

度を分析に用いた。異文化ストレス尺度の作成にあたっては，先行研

究から母国，言語，文化・価値観，社会環境，自然環境といった 5 つ
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の領域にわたる異文化ストレス項目を作成した。  

その結果，結婚移住女性の異文化ストレスは，社会文化ストレス，

言語ストレス，離郷ストレスであることが明らかとなり，信頼性と妥

当性が確認された。  

属性との関連では，言語ストレスと滞在年数，日本語能力，学歴に

負の相関が示された。これらと言語ストレスの下位尺度「話す」，「聞

く」，「読む」，「書く」との関連の検討から，「話す」，「聞く」のスト

レスは，滞在年数に応じて減少する一方で，「読む」，「書く」のスト

レスは学習と関連が深いことが示唆された。また中国出身者の離郷ス

トレスが高いことが示された。  

さらに滞在年数と学歴が日本語能力に影響を及ぼし，日本語能力が

言語ストレスに影響を及ぼすことが明らかとなった。日本人との交流

を通して日本語への接触経験を増やしたり，学習機会を増やすことに

よって，日本語能力を高めることで，言語ストレスを軽減する可能性

が示唆された。  

 

②  結婚移住女性の精神的健康  

 研究Ⅳでは，第一に結婚移住女性の精神的健康状態を明らかにする

こと，第二に精神的健康に影響を与える要因の検討を行うこと，第三

にソーシャルサポートの関連要因を検討すること，第四に結婚移住女

性の相談先について明らかにすることを目的とした。  

 分析対象者，質問紙は研究Ⅲと同様である。分析には，フェイスシー

ト，異文化ストレス尺度，精神的健康度，困ったときの相談先，友人と

の交流頻度，ソーシャルサポートを用いた。  

その結果，日本における結婚移住女性の精神的健康状態は，諸外国

における先行研究と大きく異なることはなかった。抑うつ度の平均点

は，結婚移住女性の方が高いが，日本在住女性と結婚移住女性の抑う

つが疑われる割合はほぼ同じであった。したがって，結婚移住女性の

精神的健康が日本在住女性と比較して不良であるとまでは言えない。

一方で抑うつが疑われる人が約 4 割いることも事実であり，結婚移住
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女性の精神的健康状態が決して楽観視できる状態にないことが明らか

となった。  

ソーシャルサポートに関連する変数では，有職者の方が無職者より

も情緒受領サポートが高いことが明らかとなり，社会関係の広さが情

緒受領サポートの高さに影響していることが示唆された。また提供サ

ポートでは，滞在年数と情緒情報提供サポートに正の相関がみられ，

滞在年数が長くなるにつれて，サポートを受けるだけなく，サポート

提供する側にも回っている可能性を示された。主要出身国別では，韓

国の提供サポートが低いことが明らかとなった。友人との交流頻度と

ソーシャルサポートの関連では，ソーシャルサポート受領において，

日本人・同国人双方からのサポートが重要であることが明らかとなり，

同国人だけでなく日本人にも情報情緒サポートを提供している可能性

が示唆された。  

抑うつとの属性の関連では，日本語能力と抑うつの間に負の相関が

見られた。結婚経緯による差は見られず，精神的健康の問題は，いわゆ

る「農村花嫁」や「外国人花嫁」，「外国人妻」だけの問題ではないとい

う可能性が示された。  

また情緒受領サポート，文化社会ストレス，母国の友人との交流，日

本語能力が抑うつに影響する変数であることわかった。これらのこと

から，日本語能力向上，ソーシャルサポートを念頭に置いた人的交流

機会の創出，日本語支援，母国との関係の保持がメンタルヘルスの予

防的支援として重要であることが示された。  

さらに，困ったときに相談先として，家族や同国人といった身近な

人々が相談先として選ばれていることが示された。したがって，メン

タルヘルスの予防的支援を考える際には，日本人家族や外国人コミュ

ニティに向けて，心理教育などを行うことが問題を抱える当事者に有

益な情報を提供することにつながると考えられる。  

 

３  結婚移住女性の異文化適応過程  

研究Ⅴでは，長年日本で暮らす結婚移住女性の経験に着目し，ライ
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フストーリーから異文化適応過程を明らかにすることを目的とした。  

日本滞在年数が概ね 10 年以上の日本語で面接可能な結婚移住女性

を対象とした。また異文化適応の臨床基準として，抑うつが疑われな

い（CES-D のスコアが 16 点より低い）人を対象とした。半構造化面

接により，ライフストーリーの聞き取りを行い，TEM により分析をお

こなった。面接は，一人につき 3 回おこなわれた。  

結婚移住女性の異文化適応過程は，第Ⅰ期来日から結婚まで，第Ⅱ

期結婚から出産まで，第Ⅲ期産後から仕事・キャリア形成に注力する

まで，第Ⅳ期仕事やキャリアに注力するから老後について考えはじめ

るまでの 4 つに分けて検討した。それぞれの過程において，想定され

るライフイベントおよび保護因子が明らかになった。また全体を通し

て，学業や仕事といった限定された側面での適応から，第Ⅱ期以降結

婚することによって，私的な領域においても公的な領域においても日

本社会とより深い関係を築きながら適応していく過程が浮かび上がっ

た。第Ⅱ期以降，共通の保護因子としては，日本語能力，日本人・同国

人によるソーシャルサポート（道具的・情緒的），社会関係資本，母国

文化の取入れが挙げられる。また内的リソースとして，問題の一般化

や異文化性の強調という認知の柔軟性あることがわかった。さらに異

文化と自文化の統合という視点では，私的領域では，異文化の取り込

みと自文化の表出が比較的柔軟に行なわれているが，公的領域におい

ては，異文化の取り込みから自文化の誇示という戦略的かつ合理的な

経時的変化があることが示された。  

 

第 2節  結婚移住女性のメンタルヘルスと異文化適応  

 日本において結婚移住女性の抱える心理的問題は，社会学や精神医

学からその問題点が指摘されながらも（桑山，1995a；賽漢卓娜，2011；

佐竹・ダアノイ，2006），心理学的研究の注目を浴びることはなかった。

心理学の異文化研究においては，留学生以外の長期居住外国人のメン

タルヘルスに関する研究はほとんどないのが実情であった。  

 諸外国における結婚移住女性研究の状況を概観すると，欧米では移
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民メンタルヘルスや異文化適応に関する研究の蓄積があるものの，移

民女性が誰と結婚しているのかということにはほとんど関心が払われ

ず，異文化結婚や国際結婚を扱った研究は非常に少ない状況であった。

しかしながら，移民女性という枠でまとめるならば，移民女性は心理

的問題を抱えるリスクが高いといえる。一方で欧米の研究は，ジェン

ダーやホスト国における移民の出身国の位置づけなどといった社会的

文脈を考慮する重要性を指摘している。つまり，あるホスト国での移

民傾向をそのまま別の国に当てはめることはできず，それぞれの国で

の個々の調査が重要であるといえる。  

 一方，韓国や台湾では，「移動の女性化（小ヶ谷， 2013）」を背景に

90 年代以降，アジア諸国出身女性との国際結婚が増加した。このよう

な状況を背景として，近年，韓国や台湾において，結婚移住女性のメン

タルヘルスに関する研究が盛んに行なわれている。結婚移住女性のメ

ンタルヘルスの状況は，現地の女性よりも良好ではないとする報告が

圧倒的に多い（ Im et al.,  2014; Kim et al. , 2011;  Kim & Kim, 2013；

Lee et al, 2014; Shu et al.,  2011; Yang & Wang, 2011a, 2011b）。一方

で，台湾・韓国における研究は，経済格差のある国出身者に対象が限ら

れているという特徴がある。したがって，出身国や結婚経緯によって，

結婚移住女性のメンタルヘルスに差があるのかという問いに応えるこ

とはできないという課題が残る。  

 また日本では，結婚移住女性のメンタルヘルスに関する研究は，諸

外国と比較して，圧倒的に少ない。したがって第一に，結婚移住女性の

メンタルヘルスの全体像を量的調査から把握することが必要であった。

さらに，研究は母子保健の分野に偏っており，来日から老後までとい

った長期的視野に立った異文化適応研究が必要であった。  

 本節では，第一に日本における結婚移住女性の精神的健康の状態に

ついて検討を行なう。第二にメンタルヘルスの関連要因について主に

研究Ⅳと研究Ⅴから考察する。最後に，異文化適応過程における文化

変容態度モデルの検討を行なうこととする。  
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１  日本における結婚移住女性の精神的健康  

 先述したように諸外国の結婚移住女性のメンタルヘルスは，現地女

性と比較して，良好ではないとされている。本研究では，抑うつ度の平

均は日本在住女性よりも高いものの，抑うつが疑われる割合はほぼ同

じであった。したがって，一概に日本で暮らす結婚移住女性のメンタ

ルヘルスが日本在住女性よりも良好ではないとは言えない。しかしな

がら，本研究の研究協力者のリクルートは，ランダムサンプリングで

はなく，特定のルートを通じて行われたため比較的安定した状態にあ

る研究協力者が研究に参加した可能性は否定できない。一方で，抑う

つが疑われる状態にある結婚移住女性が約 4 割にのぼったことは，決

して結婚移住女性のメンタルヘルスが楽観視できる状況にないことを

示している。  

 また本研究においては，出身国，結婚経緯による差がみられず，精神

的健康を規定する要因とはならない可能性が示された。言い換えれば，

出身国，結婚経緯にかかわらず結婚移住女性誰しもが心理的問題を抱

えうる可能性が示唆されたといえる。  

 

２  メンタルヘルスの関連要因  

 結婚移住女性の抑うつ度は，情緒受領サポート，文化社会ストレス，

母国にいる友人との交流，日本語能力から影響を受けることが示され

た。ソーシャルサポートとメンタルヘルスの関連については多くの先

行研究で指摘されているところではある (Guruge et al., 2015; Kimet 

al.,  2010; Lin & Hung;2007）が，本研究ではソーシャルサポートの

中でも情緒受領サポートが影響していることが示された。また情緒受

領サポートは，日本人および同国人の交流頻度と関連があることがわ

かった。研究Ⅴの異文化適応過程においても，同国人，日本人いずれか

らもサポートを受けていることが示されている。これまでの研究では，

ソーシャルサポートとしてエスニックコミュニティに言及されること

が多かったが（Chau and Lai，2011），本研究の結果から同国人だけで

なく，日本人との交流も重要であることが明らかとなった。特に諸外
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国比較して，圧倒的に外国人比率の低い 13日本では，社会構造的にも同

国人だけでなく日本人との交流が迫られるという特徴がある。同国人

だけでなく日本人との交流の促進がソーシャルサポートを考える上で

重要であるといえる。  

文化社会ストレスは，相互理解や社会参加の困難さ，社会的差別な

どから生じるストレスである。差別や文化的衝突がメンタルヘルスに

影響を与えることは，先行研究においても指摘されているところであ

り（Chou,2010;Delara, 2016），本研究においても同様の結果が示され

た。文化社会ストレスの低減，あるいはメンタルヘルスへの影響の緩

和を考えるにあたっては，研究Ⅴの異文化適応過程での考察が一つの

参考になるだろう。相互理解について，異文化適応過程では，日本文化

を知り，受け入れた上で，自文化を提示するという方法がとられてい

た。また内的リソースの異文化性の強調を用いることで，相互理解の

妥協点を見出すことが可能になっていた。さらに社会参加という点で

は，PTA 活動やボランティア活動などの比較的取り組みやすい活動か

ら社会関係を広げることによって，その後の社会参加がより促進され

ていく過程が明らかとなった。これらのことから，このような視点を

異文化間カウンセリングに活かしていくことや段階的に社会参加しや

すい環境を整えていくことが考えられる。  

 母国にいる友人との交流は，近年の SNS の発達によって，急速に利

便性が増している。研究Ⅴにおいても，母国にいる友人に気軽に悩み

を相談したり，日常的な会話をすることが語られていた。これまで同

国人によるソーシャルサポートは，現地にいる同国人に目が向けられ

ていたが，SNS の発達により母国にいる人からサポートの重要性が増

していくことが考えられる。  

 現地の言語能力のメンタルヘルスにおける重要性は，先行研究から

明らかになっている（Kim et al.,  2011；Kim & Kim, 2013；Kim et al., 

2013）が，本研究においても改めて日本語能力の重要性が確認された。

                                                   
13  OECD のデータで日本は， 24 か国中， 22 位， 1.6％。韓国は 2％，USA は

７％（OECD, 2013）。  
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さらに研究Ⅴでは，異文化適応過程に応じて，必要とされる言語能力

がことなることが示された。メンタルヘルスにおける日本語学習支援

の重要性だけでなく，適応過程に応じたニーズに応えることの重要性

が示された。  

 

３  異文化適応過程にみる文化変容態度  

 Berry & Kim（ 1988）は，異文化適応を考えるうえで，周辺化・分

離・同化・統合という４つの文化変容態度という枠組みを提示した。こ

の枠組みを研究Ⅴの異文化適応過程に当てはめてみると，全体として

は統合に向かうプロセスであるとみることがきるが，実際の状況にお

いて，はっきりとした統合の形がみえるわけではない。個々のライフ

イベントにおいては，例えば，日本で出産するが（同化），母国の親族

を呼び寄せる（分離）というように，同化や分離とも捉えられる状況が

交互に表れている。また日本語を習得してから（同化），母語を活かす

（分離）というように，より長いスパンで統合が図られる場合もある。

したがって，Berry & Kim（1988）が提示するモデルを実際の状況に

当てはめる場合には，時間という観点が重要であると考えられる。  

  

第 3節  本論の課題と今後の方向性  

 

１  本論の課題  

①精神的健康を予測する変数  

 本論では，情緒受領サポート，文化社会ストレス，母国の友人との交

流，日本語能力が精神的健康（抑うつ）に影響する変数であることが示

された。しかしながら先行研究で指摘されている，移住前のトラウマ

体験，夫と年齢や世帯年収，世帯構成などは，質問項目数の兼ね合いや

回答者の負担を考慮した結果，変数として扱うことができなかった。  

 

②ソーシャルサポート尺度の適切さ  

 本論では，日本人用に作成された既存のソーシャルサポート尺度を
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用いた。外国人女性のソーシャルサポート研究でも用いられた尺度で

あるが，本来日本人用に作られたものである。留学生研究においては，

外国人特有のソーシャルサポートが検討され，尺度化されている（周，

1995；周・深谷 2002）。結婚移住女性のソーシャルサポートについて

も，結婚移住女性ならではの特徴あると思われる。しかしながら，既存

の尺度を用いたことで，結婚移住女性のソーシャルサポートを的確に

捉えられていなかった可能性がある。  

 

③インタビューにおける日本語の使用  

 本研究におけるインタビューはいずれも日本語で行われた。研究協

力者は，いずれも通訳を頼まれるほどの日本語能力を持っていたが，

日本語という外国語表現でのインタビューであったため，研究協力者

が 100％自身の意志を伝えることができたか，また調査者が 100％研究

協力者の意図をくみ取ることができたか疑問の余地が残る。母語で行

わないインタビュー調査の限界である。  

 

④サンプルサイズの少なさと偏り  

 本研究は，他の領域の量的研究と比べてサンプルサイズが少ない。

また研究協力者のリクルートが困難であるために，特定の組織や特定

の外国人ネットワークを通じて，募集が行われる。また鈴木（ 2012）

も指摘するように，比較的安定した状態にある人が参加しやすい。こ

れらのことから，特定の人やエスニック，地域に偏ってしまうことが

結婚移住女性研究の限界である。  

 

2 今後の方向性  

 今後の方向性として，次の３点をあげる。  

第一に，サンプルサイズと対象を拡大することである。サンプルサ

イズを増やすことで，出身国も多様になり，比較することが可能にな

る。また対象を拡大することで，日本人女性と結婚した外国人男性や

同国人と結婚して日本に定住する外国人女性との比較を通して，結婚
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移住女性の特徴をより明確化することが可能になる。さらには，結婚

移住女性の以外の長期居住外国人のメンタルヘルス研究にもつながる

と考えられる。  

 第二に，より多くの事例の検討することである。事例を増やすこと

で，異文化適応過程の類型を描くことが可能になる。結婚以前の滞日

歴や結婚経緯，子どもの有無などによって事例を類型化することで，

結婚移住女性の異文化適応モデルやヴィジョンを提供することができ

る。さらには，本研究で明らかとなった問題の一般化と異文化性の強

調といった内的リソースに着目して語りを分析することで，異文化間

カウンセリングへの知見が得られる可能性がある。  

 第三に，支援者や日本人側の視点を踏まえた異文化適応研究の実施

である。本研究では結婚移住女性側の視点のみ扱ってきたが，結婚移

住女性が異文化適応していく際には，当然のことながら一方のみが合

わせる，変化するのではなく，相互作用で変化をしている。日本側の視

点を取り入れることで，より多面的な異文化適応過程を捉えることが

できると考える。  

 

第 4 節  本論の意義  

 

１  結婚移住女性の問題における心理学的視点  

 これまで日本の結婚移住女性の問題は，社会学，人類学，法学，日本

語教育学といった分野で扱われており，人権や差別，アイデンティテ

ィ，多文化共生，社会問題，地域問題として取り上げられてきた。これ

らの研究では，個別事例を取り上げることが多く，ストレスや精神的

健康の状態の全体像を捉えることは困難であった。  

 本研究において，心理学的な量的視点から結婚移住女性の問題を扱

ったことで，これまでの研究で指摘されてきたことの全体像を明らか

にしたことが貢献の一つである。  

 また外国人相談に着目したことで，相談現場において心理的な支援
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や視点が必要とされていることが図らずも明らかとなった 14。  

 

２  結婚移住女性メンタルヘルス研究における貢献  

 これまで日本の結婚移住女性メンタルヘルス研究では，量的視点か

ら結婚移住女性のメンタルヘルスに関する知見を提供した研究はほと

んどなく，本研究は基礎的データを提供したといえる。  

 またこれまで外国人のメンタルヘルスについては，対処療法的対応

が取られてきた。本研究では，問題解決やライフイベントという新た

な視点から結婚移住女性の異文化適応を捉えた。これらのことから適

応段階やライフイベントに応じた対応策や支援策の検討が可能になっ

た。  

また内的リソースとして，異文化性に関わる語りの一特徴が明らか

となったことで，異文化間カウンセリングへ一知見を提供した。異文

化間カウンセリングは，異文化のはざまにいる人々に関わるカウンセ

リングもしくはカウンセリング活動とされる（白圡，2004）。異文化間

カウンセリング分野においても結婚移住女性に関する研究は非常に少

ない。カウンセリングの相談事例の検討でなくとも，異文化適応過程

における結婚移住女性の語りに着目することで，異文化間カウンセリ

ングに有効な知見が得らえる可能性が示唆された。  

 

第 5 節  心理社会的支援への示唆  

 

１  日本語学習支援  

 滞在年数と学歴が日本語能力に影響を及ぼし，言語ストレスに影響

していることがわかった。これらのことから，結婚移住女性の日本語

能力学習機会を保障することが，異文化ストレス軽減につながると考

えられる。また日本語能力は，抑うつを予測する直接的な変数である。  

日本においては，公的な日本語学習制度はなく，日本語学校や国際

                                                   
14  全国の外国人相談に調査を行ったことで，心理的問題への対応について研

修会の依頼が寄せられた。  
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交流協会や NPO・NGO などが実施する日本語講座，ボランティアベ

ースの地域の日本語教室などが在住外国人の日本語学習を担っている。

外国人の日本語学習については，当該地域や国で広く使われる言語を

学習・使用する権利としての言語権という考え方がある（木村，2011）。

木村（ 2011）によると，それは，何よりもまず社会生活に必要な言語

的条件を獲得する権利，いわば生存権としての言語権といえる。韓国

（自治体国際化協会  ソウル事務所，2011）やフランス（平出，2009）

においては，一定の条件の下，公的な言語学習機会が与えられている。

日本においても生活言語としての日本語をどのように保障していくか

検討する必要があるだろう。  

さらには，本研究から適応過程に応じて必要とされる日本語能力が

異なることが示されたことから，ニーズに対応した日本語学習支援が

望まれる。  

 

２  社会関係資本形成支援  

 情緒受領サポートは，抑うつに影響を与える変数であり，日本人，同

国人，いずれも交流頻度が高いほど，情緒受領サポートを得ていた。さ

らに異文化適応過程で結婚移住女性は，ほぼ０の状態から日本という

異文化社会においてネットワークを形成し，日本社会にいかに参加し

ているか，ネットワークをどれだけ持っているかが適応の重要な要素

であった。  

 大野（ 2013）は，「移民・移住女性たちが他者化されることがなく，

それぞれが生活する社会における意志決定過程に積極的にかかわる責

任について自覚し，その役割を果たすように行動していること」をシ

ティズンシップと定義し，その形成要因に，社会関係資本と教会や学

校，外国人支援団体といった仲介的役割を果たしている組織の影響が

あるとする。  

 本研究においても，学校の PTA やボランティア活動，仕事が日本人

との交流を促進したり，活動を通して自尊心を高めることが確認され

た。このような社会関係資本の構築を支援する場の設定，そういった



165 

 

場への参加の後押し，仕事を含めた社会活動への外国人の積極的登用

が異文化適応を支え，メンタルヘルスの予防に働くと考えられる。  

 

３  異文化間カウンセリングへの示唆  

 本研究から，結婚移住女性の内的リソースとして，異文化性に関す

る語りの特徴，異文化性の一般化，および強調が明らかにされた。一般

化などによって，ネガティヴな状況と異文化性が結びつかないように

すること，このような認知をリフレーミングとして取り入れることで，

外国人の心理的負担を軽減できるのではないかと考えられる。また異

文化性を強調することで，潔いあきらめや建設的な妥協，例外を生み

出すことが可能であるという臨床的示唆が得られた。  

日本では異文化間カウンセリングに関する事例報告自体非常に少な

い。しかしながら専門的なカウンセリングのみならず，外国人相談な

ど異文化間カウンセリング活動領域など，異文化間カウンセリングに

関する知見へのニーズは広い。本研究の結果は，そのようなニーズに

一知見を提供するものである。  

 

第 6 節  結  語  

 本論は，結婚移住女性のメンタルヘルスに焦点を当て，量的な分析

から全体像を把握し，質的な分析から異文化適応過程を明らかにした。 

 結婚移住女性の 4 割が抑うつを疑われる状態にあること，精神的健

康に情緒受領サポート，社会文化ストレス，日本語能力，母国の友人と

の交流が影響していることを示した。また異文化適応過程において，

想定されるライフイベントと保護因子について明らかにした。保護因

子では，同国人や家族によるサポートといった外的リソースだけでな

く，内的リソースとして，異文化性の一般化と強調があることを示し

た。また文化変容態度モデルと照らし合わせて，長いプロセスを経て

統合が表れることも明らかとなった。  

 今後は，サンプルサイズや対象を増やし，結婚移住女性の特徴をよ

り明確にしていくこと，事例を増やし，異文化適応過程を類型化する
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こと，語りに着目し，結婚移住女性の内的リソースについて検討を行

なうこと，そして日本人側の視点を入れて，異文化適応を考えること

を課題としたい。  

本研究から、結婚移住女性のメンタルヘルスの全体像が明らかとな

り、ライフイベントや適応過程に応じた対応策や支援策の検討におい

て、一知見を提供することができた。  
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